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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一　明の出逢　a blood loan




　少女は扉とびらに手をかけた。

　歴史を刻んだ分厚い樫かしの扉が悲鳴のような音を立てながら開いていく。そこから中を窺うかがうのは、セーラー服の上に黒こく衣いを纏まとった、暗くら闇やみに映はえる美しい一人の少女。

　沈ちん黙もくで満ちる部屋の中に、少女の静かな呼吸音がゆっくりと染しみ込んでいく。

　やがて一歩、部屋の中へ。高級な真しん紅くの絨じゆう毯たんは少女の靴くつ音おとを完全に吸収する。

　続けて二歩目、そして三歩目。蠟ろう燭そくによって作られた影かげと光のまだらが、少女の動きに合わせて室内を移動した。壁かべ一面に映し出された小こ柄がらな少女の投とう影えいは、炎ほのおの動きに合わせてその輪りん郭かくを不安げに揺ゆらしている。部屋の一角に飾かざられた曰いわくありげな騎き士し鎧よろい、その兜かぶとの奥に一いつ瞬しゆんだけ光が反射した。

　窓は分厚いカーテンと、金属製の鎧戸で厳重に閉め切られている。過か剰じようにも思える遮しや光こう設備。まるで太陽の光を恐おそれてでもいるかのような……。

　──六歩目、少女はあるものを前に立ち止まった。それは、漆しつ黒こくの木箱──精巧な金細工に縁ふち取どられ、邪じや悪あくな印象の彫ちよう刻こくを全体に施ほどこされた、重じゆう厚こうな黒い棺かん桶おけだった。

　……生なま臭ぐさい。不快な臭しゆう気きの源は、目の前の棺ひつぎの中。少女はこの臭においをよく知っていた。

　少女が棺桶の蓋ふたに手をかける。力を込こめて、重たい蓋をゆっくりずらしていく。開いた隙すき間まから、目に見えるのではと錯さつ覚かくするほどに濃のう密みつな瘴しよう気きが漏もれ出してきた。

　それは、不ふ吉きつを湛たたえた死の匂い……だが、微かすかな甘かん美びさが入り交じっている。その香かおりが、少女の手の動きを加速する。押しのけられた蓋が、棺の傍かたわらにゴトリと落ちた。




　……死体。

　棺の中にあったのは、不自然に美しい女の死体だった。




　少女はその死体から目を離はなさない。じっと見つめたまま、手を伸のばす。

　やがて少女の指先がその死体の頰ほおに触ふれた、次の瞬間──

　死体であるハズの女の、目と口が一気に開いた。

　激しく歪ゆがんだ女の表情、その口には鋭するどい牙きばが見える。人間にはありえざる、大きく発達した犬歯が蠟燭の明かりをぬめりと反射し、少女の前に剝むき出された。




「ッ、キャァァァァァァァ──!!」




　甲かん高だかい悲鳴が調度品を震ふるわせた。

　果たして少女は──

「………………うるさい！」

　少女は──不ふ機き嫌げんそうにそう言いながら、大きな口で悲鳴を上げる女の死体をどっかと踏ふみつけた。死体が短く息を吐はき、悲鳴が中断する。

「まったく……居留守なんか使って。大家さんにお願いして入ってみたら棺桶の中で寝ねてるみたいだから、起こしたげようと思ったらキャーって……失礼ね！」

「はうう……ご、ごめんなさい……」

　怯おびえきった表情で謝る死体の女を放置して、少女が手近な窓を開いた。留め金を外して分厚い鎧戸を開放すると、眩まばゆい日差しが室内に差し込んでくる。棺桶の中で光を浴びた女はたちまち──ちょっと眩まぶしそうに、表情をしかめた。

「うう……目にしみる……眩しい……」

「なに言ってんのよ、不健全な。せっかく表層に住んでるんだから、窓くらい開けなさいよね。別に、太陽の光ってわけじゃないんだし」

　背後の女にそう言いながら、少女が窓の外に顔を出す。

　そこには……視界を塞ふさぐような、高層ビルの群。

　そして立ち並ぶ不ふ揃ぞろいなビルの隙間から見える遠景は白い壁、その壁は緩ゆるやかなドーム状になって全天を覆おおい、透すき通った光を街中に降り注いでいる。曲状面照明スカイ・パネル、部屋に差し込んできた光の源、秒間三万キロワットで人造の光を降り注ぐ、半有機照明の白い空。

　視線を上げれば、曲状面照明スカイ・パネルの表面上を今日も上ハ空イ地・下サ鉄ブが運行している。足元はるか低層に格納されている大気順天機と並式発電装置による低い唸うなりが──人間が耳を指で塞いだときに聞こえてくる生体音に似た、この街特有の環かん境きよう音が、かすかな鉄道の運行音に重なって部屋に流れ込んできた。

　──黄よ泉も津つ。

　今世紀初頭に大規模な天災に見み舞まわれたこの国が作り上げた、抗こう天災性地下都心。

　マイナス五百メートル級の超ちよう深度地下に作られた黄泉津では、マグニチュード九・〇の地じ震しんが起きても体感震しん度どは一以下。地上のあらゆる天候、気候はその影えい響きようを及およぼさず、放射能災害さえも分厚い地じ盤ばんが容易に防いでくれる。あらゆるライフラインが循じゆん環かんされ、理論上無限時間の独立活動を可能とするシェルター都市となっている。

　未来都市の先さき駆がけ、効率化の極地、合理性の凝ぎよう縮しゆく体。非現実的かつ非常識なハイスペックをとあるオカルトによって実現する、ＳＦじみた小世界。

　そんな黄泉津の第六節・外周区を見み渡わたしながら、少女は大きく伸びをした。

「んー、きっもちー。中層住宅にも不満は無いけど、やっぱ窓付きの表層住宅はいいわね。三階程度とはいえせっかく重層区画ビルに住んでるのに、閉め切るなんて勿もつ体たいないわよ？」

「……う………………うう……」

　──窓に身を乗り出す少女の背後で、女が眉み間けんに皺しわを寄せながら棺桶から立ち上がる。

　苦しげに、短い呼吸を繰くり返している。血走った眼球が揺れ、青白んだ手が震ふるえた。

　顔に浮うかぶのは我が慢まんの表情──だが次の瞬間それは、攻こう撃げき的な獣じゆう性せいへと変化した。

「ッ──ッッッキィィィィィ!!」

　女が牙を剝き、背後から少女に襲おそいかかる。血を求めて、醜みにくい様で、容よう赦しやなく……




「──ふがいない」




　そう呟つぶやいた少女は、摑つかみかかろうとする女の腕うでにほとんど背中の触れるような間合いで身体からだを半回転。迷いのない一歩で女の真横に立ち位置を移し、相手の表情を覗のぞき込んだ。

　目と目が合う。女は赤く滾たぎった視線で少女を睨にらみ、飢うえに任せた獣けものの表情で牙を剝きながら──首を百八十度回転させ、悪夢的な体勢となって少女に嚙かみつこうとしてきた。

　そこに、一撃。腰こしから抜ぬき放った錆さび色いろのナノカーボン製警棒を、フルスイングで叩たたきつける。女は顔面をくしゃげさせながら激しく床ゆかに打ち倒たおれた。

「ぅあ、ッ…………うう……わ、わたし、いま……？」

　女は正気に戻もどった様子で目を瞬しばたたかせた。顔の傷は、すでに再生している。

「まったく……血に飢えて理性を失って、そんな生き方がしたいわけじゃないでしょ？　そんなんなる前に相談してよねー、あたしは血液銀行の取立人よ？　ほら」

　少女は腰のポーチから取り出した血液パックと契けい約やく書しよを、足元の女に突つきつけた。

「血が欲ほしかったら、年利二九・二パーセントで貸してあげるわよ──吸きゆう血けつ鬼きさん」







　咎とが野の辰たつ巳みは、いいことがしたくてしょうがなかった。

　最初にそう思い始めた十一歳の頃ころから十六歳の現在に至るまで、毎日毎日、いいことがしたいなあ、困っている人を助けたいなあ、恵めぐまれない人に自分の持ち物を財産から細さい胞ぼうの一いつ片ぺんに至るまですべて差し上げたいなあ、と考えながら生きてきた。臓器提供や献けん血けつは体質的な理由で無理だったが、もしそうでなかったら今日まで生きながらえていなかったかもしれない。命を捧ささげて救える世界があるのなら、いつでも死にたいと心の底から本気で思っていた。

　人はそれを、思春期特有の幼い考えであるという。

　だが辰巳は本気だった。今日も登校しながら、いいことがしたいなあ、なにか人の為ために自分に出来ることがないかなあ、といつものように真しん剣けんに考えながら歩いていた。

　そんな辰巳の傍らには妹が二人。美しい中学二年生と、かわいらしい小学一年生。やがて三人はＴ字路に辿たどり着いた。辰巳の向かう高校は左、妹たちの行き先は右である。

「じゃあ、二人とも行ってらっしゃい。気をつけて」

「はーい♪」

　幼い陽ひ良らは朗ほがらかに返事をするが、年の近い綺き理り恵えは厳しい目つきを辰巳に向けてきた。

「兄様……いつも申し上げていることなのですが、くれぐれも、くれぐれも、くれぐれも……いいことをしよう、などとは軽々しく思わないように気をつけてくださいませ」

「う……やっぱり、駄だ目めなの？」

　弱腰に問いかける。綺理恵は鋭い視線のまま、はっきりと断言してきた。

「もちろん、駄目です。兄様はいつもいつも、通りすがりの他人の為に命を投げ出したり、困っているという人を容易に信用したり……お人ひと好よしの、度が過ぎます。いいことをするのに、兄様は向いておりません。いい加減、破は滅めつ的な親切は控ひかえるべきです」

「そんな……キリは、心配しすぎだよ」

「それは兄様が、心配してもし足りないようなことばかりしているからです。まったく……心配するなというのであれば、お人好しは程ほど々ほどにすると約束してください」

「わかったよ」

「それに、考えもなしにトラブルに飛び込むようなこともやめるように」

「はいはい」

「あとは……通りすがりの女性とぶつかってスカートの中を覗くようなことも、決っしてしないように」

「うんう……うん？　えっと、まあ一応気をつけるけど……あのさ、キリ」

「はい、なにか疑問が？」

「うん……昨日は『パンを咥くわえた転校生にぶつかってスカートの中を覗くな』だったし、一昨日おとといは『異世界から召しよう喚かんされた女の子と契けい約やくしてスカートの中を覗くな』だったし、その前は『化け物に襲われている少女を助けてスカートの中を覗くな』だったし……いつも心配してくれるのはいいんだけど、僕が女性のスカートの中を覗くと何が起きるの？」

「目が爆はぜます」

「爆ぜ──なんで!?」

「それはこう、私が『ぐっ』としますので」

「目つぶし!?　そ、それはなにが起こるかじゃなくて、キリが何をするかっていう話なんじゃ……いや、まあ、目を潰つぶされたくはないから気をつけるけど……」

　たじろぐ辰巳の脇わき腹ばらに小学一年生の妹、陽良がぽふっとしがみついてきた。

「だいじょうぶだよぉ、おにぃちゃん。おにぃちゃんの目が見えなくなったら……ひいがおにぃちゃんの目の代わりになってあげるからっ♪」

「ひい……ありがとう。でも気にすることはない。たとえ僕になにがあろうとも、そんなことには構わずに、ひいはひいの人生を生きてくれ」

「おにぃちゃん……」

「ああ、兄様……なんと妹思いなのでしょう、おいたわしや」

「いや、いたわしいと思うなら目を潰さないでくれるとありがたいんだけど……」

　いつものことながら、綺理恵の言葉はどこまで本気かよくわからない。

　ともあれ、辰巳は分かれ道で妹たちと別れて一人、高校への道を歩き始めた。

　──そこまでは、いつも通りの日常風景。

　ことが起こったのは、そのわずか十数秒後。
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　辰巳が重層区画ビル沿いの角を曲がって、次の瞬しゆん間かん。

「……ん？」

　何かが聞こえた気がした。

　上を向く。

　と……

「──ァァァどいてどいてどいてぇぇぇ!!」




　パンツだ。




　……違ちがう、少女だ。風圧にスカートを翻ひるがえし、っていうかもう裏返しながら少女が辰巳の上に降ってきた。

　どうしよう？　咄とつ嗟さの疑問に答えが出るより前に、互たがいの相対距きよ離りはみるみる縮まりゼロになり、そうしてそのまま──




　視界が全部、パンツに埋うまる。

　鼻先に布があたる。側頭部に太ふと腿ももが触ふれる。顔一面が温かな感かん触しよくに覆われ、そして──




　ゴギんガ、ゴッ




　……辰巳の首は不ふ吉きつな骨折音を発しながら斜ななめ後方百九十度くらいに折れ曲がり、そのまま少女一人分の質量と加速度を乗せて後頭部から地面に激げき突とつして頭ず蓋がい骨こつの潰れる嫌いやな音を地味～ぃに響ひびかせた。




「……痛ぅー……って、うわ！　ちょ、ごめ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　地面に両手をついて腰を浮かせた少女が、自分の足の間を覗き込むようにして辰巳の頭部を確かめる。この首の曲り方、これってまさか死──!?　と、思いきや。

「…………う、うう……」

　辰巳は呻うめきながら首を定位置に戻し、むっくりと起き上がった。

　ああよかった、殺してない……と安あん堵どしかけた少女が直後、硬こう直ちよくする。

　なぜならば──起き上がった辰巳の頭部が綺き麗れいな円軌き道どうを取って、頭上に御お座わす少女のスカートの中へと実にスムーズに昇しよう天てんしたからである。




　辰巳は一瞬の意識の断絶を経て、気付いたら暗くら闇やみの中に居た。

「……あれ？　えーっと、なにが……というか、なんだこれ？」

　息苦しい中でもごもご呟きながら、さわさわさわ。自分の眼前を何が塞ふさいでいるのか、確かめようと両手で揉もみしだく。

「……ッ！　ッ!?」

「あれ、動いた？　これって……？　…………………………クンク」

「ッかぐなッ!!」

　ドガッ！

　上から叩き伏ふせられた頭部が勢いよく地面にぶつかり跳はね返る。

　その衝しよう撃げきで意識がはっきりした辰巳は顔を上げてたったいま自分の上からどいたらしい怒いかり顔の少女を目視するに至って、ようやくさっき自分になにがあっていま自分がなにをどう揉みしだいてどこのどんなフレーバーをクンカったのかをはっきり理解し──

「──て、わあああ!!　も、申し訳ない！　ね、寝ねぼけるというか、死にぼけて……！」

「死にぼけるってなによ！　もー変態変態、ド変態！　今度から変態って呼ばれたら『はいありがとうございます変態です』って言いながら三回回ってワンと鳴けこの変態！」

「えっと……はいありがとうございます変態です。はっ、はっ、はっ……ワン！」

「ふざけるなッ！」

「いったい、どうしろっていうんだ！」

　言われた通りにしたのに怒おこられた。

　と、嘆なげく辰巳を無視するようにして、少女は別の誰だれかへの憤いきどおりを口にし始めた。

「ええいくそ、いまはこんなことしてる場合じゃなかったんだ！　にゃろう、まさかいきなり突き落とすとは……絶対取り立ててやる！　っ、痛ッ……」

　駆かけだそうとした少女が、表情をひきつらせて左足首を押さえた。ニーソックスに隠かくれてはっきりとは分からないが、なんだか腫はれているようにも見える。

「怪け我が……!?　くっ、申し訳ない。僕の身体からだが、もっと衝撃を吸収できていれば……」

「いや別に、それはあなたの責任じゃ…………でも、そうね。あなた、名前は？」

「うん？　辰巳、だけど」

「そ、あたしはアキラね。で、辰巳くん、あなた……人のパンツを見といて、タダで済むわけないわよねえ？　そりゃ最初にぶつかったのはこっちが悪いとはいえ、結果的に言えばあなたの変態行こう為いのほうが悪質よ。ええもうあたし、お嫁よめに行けない。ヨヨヨ……」

　少女──アキラがわざとらしい調子で悲しみ嘆いてみせる。

　それに対して辰巳は、実に深刻な表情で受け止めてみせた。

「アキラ──君の心を、そこまで傷つけてしまっただなんてッ！　いったい、どうやって償つぐなったらいいのか……僕にできることならなんでもする、なんでも言ってくれ！」

「……なんかこう、ド素す直なおに来られると気が引けるわね……まあとにかく、辰巳くん。あなたいま、なんでもって言ったわよね？　じゃあ……身体で払はらって、貰もらおうかしら？」

「……うん？」







「ほらほら走る、ダッシュダッシュ！」

「うーん……できれば、学校をサボるようなことはしたくなかったんだけど……」

「うっさい変態、ほら走れ」

「は、はいありがとうございます変態です！」

　辰巳はアキラと肩かたを組み、彼女の体重を支えながら地下通路を走っていた。天てん井じように剝むき出しのパイプが走る、窮きゆう屈くつな通路である。

　片足を怪我したアキラの杖つえ代わりになることが、彼女の提示した償いの手段だった。左足をかばいながら器用に走るアキラに合わせて、辰巳も必死に足を出す。

「……ところで、聞いていい？　君はいま、誰を追いかけているのか……どうも、君のことを突つき落とした相手らしいけど」

「ああ、そっかそうね。んー、まず何から説明しようかしら。とりあえず……」

　アキラは軽く息を切らしながら、軽い口調で告げてきた。

「吸きゆう血けつ鬼きっているじゃない？」

「ああ、うちの近所にも何人か住んでるね」

「そうそう、その吸血鬼」




　吸血鬼──現代の吸血鬼とは、いかなるものか。




　親となる吸血鬼──血親カドウルーとの体液交こう換かんによって転化適性が覚かく醒せいした死生人アンデツド。いくつかの超ちよう能のう力りよくと致ち命めい的な弱点、そして不老不死と吸血の呪じゆ縛ばくを持つ、まさに伝承通りの元人間。長らく正体を隠して人間社会に潜ひそんでいた彼らは、近代化の中で急激にその居場所を失い、もはや絶ぜつ滅めつに瀕ひんしていた。

　闇やみ夜よに紛まぎれて血を得られる時代はとうの昔に終わっていた。いまや人を襲おそえば科学捜そう査さを駆く使しする警察に追われ、警察を撃げき退たいすれば指名手配を受け、そうなったら街中を出歩くことさえ出来なくなる。吸血鬼とはいえ、彼らも中身は文明の味を知る現代人である。街を追われたからといって、獣けもののように野山で生きるわけにもいかない。

　どん詰づまり。血に飢うえて暴走し犯罪者として人間に追われるか、あるいは飢えに飢えてそのまま飢え切って死んでしまうか……吸血鬼にとって現代は、暗黒の時代だった。

　そんな彼らの実在を知り、利用価値に目を付けたのが世界的企き業ぎようグループである玖く曜よう──この街、黄泉津の建設を主導した世界的フィクサーだった。

　玖曜は吸血鬼にこの地下都市への表立っての居住権を与あたえ、同時にあるシステムによって彼らに血を与える代わり、この街のインフラそのものとなることを義務づけた。

　そうして、いまだ公的には存在を認められておらず、地上では実在を信じない者が大半ながら──この黄泉津において吸血鬼は誰もが知る公然の存在となっていた。

「──とはいえ、実際に吸血鬼を見かけることって珍めずらしいじゃない？　住み分けがしっかり出来てるのよ。あたしたち、血液銀行のお陰かげでね」

「血液銀行、って……」

　血液銀行──それこそが吸血鬼をこの街のインフラとするシステムだった。

　吸血鬼に血を貸し出し、そして取り立てる民間企業。その目的は治安の維い持じと吸血鬼の監かん視し、そして──外血ソーマの確保にある。

　外血ソーマ──吸血鬼の血は、いまや世界において石油よりも、プルトニウムよりも重要な意味を持っている。人々のあらゆる技術は外血ソーマを利用することによって物理法則を超こえ、革新的な進歩を遂とげた。外血ソーマの恩おん恵けいなくしては、黄泉津の建設すら到とう底てい不可能だっただろう。

　だが、この場合の恩恵という言葉は犠ぎ牲せいという言葉にも置き換かえられた。血を抜ぬかれる吸血鬼の、そしてその吸血鬼に血を供される人間の……そしてその犠牲を収拾する役目を担う、この黄泉津で最も恐おそれられている者たちこそが──

「……血液銀行の取立人だったのか、君」

「まーね。で、取り立て相手の女吸血鬼に、突き落とされて逃にげられたのよ。油断したわ、咄嗟に発信器は付けられたんだけど……まったく、絶対に取り立ててやる」

「……大だい丈じよう夫ぶなの？　人間が吸血鬼を倒たおすには太陽の力が必要で──その恩恵は、この地下都市には届かない。この街で人間が吸血鬼と闘たたかったら勝ち目は無いんじゃ……」

「あら、詳くわしいのね？　でもだいじょーぶ、相手はもう破産してるから。取立人への暴力という、重大な契けい約やく違い反はんが決め手になって、ね」

「破産？」

「そう。血液銀行との契約は契ミ約ト術ラ──そこに記された内容に違反すれば、契約は呪のろいとなって魂たましいに食い込む。人間なら精神が侵おかされ、吸血鬼なら非実在特性が削けずられる。やがてその身に受けた呪いの総量が、そいつの抵てい抗こう能力を上回ったら、破産──」

「あ！」

　複雑に入り組んだ通路の奥、やや広くなった袋ふくろ小こう路じの行き止まりに一人の女がいた。

　アキラが言っていた女吸血鬼だろう。美人だと思う、だがその顔の一部には……赤い、ヒビのような模様が現れていた。壊こわれかけの陶とう磁じ器きのような、いまにも割れてしまいそうなヒビ模様。恐らく、服に隠れた首の下にまでそれは続いているのだろう。

　その姿を見たアキラが、硬かたい表情で説明の続きを口にする。

「──破産した吸血鬼はああして存在が脆もろくなり、その血の所有権は契約者のものとなる。本来は吸血鬼から血を奪うばうなんてこと人間には無理なんだけど、破産状態のときだけは力ちから尽ずくで血を抜いて──殺すことだって、できるようになる」

「あれが……破産状態……」

　女は、あわれなくらいに怯おびえていた。泣きそうな表情で、行き止まりの壁かべに縋すがり付いている。アキラを突き落としたというのも、ただ怯えによる行為だったのだろう。

　女は追ってきたアキラを前に、悲痛な声を上げた。

「こ、来ないで！　私はただ、この街なら吸血鬼だってだけで追われることはないし、血液銀行から血を借りれば合法的に暮らしていけるっていうから……なのに返済に追い立てられて、こんなの……こんなの……」

「だから、取立人を襲うって？　──ふがいない。仕方ないでしょ、それがルールなんだから。人を襲えば犯罪で、犯罪者は人に追われるの。それでも人の中で生きていきたいと思うんなら、歯ぁ食いしばってなんとかするしかないでしょ!!」

「わ、わかったようなことを！」

「あんたよりはわかってるわよ！　もーこっち来なさい！　なんとかしてあげるから！」

　アキラが高圧的な態度で、女に歩み寄る。

　直後、

「──危ないッ！」

　辰巳が横から覆おおい被かぶさるようにして、アキラを押し倒す。

　それとほぼ同時、アキラが立っていた空間を切り裂さくようにして幅はば一メートルを超える黒い戦せん斧ぷが轟ごうと通り過ぎた。戦斧の出でど処ころは、怯える女の足元──影かげである。

　女吸血鬼の影が浮うかんで固まり武器と化し、自在な動きでアキラを狙ねらったのだ。

　影身アヴアターラ。内部に外血ソーマを溜ため込んだあの影こそが、吸血鬼の本体にして最大の特とく徴ちよう。自在に形を変え万ばん能のうに用いられる超ちよう常じようの化け身しんだった。

「……ちょ……辰巳くん、邪じや魔ま！　あれくらいよけれたわよ！」

「か、かもしれないけど、放ほうってはおけない！」

　身体の下から文句を言ってくるアキラに、そのままの姿勢で反論する。

「もー……とりあえず辰巳くん、はやくどきなさい」

　アキラは呆あきれた様子でそう言ってきたが──辰巳は、真しん剣けんな表情で答えた。

「……ごめん、どかない」

「はぁ!?」

「そこの吸血鬼の人……いまのうちに、逃げて！」

「ちょ、なにいってんのよ、ちょっと！」

「ごめん、アキラ。でも……どれだけ凶きよう悪あくな吸血鬼を追いかけてるのかと思ったら、あんなに怯えた女性で……もうこれ以上、追い詰つめなくてもいいじゃないか。彼女の借血は、僕が肩かた代がわりしてもいい。だから……」

　──兄様、破は滅めつ的なお人ひと好よしは控ひかえてください。

　そんな妹の言葉が聞こえたが……怯えている人を助けるのはたぶん、いいことだ。そう思ったらもう、身体は自然に動いて止まらなかった。

　そんな辰巳の言葉に、アキラは一いつ瞬しゆん目を見開いて──すぐに怒いかりの形相を浮かべた。

「ふざけんな、このガキ！　どけ！　変態！　変なとこ触さわるな！」

「も、申し訳ない、あとでグルグル回って、ワンワン鳴くから……！」

「え、えっと……どなたか知りませんけど、ありがと──」

　と、女吸きゆう血けつ鬼きが辰巳に礼を告げながら、その場を立ち去ろうとした瞬間……

　ガシャガッ！

「痛……ッ!!」

　悲鳴を上げる女吸血鬼、その首にはどこからか飛んできた、ワイヤーの繫つながれた金属輪が取り付いていた。直径二十五センチ程ほどのその輪の内側には何枚もの鋭するどい刃はが並び、それぞれの切っ先が女吸血鬼の首に突き刺ささっている。直後──

　チュミイイイイン

　金属輪がモーター音を放ち、刃に仕込まれた針によって女吸血鬼の血が抜かれ──

「ッ、させるか！」

「アキラ!?」

　辰巳の下から勢いよく飛び出したアキラが、逆手に握にぎった警棒で金属輪の一点を打ち付けようとする。激げき突とつの寸前、金属輪が女吸血鬼の首から外れて宙を飛んだ。

「ちっ……相変わらずかよ、『バッカス』の小こ娘むすめが」

　忌いま々いましげな呟つぶやき声。目を向けると、辰巳の背後に中年の男が立っていた。カイゼル髭ひげと中ちゆう華か服が特徴的なその小男が手にしたワイヤーを操あやつると、金属輪が勢いよく彼の手元に収まった。

「い、いったい……？」

　辰巳の口から漏もれた疑問に、アキラが苦々しげに答える。

「タチの悪い同業者──血液銀行『血滴子シユエテイツ』の取立人よ。やっぱり彼女、よそからも血を借りて多重債さい務むを負ってたのね。破産するのが早いと思ったのよ──できれば、こうなる前に身み柄がらを押さえたかったのに」

「ハッ、タチの悪いのはどっちだ。このクソ『聖女』が、まーた破産者を見み逃のがそうとしてただろう？　ったく、呆れるぜ。いまだに自分が吸血鬼に血を貸すのは『相手を助けるためだ』って言ってるらしいがよ、そんなこと出来るわけないだろうが。血液価格を決めてるのは人間だぜ？　吸血鬼が増えすぎないよう、ある程度の人数が破産し続けるように価格調整してんだよ。お前も知ってんだろうが」

「大きなお世話よ、ヒゲオヤジ」

　嘲あざけるような男に対して、アキラが厳しい表情でそう答える。

　一方、辰巳は男の語る内容に愕がく然ぜんとしていた。

「見逃そうとしていた……アキラが？　それに助けるため、って……」

　てっきり、アキラはあの女吸血鬼の血を取り立て、殺そうとしているのだと思っていた。だが、あの男の言葉を信じるならば──それは真逆。アキラは他の血液銀行の取立人からあの女吸血鬼を守るために、彼女を追いかけていたということになる。

　男はさらに言葉を続けた。

「だいたいな、『弱者に死を、強者に富を』──俺たちが使い道のない落ちこぼれどもの命を血として社会に還かん元げんしてるからこそ、この街は大きく発展してんじゃねえか。血液銀行がない地上を見ろってんだ、死に損ぞこなった愚ぐ図ずどもが無む駄だに生きながらえて、社会のリソースを食い潰つぶしてやがる。それに比べてこの黄泉津の、なんと合理的なことかよ。いいか？　この街は破産者どもの血で成り立ってんだ、覚えとけ」

「……あんたに一つだけ、言っておくわ」

　多弁な男に対して、アキラはまっすぐな視線で、はっきりと告げた。

「社会だの経済だの──そんなものが、誰だれかを見捨てる理由にはならないのよ」

　──ぞわりと、辰巳の全身に鳥とり肌はだが立った。アキラの言葉に、その迷いの無さに。

　対して男は、ただ呆れたように息を吐はいた。

「はぁ……やっぱりお前、取立人に向いてないぜ。恐らく、全人類の中でも断トツに向いてない。なんでバッカスの社長はお前みたいなのを雇やとっておくのか、理解に苦しむぜ」

　男はそう言いながら、手元のワイヤーを回し始めた。そして──

「とりあえず、これ以上の強ごう情じようはるなら──多少は痛い目にあってもらうぜッ！」

「くっ……」

　男が加速した金属輪を投とう擲てきしてくる。アキラは警棒を構え、金属輪に備え──

　ガシャッ！　と金属輪が、首を捕とらえた──アキラを庇かばうようにして飛び出してきた、辰巳の首を。

「た……辰巳くん？」

「アキラ……さっきはごめん。あの吸血鬼を庇うつもりで、余計なことをしてしまって。いまの君の啖たん呵か、感動したよ」

「え、あ、ありがとう？　っていうか、それよりその首の、早く外さないと──」

　心配するアキラを他よ所そに、ワイヤーを握った男はその手に力を込こめながら表情を苦しげに歪ゆがめていた。そして、信じられないといった様子で呟いた。

「首に……刃が立たねえ。こんだけ力を入れりゃ、吹ふっ飛とんでもおかしくないのに……」

「ああ。これは首を切ろうとしていたのか、気付かなくて申し訳ない」

　辰巳は男に対してそう告げると、金属輪を右手で摑つかみ、

　ぐちゃび

　と、血管が断だん裂れつし皮肉が破れる音を立て、ほとんど首が千切れ落ちるような強引さで金属輪を取り外してみせた。

　誰もが凄せい惨さんな結果を予想したが、しかし辰巳は血の一いつ滴てきも垂らさず再生した自分の首をさすりながら、手にした金属輪をなんでもない仕草で放り投げた。

「うん、いい切れ味だね。返すよ」

「た、辰巳くん……あなた、それ、いまの……」

「あ、気付いてなかった？　僕、混血なんだ。しがない半吸血鬼。まあ、気にしないで」

　目を丸くしているアキラにそう説明する。

　アキラが気付かなかったのも無理は無い。混血というのは、それくらい珍めずらしい存在だった。約七千分の一の確率で生まれる転化適性を持った人間が、吸血鬼と体液交こう換かんすることで生まれるのが吸血鬼。そして、吸血鬼に転化した女性がその時点で妊にん娠しんしていた場合に生まれてくる子どもが混血となる。吸血鬼の総数に対しても千分の一にも満たず、黄泉津でも滅めつ多たに出で逢あうことはない。見た目は人間に近いので、見分けるのも難しい。

　アキラはなおも辰巳に何かを言いかけたが、それより前に背後の男が声を上げた。

「ど、どういうつもりだ、てめぇ！　首つっこんできて、いったい……」

「ああ、えっと……こういうつもり、なんだけど」

　怯えを隠かくしきれずにいる男に対して、辰巳は──財さい布ふからお金を出して見せた。

「支し払はらい。借血の返済って、血じゃなくてお金で払はらってもいいんだろう？　だからこれで、彼女の返済を肩代わりしたい。いまの手持ちの全財産なんだけど、足りるかな？」

　首を切られておきながら、何でもない態度でそう告げる辰巳に対して男はしばし呆ぼう然ぜんとした後……笑い出した。

「ハ、ハハハ……破産者からの返済なんざ、誰が受け取るかよ！　俺ら血銀が血を貸し出すのは、半はん端ぱな利子のためなんかじゃねえ！　吸血鬼を破産状態に追い込んで、命と引き替かえの最後の一滴フアースト・ブラツドを取り立てるためだ！　いまさら返済なんぞ、ふざけろバカが！」

　最後の一滴フアースト・ブラツド──命と引き替えに抜ぬき去ることのできる血の真しん髄ずい、その他の血液の数倍から数百倍の力を持つ特別な一滴。吸血鬼を破産に追い込んで最後の一滴フアースト・ブラツドを取り立てるという過剰回収オーバーチヤージこそが、血液銀行の最大の利益ということか。

「…………うーん」

　資本主義の原理を前に、辰巳が言葉に詰まる。だがそこに、間かん髪はつ入れずに続く声。

「じゃあ、彼女が破産者じゃなくなったら？」

「……なに？」

　男が声の主──アキラを見る。

　アキラはいつの間にか女吸血鬼の隣となりに立ち、ポーチから取り出した契けい約やく書しよ──借用書に金額と日付を書き込んでいた。

「うちは彼女との契約を更こう新しんします。返済の滞とどこおってた債務を元金にして、ローンを掛かけ替かえる。……ほら」

「え、あ……はい」

　差し出された契約書に、女吸血鬼が慌ててサインする。すると契約文がうっすらと赤い輝かがやきを帯び始め、その代わりのように彼女の肌はだからヒビ割れ模様が消えていった。

「はい、これで前の契約は破は棄き、あたしに対する暴行とかの契約違い反はんもチャラ。見ての通り、彼女は破産者じゃなくなった。あなたには返済を受け取る義務がある……でしょ？」

「……くそッ！」

　男が荒あら々あらしい手つきで、辰巳の手からお札を奪うばい取る。

　素す早ばやく金額を数えて領収書を切り、それを辰巳に押しつけた。

「チッ。こんなことばかりして……血液銀行が成り立つものかよ。負け犬の骨をしゃぶってこその血銀だろうが。ったく、さすがは『聖女』様だ、ムカツクぜ！」

　捨て台詞ぜりふを残して立ち去ろうとしていた男が、ちらりと振ふり向き言ってきた。

「ああ、ちなみに小娘。お前……例の噂うわさ、聞いてるか？」

「噂？」

「だから……万人殺しミリオン・キルズ。数年ぶりに、現れたとかってよ」

　──ゾクッ

　場の空気そのものが逆毛立つかのようだった。それを口にした男が、耳にした辰巳と女吸きゆう血けつ鬼きが、それぞれ微び妙みように異なる色合いで表情を険しくする。

　ただ一人、アキラだけはあっけらかんと首を捻ひねった。

「万人殺しミリオン・キルズって……あの万人殺しミリオン・キルズ？　あれって、大規模な事故とか吸血鬼の失しつ踪そうとかにこじつけた、都市伝説なんじゃないの？」

「……ハッ、そのスットボケが演技なら、大したもんなんだがよ」

　男はそう言うと、大きな足音を立てながら去って行った。

　納なつ得とくいかない表情のアキラを含ふくめ、残された三人は黙だまってそれを見送った。

「……あ、の。ありがとう……ございました。それと……ごめん、なさい」

　沈ちん黙もくを破ったのは、女吸血鬼の弱々しいお礼と謝罪の言葉。それは自分が殺そうとして、なのに自分を助けてくれた、アキラたちに対するものだった。

　辰巳は黙って微笑ほほえみ、そしてアキラは──実に悪そうなスマイルで言った。

「んっふっふ？　お礼を言うのは、まだ早いわよ？」







「…………な、ななな……」

　その光景を前にして、女吸血鬼はふるふると震ふるえていた。

　戻もどってきた彼女の住まい、その重層区画ビルの一階からは彼女のものであるアンティーク家具が続々と運び出されていた。運び出しているのはツナギ姿のリサイクルショップ作業員。

　大体の家具をトラックに積み込むと、作業員の一人がアキラに書類を差し出してきた。

「本日はご依い頼らいありがとうございました。鑑かん定ていと運び出し、済ませておきましたんで。こちらが見積り額になります。これでよろしかったら、サインを」

「ありがと。じゃーはい、サインして」

　アキラに書類をパスされて、女吸血鬼はようやく声を荒あららげた。

「な……なな、な、なんなんですか、これは！」

「なにって、決まってるでしょ。法的な手続きを省略した個人的な、差し押さえよ。家具を売ったお金を返済に充あてて一気に元金を減らせば、あとの返済はなんとかなるでしょ。あ、もしまた高い家具とか買ってたら、問答無用で叩たたき壊こわすからそのつもりでね」

「そ、そんなぁ……私が苦労して集めた、逸いつ品ぴんぞろいなのに……」

「吸血鬼の懐かい古こ主義なんてろくなもんじゃないわよ、心機一転、ゼロからスタートするつもりになりなさい。それともなに、いまからでもあのヒゲオヤジの世話になってくる？」

「う、うう………………ううううううう～」

　さきほどお礼を言った手前もあり……仕方なく、泣き崩くずれながらサインする。

「じゃ、じゃあ、あの……こちらが代金になります」

　あまりに痛々しい女吸血鬼の姿に若じやつ干かん引き気味の作業員が、アキラに現金を支払う。

　アキラは金額をしっかり確かく認にんすると、その中の何枚かを辰巳に手て渡わたしてきた。

「はい、これ。辰巳くん、さっきのヒゲに払った立て替え分ね」

「あー……うん……」

　辰巳がアキラからお金を受け取る、その隣では。

「う～……ごめんなさい……ごめんなさいね……」

　トラックに積み込まれていく家具や装そう飾しよく品たちに、女吸血鬼が謝りすがっていた。

　──その姿に、ふと気付く。彼女のあの仕草、あれは……？

　ほくほく顔でお金を数えるアキラの背後、辰巳はじっと女吸血鬼を見つめ続けていた。




「やー、すっきりしたわね」

「う、うう～……」

　三階の部屋に戻ってくると、そこには数時間前の古城じみた面おも影かげなどまるで無い、ごくふつーの空間が広がっていた。窓にはレースのカーテンだけが残り、樫かしの扉とびらが外された後には安価な合板のドアが据すえ付けられている。棺かん桶おけの代わりには畳たたまれた布ふ団とんが置かれ、威い厳げんある衣い装しよう棚だなに入っていた衣服はシンプルなラックにハンガー掛けされていた。

　なんというか、よく言えば持ち物の少ない新社会人の部屋のような印象。ちなみに安いラックや布団の選定など、大まかなコーディネートは業者に依頼する際にアキラが済ませておいたものである。

「ああ……あの家具たち揃そろえるのに、五百万以上かかったのに……」

「だから破産したんでしょうが。いいじゃない、あたしは前より好きよ、この部屋。ねえ、辰巳く──って、あれ？」

　見回すと、辰巳が居ない。そういえば、部屋に上がる途と中ちゆうで居なくなっていたような。

「……まあ、事務所にはタクシー呼んで帰るから、いっか。何だったのかしら、彼？　……まあいいわ。じゃあ、次の支払いも頑がん張ばってねー」

　と、朗ほがらかに言ったが……女吸血鬼は返事をしなかった。深く、深くうな垂れる。

「はぁ～…………なんだかもう、みじめです……」

「まあまあ。あたしがいつか吸血鬼も、普ふ通つうに生きられるようにしてあげるから」

「……ありがとうございます。でも取立人さんきっと、営業成績とか悪いでしょ？」

「そ、それは………………まあ、史上最低の成績だと、言われてなくもないけど」

「あはは……世の中はやっぱり、残ざん酷こくに出来てるんです、きっと」

「…………」

　返答に困る。吸血鬼にとって残酷な世の中、それはアキラにも理解できることだった。

　生きるために血を得る、血を得る為ために稼かせぐ、稼ぐために生きる──閉じた価値観に追いかけられて、狭せまいトラックで短たん距きよ離り走を繰くり返させられるような生き方──かつて、強く美しい吸血鬼たちは確かに人間の上位に存在していた。だが、いまや『強い』ということの価値はあまりにも下落している。そして人間ではないという出自は、血が必要で、飢うえが進めば発作的に人を襲おそいかねないという体質は──現代社会の中ではあまりにも重たいハンディとなっていた。

　古い吸血鬼は『時じ代だい遅おくれの遺物』であり、若い吸血鬼は『生まれながらの負け組』だ。そう揶や揄ゆされるほどに現代社会は吸血鬼にとって生きづらいものになっている。

　人間社会は彼らに、貴重な資源である外血ソーマの為に飼い殺される以外の役割を求めてはいなかった。アキラは血液銀行の取立人という立場から、誰だれよりもそれを理解していた。というよりも──血液銀行の取立人こそが、吸血鬼の生きづらさを象しよう徴ちようする存在だった。

　……部屋に沈黙が訪おとずれる。

　アキラにはもっと言いたいことがあるのに、うまく伝えられる自信がなかった。でも……言わなければならない。アキラは呼吸を整え、明るく強く声をかけようとして──




　リンゴーン、リンゴ　リンゴーン




　──質素な部屋にはもう似合わない、重々しい鐘かねの音風のインターホンが鳴り響ひびいた。

「……ちょっと、出ますね」

　女吸血鬼が玄げん関かんに向かう。

　発言し損そこねたアキラが居い心ごこ地ち悪く立っていると、女吸血鬼がすぐに戻ってきた。

　目をまん丸くして、手には高級そうな装飾の施ほどこされた小ぶりの箱を抱かかえている。

「あれ？　それって、さっき売り飛ばした……」

「はい、オルゴールです。業者の人が……さっきの少年が買い戻したから、って……」

「辰巳くんが……？　どうして、そんな…………って、え？」

　アキラが驚おどろく。立ったままオルゴールを撫なでる女吸血鬼、その表情はさきほどまでの落ち込みとは異なる……切なそうな、しかしいつになく穏おだやかなものだった。

　女吸血鬼がオルゴールの蓋ふたを開く。経過した年月を感じさせない澄すんだ音色が流れ始めた。女吸血鬼がぽつり、ぽつりと語り出す。

「これ……子どもの頃ころ、おばあちゃんから貰もらったもので……私が人間だった頃からの、唯ゆい一いつの持ち物だったんです。でもずっと……仕し舞まったままで…………」

　……女の目にうっすらと涙なみだが溜たまり、その表情には笑えみが浮うかぶ。

　彼女はこれまで長い時間を生きてきた、そしてこれからも生きていく。終わりの無いオルゴールの音色は、彼女にそのことを優やさしく諭さとしているかのようだった。

　──ぱたん、とオルゴールを閉じる。音色が止まり、だが女の表情は澄んだまま。

　彼女は顔を上げると、まっすぐな視線でアキラに言ってきた。

「ごめんなさい、なんか、やさぐれちゃって。──もう、このオルゴールを売り飛ばすようなことにはならないように……せめて家族に恥はじないように、生きてみます」







「ちょっと」

「あう」

　重層区画ビル近くの路上に居た辰巳は、背後から頭をこづかれ前のめった。振り返ると、アキラが立っていた。

「アキラ。あ、ごめん、勝手に離はなれて。足は大だい丈じよう夫ぶ？」

「それは別にいいけど……………………ほら、これ」

　アキラはなんだか不服そうな面おも持もちで、辰巳に何かを投げて寄よ越こした。慌あわてて受け取ってみると、それは青い石のはめ込まれた古風なペンダントだった。

「彼女が身に着けてたやつ、あなたにお礼だって。あんまり高価なものじゃないけど、一応は幸運のお守りらしいわ。ま、破産吸血鬼が持ってた時点で効果は疑わしいけど」

「お礼なんて、別に良いのに」

「要いらなかったら、売るなり捨てるなりしてくれってさ。…………喜んでたわよ、彼女」

「……なら、良かった」

　微笑んで、ペンダントをポケットに仕舞い込む。その間、アキラはなぜだかじとーっとした半眼で辰巳を見つめていた。そのままの目つきで訊きいてくる。

「……あなた、知ってたの？　あのオルゴールが、彼女のおばあちゃんの形見だって」

「形見？　そうか、形見……いや、僕はただ、彼女が傷を見てたから」

「……傷？」

「そう、箱についた小さな傷のひとつひとつを、愛いとおしそうに。だから、あれだけは特に思い出深いものなのかなって……ほら、心機一転するにしても、大切なものが一つくらいあったほうがいいだろう？　だから、せめてもの贈おくり物として、さ」

　アキラは一いつ瞬しゆん目を丸くしてから、怪け訝げんそうに表情をしかめてきた。

「……あなたはまったく。派手に他人をかばったり、やたらと無む闇やみに同情したり、せっかく取り返したお金をほいほいとなげうったり……善人バカにも程ほどがあるわね」

「あー、妹にもよく叱しかられるんだけど……でもほら、困ってる人を助けるのはたぶん、いいことだろう？」

「それはまあ……んー…………よし、決めた！」

　アキラは確信したように頷うなずくと、辰巳に向かって手を差し出し、力強く言ってきた。

「辰巳くん──あなた、あたしのものになりなさい！」

「……うん？」

「実はいま、あたしの右みぎ腕うでになって働いてくれる奴やつを探してたのよね。まあ辰巳くんはあんまり強そうじゃないけど、混血だけあって身体からだは頑がん丈じようそうだし？　なによりその善人バカの心根が気に入ったわ。意外と洞どう察さつ力もあるみたいだし、行動力も十分。まあまあ使い物にはなるでしょう」

「え、は、え？　いやいやいや……え？」

「じゃあほら、あたしを事務所まで連れて行きなさい。ヨーソロー」

「えーっと……え？　……え？」

　当然の如ごとく肩かたにより掛かかってくるアキラの体重を支えながら、辰巳は目を白黒させ、口を開けっ放しにして、ただただひたすらに混乱しきっていた。




「実は、あたしには計画があるの。いつか自分の理想の血液銀行を作る！　っていうね。この街に夜明けをもたらすような、誰もをみんな助けるための血液銀行を作るのよ！」

　辰巳は肩により掛かるアキラの話を聞きながら、指示された通りに道を進んでいた。

「みんなを助けるための血液銀行？　……想像がつかないけど……それはたぶん、いいことだと思う。うん、ぜひ実現して欲しい。ただ、僕は手伝えないけど」

「大丈夫よ。あたしのポケットマネーから、時給は出してあげるから」

「いや……そもそも血液銀行って、吸きゆう血けつ鬼きを雇やとうのは禁止されてるんじゃなかった？」

「よく知ってるわね。けどまあ吸血鬼は禁止でも、混血は禁止されてないから大丈夫」

「いや、それかなりブラックに近いグレーなんじゃ……」

「グレーはグレーよ。っていうか実はいまね、一つおっきな仕事を抱えてるのよ。なんと、血液銀行史上最大の貸し付け先からの取り立てが、あたしに一任されたのよ！」

「史上、最大？」

「そう、びっくりでしょ？　血じゃなくてお金なんだけど、なんと億単位！　これって要するに、そいつの血の評価額がそれだけ物もの凄すごいってことで──そいつが近々、破産するの。でっかい血ち銭ぜにが動く取り立てになるわ。これを成功させれば、あたしの名は全血液銀行に響き渡わたる！　そしたらきっと忙いそがしくなる、だからいまのうちに右腕の一人くらい雇っとけ……って、うちの社長にそう言われてたのよね、実は」

「なるほど。でも、そのー……僕はまだ、学生だし」

「あたしだって学生よ？」

「他にも駄だ目めな理由があって」

「理由ってなによ」

「いや、いまにわかると思うんだけど……」

　そんなことを話しているうちに、目的地に到とう着ちやくした。

　重層区画間ビルの隙間、小ぶりな建物の裏手にある下り階段。吸血鬼向けのお店に多い形式で、表層部分は質素な造り、きちんとした店てん舗ぽは中層──地下にあった。

　辰巳はアキラに引きずられるようにして階段を下りていく。地下にある二つ目の自動ドアを開けると、中は清潔感のある近代的なオフィスになっていた。

　中には二人の社員──年上の女性と、黒人男性がいた。アキラが二人に声をかける。

「お疲つかれー」

「あら、お帰りなさい。契けい約やくを更こう新しんしたんでしょう？　こっちでも把は握あくしてるわよ」

「そうそう、帳ちよう簿ぼのほうの手続きお願い、羽う衣いさん。あと、足を怪け我がしちゃって」

「はいはい。すぐに治してあげるから、医務室に行ってて」

　女性──羽衣さんは笑顔で会話をしたあと、手元の書類に目を落とそうとして……辰巳に気付き、目を丸くしながらぎこちなく黙もく礼れいしてきた。気まずい気持ちで返礼する。

「じゃ、ちょっと奥行こっか」

　アキラに先導されて、カウンターを回り込んでオフィスの奥へ。

　途と中ちゆう、そばにいた大おお柄がらな黒人男性の取立人が、さも嘲あざけるようにアキラに声をかけてきた。

「ふん。お主、まーた破産に出来る吸血鬼を見み逃のがしおったのか。左様なこと故ゆえにお主はいつまでも落ちこぼれ、『聖女』などと馬鹿にされるのだ。確かに吸血鬼に血を貸し与あたえ、社会の均きん衡こうを計るも取立人の役目。が、しかし！　追い詰つめられた吸血鬼を潔く処分するもまた取立人の仕事──いやさ、これこそが取立人の本ほん懐かいよ。それをお主という奴は」

「むー……ケンさんまで、どっかの誰かと同じようなこと言って……」

「ハッ、誰であろうと同じことを言うに決まっておろう。よいか、金も血も失った吸血鬼は人間を襲おそうに決まっておる。さっさと刈かり取るべきなのだ。拙せつ者しやは今日既すでに、三人を破産宣告済みよ。いやさ手て強ごわかったが、取立人として見過ごすわけに行かぬ故な、ふふ」

　そう言って、ケンさんが得意げに腰こしに下げた血液溶よう納のうタンク──対物契約術モノ・ミトラを用いた結けつ晶しよう触しよく媒ばいによる血液の可逆圧縮収容装置を揺ゆすって見せた。容積を超こえた血の格納を可能とするその小型タンクは、いかにも中身が詰まっていそうに重たげな揺れ方をしている。

「……別に、破産者を取り立てるだけが取立人の仕事じゃないし……」

「戯たわ言ごとを！　まったく、社長にも進言しておるが、お主は早急に取立人を辞すべきだ」

「はぁ!?　絶対辞やめないから！　ケンさんが担当を嫌いやがった例の借金王、咎野なんとかいう混血だってあたしがきっちり取り立てて、見返してやるわよ！　…………って、ん？」

　……会話の途中で、唐とう突とつにケンさんが固まっていた。ピクリともしない。その視線を追いかけると、アキラの隣となりに居る辰巳のことを見ているようだった。

「ああ、彼？　あたしの手伝いをして貰うことにしたの。大丈夫、よわっちそうだけど、身体だけは丈じよう夫ぶみたいだし。名前は……あ、そういえば名字は？」

「と、咎野……辰巳……」

　アキラの問いかけにそう答えたのは辰巳では無く、啞あ然ぜんとした表情のケンさんだった。

「え、ケンさん、知り合いなの？　へーそっか、咎野っていうんだ…………咎野？」

　アキラが何かに思い当たった様子で、しかしそれを信じられない様子で眉まゆをひそめる。

　そんなアキラの考えを、青ざめたケンさんが肯こう定ていする。

「そう……其奴そいつが、お主の新しい取立相手だ。咎野辰巳……この血銀の、筆頭債さい務む者しやよ。書類には写真が付いておらぬ故、お主は顔を知らなかったようだが……」

「筆頭債務者……って、は？」

　気まずげに笑う辰巳の顔を凝ぎよう視しする。

「……咎野、辰巳？」

「うん」

「………………血銀史上最大の、借金王？」

「まあ、たぶん」

「あ……あなたが!?　なんで!?　なんでそんな借金を……」

　と言いかけて、脳裏に閃ひらめく。今日の、彼の財さい布ふの紐ひもの緩ゆるさ。あれは、まさか……

「なぜって、まあ、例えば……学費が払えない人を見かけたんで、黄泉津教育基金の設立に出資を。それに妹が通っていた幼よう稚ち園えんが設備的な問題で認可を取り消されそうだったんで、匿とく名めいで改装費を負担したり。他にも、道みち端ばたで募ぼ金きんを募つのっている人や、いかにも困ってそうな人がいたら手持ちのお金は全部渡していたし……いやぁ、いいことをするにはお金がかかるね」

「そんな──破産して、死んじゃうのに!?」

「うーん、でも……命をかけて人を助けるのはたぶん、いいことだろう？」

「そりゃ、そうかもしれないけど…………」

「とにかく、そういうことで。僕自身が債務者で、しかも近々破産するんだよね。だから、右腕とかになって君の手伝いはできそうにないんだ。申し訳ない」

　──実際の借金の理由はもっと別の、複雑な事情によるのだが……それを告げることに意味は無い。だから辰巳は表面的なことだけを伝えて済ませることにした。

　果たしてアキラは、憮ぶ然ぜんとした表情で頷いた。

「……わかった」

「ほっ、わかってくれてよか──」

「要するに、破産しなけりゃいいわけね」

「……は？」

「手段があまりに向こう見ずで、バカすぎてもう許しがたいけど……他人の為ために命を差し出すという心意気までは気に入った。そう、あたしはあなたを、気に入ったわ」

「いや、それはその、ありがたいけど……でも破産」

「だから、破産しないようにあたしが取り立ててあげる。人の為に命を懸かけるのは評価しなくもないけど、その結果として死ぬことまでは、あたしが許可しないから」

「きょ、許可？　許可って……許可？」

「そうよ。言ったでしょう？　あなたをあたしの右腕にしてあげるって。だから今後、あたしの許可無く死ぬことを禁じます。オーケー？」

「え……え、え!?」

「ということで、辰巳くん。これ以上の反論が無いようなら──あなたは、あたしのものになりなさい！」

　あーんぐりと口を開けて顔色が青を通り越こしてドドメ色になったケンさんや、なぜだか頰ほおを染めて嬉うれしげな羽衣さんたちの前で──アキラは改めて、高らかに宣言しながら、辰巳に向かって手を差し出してきた。

　辰巳は信じられない事態に呆ぼう然ぜんとしつつ、しかしはっきりと答えた。

「──ごめん、帰っていいかな？」







　二　昏の働　red-collar workers




　血液銀行バッカスの社長室。一人の男が豪ごう奢しやなデスクに腰こし掛かけ、書類を読んでいる。

　服装は高級そうな細身のスーツ、ただし問題は首から上。

　そこには、黒い髑どく髏ろが乗っている。

　比ひ喩ゆでも何でもない。彼は黒光りする髑髏の、全面型フルフエイスの仮面を被かぶっていた。

　──黄よ泉も津つにいくつかある血液銀行の社長は彼に限らず、全員がその正体を隠かくしている。なにしろ街中の吸血鬼に恨うらまれるような立場にある上に、この上なく貴重な資源である外血ソーマを誰だれよりも多く溜ため込んでいるのだ。血銀社長本人が狙ねらわれるのみならず、いつ周囲の人間に被ひ害がいが及およばないとも限らない。故に、バッカス社長の姿は『黒髑髏』、その名もまた『黒髑髏』、それを疑問視する者はいなかった。

　黒髑髏はいま何かを待っていた。その何かは、程ほどなくして社長室の扉とびらをノックした。

「どうぞ」

「ンー」

　黒髑髏の応答にほとんど被さるようなタイミングで無ぶ遠えん慮りよに扉を開けたのは一人の少女。髪かみも肌はだも真っ白な彼女の首には、下手な字で『しゃちょうひしょ　ナギ』と書かれたプレートが下げられている。彼女こそが、社長秘書のナギだった。

　扉を開けたナギが、一歩横に退く。するとその後方にいる人ひと影かげが視界に入った。

「あ、あああ、ああ、あ、あの、あのー……」

　ナギの肩かた越ごしに中を窺うかがうのは、ひどく怯おびえた様子のスーツ姿の成人男性。びくびくしながら入室を躊躇ためらっている彼を、ナギが背後から「ンー！」と蹴け飛とばしたらしい、転びかけながらバタバタと室内に入ってきた。彼は黒髑髏の仮面を見るとひどく萎い縮しゆくした様子で、足元に不安げな視線を向けながら震ふるえる声で言ってきた。

「ど、どーも、あの、厚生労働省、特課、から、し、視察のために参りま、ましてました、かか、係長の、為ため田た功こう也やと申します……うう、うううう」




　──やばいやばいやばい、本当に髑髏だよ、超ちよう怖こわい。

　為田は黒髑髏の存在感に死ぬほど怯えながら、頭を下げた。

　為田は血液銀行を管かん轄かつする政府機関・厚生労働省特課──通つう称しよう厚特の若手係長二十七歳だった。それなりのエリートである。だが、今日この血液銀行バッカスには厚特の係長としてではなく、厚特の係長という身分を利用した強盗の手先として偵てい察さつに訪おとずれていた。

　ああ、いまにも心臓が破は裂れつしそうだ。血液銀行──この黄泉津で最も恐おそれられている者たち。そんなの相手に、こんな悪だくみがバレたらどうなることか……

　ああ、どうしてこうなった、どうしてこうなった！　思わず脳内で『どうしてこうなったの舞まい』を踊おどってしまう。だが……こうなった原因は分かっている。あれもこれもそれも。そもそもには突とつ然ぜん言い寄ってきたあの女、まさか吸血鬼だったなんて……

　確かに言われてみれば、人間風に偽ぎ装そうされてなお体温は低かったし、何かを誤ご魔ま化かすかのような強めの香こう水すいが目立っていた。でも、こちとら今まで生身の女性の体温なんて感じたことがないから『女性は冷え性しようってよく言うし』と納なつ得とくするしかないし、香水だってなんだかよく分からないけど大人の女性っぽくてクラクラするしかない。後から吸血鬼だったと知らされて、恥はずかしい写真で脅おどされて恐こわい暴力で迫せまられて、厚特の内部資料の横流しや血液銀行の偵察をさせられることになるなんて……

　もちろん為田だって、血液銀行に刃は向むかうことの無む謀ぼうさは知っている。都合よく保身を図ろうとする程度の小こ賢ざかしさも持ち合わせている。だが──

「ッ……」

　思い出しただけで、ゾッとする。

　配下の女吸きゆう血けつ鬼きを使って為田を誘ゆう惑わくし、そして脅きよう迫はくしてきた二人の吸血鬼。

　彼らは答えを濁にごす為田の前で──お互たがいの頭を、潰つぶし合ったのだ。




「──この計画が成功すれば、次々に同どう胞ほうが続きます。人間と吸血鬼の力関係が逆転するのですヨ！　お願いしますヨ、為田さん。……ほら、姉さんからもなんとか言ってヨ！」

「お願いする立場なのに兄さん、頭が高いの！」

　ぐしゃっ

「～～～ッ！」

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか理解できなかった。

　人間の視力では相手の顔もよく見えない、暗い室内。為田の目の前では『姉』の手によって足元に叩たたきつけられた『兄』の顔面が潰れ、砕くだけた頭ず蓋がい骨こつの割れ目からその大事な中身が液体やら固体やらのぐちゃ混ざった状態で飛び出して歪いびつに床ゆかに飛び散っていた。

　──なんだ、これ？　夢かと思うほどの恐きよう怖ふ、目覚めることを一心に期待するが叶かなわない。この場から逃にげ出せるなら全財産を失ってもいいとさえ思ったが、そんな生ぬるい取り引きはこの場には用意されていなかった。

「ず……ズず　……ぅあ……くぁ……」

　その顔面と床ゆかとの間で何が起こっているのか、想像もしたくない光景を想起させる洟はなをすするような音をさせながら、兄が顔を上げる。果たして、血ち塗まみれの顔面は暗がりの中で、満面の笑えみを浮うかべているように見えた。怪け我がは、すっかり再生している。

「げほ、げふん……はぁ。ありがとう、姉さん」

「どういたしましてなの、兄さん」

　血塗れの笑顔で礼を言う兄に、姉もまた笑顔で応じる……

　殺された側が感謝するこの光景、臓器にぐっと来る倒とう錯さく的な世界観……

「さて、為田さん。この通り！（ゴぐちゃ）……ですヨ。どうか、ご協力を」

「……っ……っっ……」

　再び絶句する──肺はい腑ふが痙けい攣れんし、呼吸もままならない。

　兄は「この通り！」と言いながら隣にいる姉の頭部を（ゴぐちゃ）と床に打ち付けて、それを見向きもせずに為田に頭を下げてきたのである。血だまりに俯うつむく姉からは、先ほどと同じような、しかしわずかにオンナノコらしい液体音……

「ズズ……くちゅ、こぽ　…………ンく、けほ……はふぅ。ありがとう、兄さん」

「どういたしまして、姉さん」

　兄姉きようだいがまた、血塗れの笑顔を交かわし合う。

　為田は引きつった表情で硬こう直ちよくし、瞳ひとみにうっすらと涙なみだを溜めて……ああ、ここから無事に生せい還かんできるのならなんでもする、と──そう心に決めた。




「──お待たせしました、為田さん」

　思ったよりも若い、しかし厚みのある声。顔を上げると、黒髑髏の漆しつ黒こくの眼がん窩かはまっすぐに為田を捉とらえた……ような気がしたので、為田は思わず謝った。

「すす、すみません」

「いえ、こちらこそ申し訳ありません。血液銀行の営業時間は日没からフロム・ダスク夜明けまでテイル・ドーン。ちょうどいま締しめ作業に追われておりまして、ご対応が遅おくれました」

「い、いえいえ、そんなそんな」

　……というか、失礼というなら来客を自分の執しつ務む室まで呼び出して、しかも座ったまま対応していることのほうがよっぽど失礼なのではないのだろうか……？　そんなことを思ったが、当然口には出さない。

「さて、本日は法令遵じゆん守しゆの前視察でしたね。私どもとしても、初めてのことです」

「はあ。いやーまあボク、暇ひまだったので？　ちょっと視察でもーって感じで、はい」

「……なるほど」

　あれ……？　なぜだか、表情のない黒髑髏が眉まゆをひそめたように感じられた。

　まずい、ボクはなんだかいつも受け答えがズレているらしい。自分では変なことを言っている自覚はないのだけど、よくこんな空気になる。うう、やだなあやだなあ……

「──為田さん。……為田さん」

「は、はややひひ!?」

「こちらに視察のための資料を用意してあります。ご確かく認にんを」

「え……死し霊りよう？　死霊って、え…………あ、資料？　資料！　資料ですね、はい、資料をご確認いたします！　です！　ございます！　資料！」

　黒髑髏に指示されナギが差し出してきた書類の束を、震える手でなんとか受け取る。

　そうしてゆっくりと、束になっている紙をめくる。

　ぺらり。ぺらり………………ぺら、ぺらり………………

「──どうかされましたか？」

「え!?　あ、いうぇ？　うぇぅわーあーっと……」

　……言葉が返せない。

　なぜならば──受け取った資料、その中身。

　家いえ柄がらと学歴のみで官かん僚りようになり、特に仕事のない窓まど際ぎわ係長に追いやられていた為田には……そこに書かれていることの意味が、さっぱりわからなかった。

　日本語なので読めはするが、どう読解すればいいのか誰か教えて欲しいけど周りに味方は誰もいない。ということは為田にその資料の解説をしてくれる人もいないわけで……

　やばい、やばいやばい……腰こしが抜ぬけそうになりながらかろうじて立っている為田の様子をどう理解したのか、黒髑どく髏ろが初めて席を立ち、為田に近寄りながら声をかけてきた。

「為田さん。──この街、黄泉津が出来た頃ころ、あなたは十歳程度でしょうか」

「…………え？」

「吸血鬼が認知されていない地上の街で育ったあなたが、我々に過か剰じような怯えを抱いだくのも当然です。だが、勘かん違ちがいしてはいけない。我々も吸血鬼も、その他の人間となんら変わりません。いくら強くとも、それを理由に悪事を行うわけではないのです。ルールを破れば信しん頼らいを損そこね、信用を失い、損害を被って、利益を奪うばわれますから。むしろ、ルールを破るのに必要なのは強さではなく賢かしこさ、そして賢い連中はバレずにやる。──そう怯えることはありません、この街は平和で、我々はあなたの味方です。……おわかりですか？」

「………………は……い」

　急激に渇かわいた喉のどから絞しぼり出すように答え、頷うなずく。それを受けて、黒髑髏が満足げに微笑ほほえんだ──表情は見えないのに、なぜか分かった。疑いの余地も無く、確実に……邪じや悪あくに歪ゆがんだ笑みを感じる。

「──では、為田さん。この先の打ち合わせは移動しながらということで。あなたにはこの血銀のすべてをお見せしましょう」

「………………」

　為田はもはや、頷くこともできない。ただ、目の前の男に従うのみだった。

　と、そこへ。バダン！　と激しい音を立てて扉とびらを開き、一人の少女が乗り込んできた。




「社長！　話があるんだけど」

　社長室に乗り込んで開口一番、そう告げたアキラに対して、黒髑髏は首をすくめた。

「見ての通り来客中だが、それでも必要な話なのだな？」

「もちろんよ」

「あ、あの……」

　当の来客である役人──為田は、どうしていいか分からない様子でそわそわしている。そんな彼に黒髑髏が一言、声をかけた。

「席は外さなくて結構ですよ、為田さん」

　──バン！

　アキラが書類の束を机の上に叩きつける。黒髑髏はそれを一いち瞥べつして答えた。

「──咎とが野の辰たつ巳みの資料だな。今日からお前が担当を引き継つげと伝えてあったはずだ」

「そう、その辰巳くん。あたし彼に……きちんと返済させることにしたから」

「返済……？　破産ではなく、か？」

「破産させるには惜おしい奴やつだわ。キッチリきれいな身体からだにして、あたしのものにする」

「は？　……ああ、そういえば助手を探しておけと言っておいたな。で、奴を選んだのか。……だが、奴はお前がこれまでに担当してきた連中とは桁けたが違ちがうぞ？　字義の通りに、三桁以上。奴の負った負ふ債さいは個人規模のものではない。それでも──」

「それでも返済させる。あたしが決めた、そう決めた」

　迷うことなく、はっきりと宣言する。黒髑髏は、少し首を捻ひねった。

「……困ったものだ。確かに『聖女』とあだ名されるお前のような取立人も居るべきだと考えて俺はお前を雇やとっている。が……『みんなを助ける』などというお前の理想まで肯こう定ていする気はない。そんなものは現実を前にすれば容易たやすく破は綻たんする、空論に過ぎないからだ」

　黒髑髏のストレートな発言。それはきっと彼の本心だろうし、正論だろう。

　そう、正論。アキラにだってそれくらい分かる。……だから、こそ。

「……辰巳くんも、まさにそれよ。みんなを助けようとして、破綻してる。そりゃあもう、破綻しきってるわ。でも、だからこそ──あたしには、彼を見捨てられない。……それに、直感があるの。あたしの右みぎ腕うでにするなら彼しかいない、っていう。だから──」

　──だから。それ以上はただ視線に込こめて、黒髑髏に訴うつたえかける。

　…………沈ちん黙もく。それを破ったのはとても意外な、黒髑髏の笑い声だった。

「……ふっ。くっくっく、あっはっはっはっは！」

「社長……？」

「いや…………まったくお前は期待通り、いや期待以上か。いいだろう、辰巳の取り立ては好きにしろ、報告だけは忘れるな」

「わかった、ありがと」

　簡潔に礼を告げ、黒髑髏に背を向ける。

　退出する間際、出口のそばに立っている男とチラと目が合った。

　彼はなんだか慌あわてた様子で、身み振ぶり手振りを交えて焦あせりながら、

「あ……ぼ、ボクのことは、お気になさらず」と言ってきた。

「え？　別に、気にしてないけど」

「え、あ、で、ですよね！　いやーなんかちょっと、いまボク疲つかれてるんですよ？」

「はあ……？」

　なんだか話の嚙かみ合わない男を押しのけて、アキラはその場を後にした。







　辰巳は銀行の入り口前で、アキラが出てくるのを待っていた。

　アキラは辰巳にちょっと待ってろと言うと、社長に直じか談判をするとかなんとかで行ってしまった。辰巳はそんなのいいよ、破産はもう覚かく悟ごしてるからと言ったのだが……うーん。彼女のあの面めん倒どう見みはどこから来るんだろう。あんな取立人がいるとは思わなかったなあ。

　なんて思いながら、ぽけーっと重層区画ビルに切り取られた空を見上げる。

　この黄泉津表層──擬ぎ似じ的な地上は、環かん境きよう心理学者の計算に基づいて作られている。黄泉津の住人には一日に一時間以上の表層生活が推すい奨しようされており、学校などの公共施し設せつはその多くが表層以上に造られていた。確かに、曲状面照明スカイ・パネルの白い空を見上げているとなんとなく落ち着いた気分になってくる。

　辰巳は本物の空というものを知らない。太陽や月というものも見たことがない。漫まん画がや映画に描えがかれた星空は知っているが、あんなに光っていたら眩まぶしくて困らないのかと不思議に思っている。太陽の下では吸きゆう血けつ鬼きは力を失うというが、本当だろうか。

「……ん？」

　ふと、道の端はしっこで自分と同じように空を見上げている少女がいることに気がついた。

　…………吸血鬼だ。匂においで分かるし、そもそもこの気候管理が行き届いた黄泉津で厚手のコートを着ている。吸血鬼は体温が下がりやすいので、服装に季節感が無いのだ。しかも少女はコートの下に、固い棒状の何かを隠かくしている……おそらくは何らかの武装の類たぐいだ。そこまで含ふくめて、彼女の姿は典型的な吸血鬼ファッションと言えた。

　こんな外周区の裏道でなにをしているのか？　……思い当たる可能性は一つ。吸血鬼がこの辺りに来る目的といったら、目の前にある血液銀行くらいだ。注意して見ていると、やはり少女はバッカスの入り口を気にしているようだった。

　こんな少女までもが血液銀行に頼たよらざるを得ないとは、世の中は厳しいなぁ。──まあ、彼女が実じつ年ねん齢れい的に少女かどうかは分からないけど。なんにしろ、困っているに違いない。

　そう思ったら、ごく自然に少女に声をかけていた。

「やあ、こんにちわ」

「え……!?　あ、え、あの……」

　明らかに戸と惑まどっている。当然と言えば当然だ。構わずに質問を続けた。

「何かお困りなことが？」

「え……いえ……」

「もしかしたら、僕にも何か力になれることがあるかも知れない。よかったら、話だけでも聞かせてくれないかな？」

　──兄様、お人ひと好よしも大たい概がいに。

　そんな綺き理り恵えの注意が改めて耳に蘇よみがえったが、困っている人に手を差し伸のべるのはたぶん、いいことだ。せっかくいいことのできるチャンスを、放ほうっておく手は無い。だが……

「い、いえ、その……お気に、なさらず……」

　少女は俯うつむいて、か細い声でそう答えてきた。

　……まあ確かに、通りすがりの人間には明かせない事情もあるだろう。というか、大たい抵ていの事情はそんな感じに違いない。

　辰巳はどうするかしばらく考えて──ポケットに手を突つっ込こんだ。今朝方あの女吸血鬼から貰もらったペンダントを取り出すと、それを少女の前に差し出した。

「そうだ、よかったらこれを」

「え……」

「これも何かの縁えんということで、あげるよ。いや、実は僕もいまさっき貰ったものなんだけどね。幸運を呼ぶらしい、売ったらお金にもなるだろう」

「え、え……え……!?」

　差し出された少女の方は、なんだか気の毒なくらいあたふたしている。目を丸くして顔を赤くして頰ほおを引きつらせて細かく動いて、あたふたあたふた。

　そんな少女に押しつけるようにペンダントを差し出そうとする辰巳の背後から……

「──あなたねぇ、藁わらしべ長者でも目指すつもり!?」

「あう」

　アキラに後頭部をこづかれ、前のめる。振ふり向くとアキラは呆あきれ四割、怒いかり六割といった表情をしていた。

「いくらあたしがその聖人君子っぷりを評価してるとはいえ、あなたはいまから地じ獄ごくの返済生活を始めるのよ？　もっと打算や計算ってものを覚えて、たまには自分を大切にしなさい。オーケー？」

「え？　いや、だから僕は返済とかしなくていいって……」

「大だい丈じよう夫ぶ、社長の許可も貰ったから」

「そういう問題じゃなくて……僕はもう人の為ために破産死することを受け入れていて……」

「なに言ってんのよ、ふがいない。そんなんじゃあたしの右腕はつとまらないわよ？」

「いや、だから右腕じゃ……話聞いてる？」

「いいから行くわよ。仕事探しに生活調査に、時間が惜しいんだから」

「え、いまから？　さすがにもう学校に行かないと……あ、アキラ！　ちょっと！」

　必死の抗こう議ぎも通じることなく、アキラはぐいぐいと辰巳を引っ張っていく。

　それを呼び止めたのは、意外な声だった。

「あ、あの！　い、いじめは……よく、ない……です」

「……は？」

　弱々しいながらも確かに自分に向けられた言葉に、アキラが振り返る。

　声をかけたのはコートの少女。アキラに正面から睨にらまれ、びくりと肩かたを震ふるわせる。

「ふーん、なるほど、素す晴ばらしい意見ね。でもこれはいじめじゃないの。オーケー？」

「あ、あうう……っ」

　不ふ機き嫌げんな表情で見下すアキラに対して、少女が首をすくめる。実際以上に二人の身長差が大きく見えた。

「ア、アキラ、ちょっと。その子が怯おびえてるじゃ──」

　そう止めに入ろうとして──違い和わ感。怯えてるというか、この子……構えている？

　気付いた瞬しゆん間かん、少女の手はコートの中へ。

　そこに隠されていたのは、空っぽの赤黒い鞘さや。少女が鞘に手をかざすと、彼女の影かげ──影身アヴアターラが手の中に集まり、即そく座ざに黒い刀身が形作られ──

「──危ない！」

「は？　て、ちょ──」

　どさっ！

　少女の剣けん線上から逸そらすため、咄とつ嗟さにアキラを押し倒たおす。

　その状態で振り向くと、少女は黒い刀の柄つかに手をかけたまま、驚おどろいたような表情でこちらを見ていた。少女が動いていないということに安あん堵どしつつ、辰巳の背筋には冷たいものが走っていた。

　いまのは確かに──殺気だった。実際には動かなかったところを見ると、どうやら本気ではなかったようだが……彼女は確かに刀に手をかけ、殺気を飛ばしてきたのだ。アキラに向かって──つまりは、血液銀行の取立人に向かって。

　その後先を考えない行こう為いに思わず戦せん慄りつを覚えるが、努めて笑え顔がおで語りかける。

「あ、あははは、あの、僕をかばってくれる気持ちは嬉うれしいけど、手て荒あらなことはよくないよ。それはたぶん、悪いことだろう？」

「…………っ」

　少女が言葉に詰つまる。返事は無かったが、それでも一ひと先まず刀を影に戻もどして構えを解き、臨戦態勢は解除してくれた。
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　最悪の事態を回かい避ひできたことにほっとしていると……身体からだの下から、ドスのきいた声。

「っ……変態」

「え？　……あ！」

　見ると、ああ。辰巳は今朝に続いて、またもやアキラのことを押し倒しており、しかも今回は咄嗟のことで──言い訳をさせて貰えるならば、戦場で無防備な新兵を守るためには急所である頭部を低い位置に押さえつけたりするもので、それが今回は対吸きゆう血けつ鬼き戦せん闘とうなので最も重要な心臓のほうをかばおうとしてこう、ぐいっと、もみっと、ぷぬんむと──右手でアキラの左胸を押さえつけていた。程よい膨ふくらみを、鷲わし摑づかむような形で。

　顔を真っ赤にしてなんだか軽く涙なみ目だめのアキラが、もう一度言ってきた。

「……変態」

「……はいありがとうございます変態です」

「……で？」

「………………はっはっはっ……ワン」

「……右みぎ腕うでになれって、そういうことじゃないんだからね。もう……ほら、行くよ」

「く、くぅーん…………というか、なんか急激に僕の扱あつかいが酷ひどくなっている気が……」

　辰巳は襟えりを摑つかまれ、アキラに引きずられるようにして歩き始めた。

　そんな辰巳の姿をやや呆ぼう然ぜんとしながら見守っていた少女が、辰巳の去り際ぎわにハッとした様子で顔を上げると、か細い声で言ってきた。

「あ、あの……わ、私、は……青あお薙なぎ、八や宵よい……と、いいます」

「え、あ、どうも。僕はとぐァッ──」

「ほら、さっさと歩く」

　辰巳は首を引っ張られ、少女──八宵に名前を告げられないままにその場を後にした。




　後に残された八宵は、男女の立ち去った方向を深刻な表情で見つめていた。

　なんだろう……考えが纏まとまらない。

　彼の酷い扱いを見てショックを受けたのもそうだが、それ以上に……あの男。

　確かに自分は、手荒く取立人を脅おどそうとした。しかしまさかそれを事前に察知して、あれほど過か敏びんに防ぼう御ぎよ反応を取られるとは思っていなかったし、それに…………

　今さらに、八宵の頰を冷たい汗あせが伝わり落ちる。

　あの取立人を押し倒しながら、彼は確かに何かを仕し掛かけようとして来ていた。こちらに対して伸ばした手、その手先がこちらを向いた、ただそれだけで八宵は一瞬、本気で──彼を殺さなければ殺される、と思ってしまった。

　仮かり初そめの心臓がどっと鼓こ動どうを高める。実戦の中でも、これほどの緊きん張ちよう感はそうは無い。

　小さく笑い、息を吐はく。ひとまず力を抜ぬいてリラックスしようとすると──

　かちゃり、と小さな音がした。コートの内側からだ。なんだろう？　深く考えず、音の出所を手で探さぐる。すると──ペンダント。音は、鞘にひっかけられていたペンダントが、揺ゆれて鞘本体にぶつかる音だった。

　身体の中を震ふるえが走った。これはあの男が手て渡わたそうとして、しかし受け取らずじまいだったペンダントだ。それを彼はいつの間にかに、八宵のコートの内側、鞘にひっかけ──

　──彼がその気なら、自分は無事では無かった。その実感に、思わず笑いが漏もれる。ペンダントを握にぎりしめると、青い石が曲状面照明スカイ・パネルの明かりを艶つややかに反射した。

　立ち尽つくしたまま、どれほどの時間が経たったろう、気がつくとバッカスの入り口からサラリーマン風の成人男性──為田が現れた。八宵を見て、ひきつり笑いを浮うかべる。

「あ、ど、どうも、先生。お、お待たせしました」

「あ、いえ……偵てい察さつ、大丈夫でしたか？」

「は、はい、一応、なんとか……はい」

「そう、ですか。よかった。も、もし失敗してたら、殺さなきゃならないとこでした」

　そう言って無む邪じや気きに微笑ほほえむと、為田はひきつった表情で、

「あ、あひゃは、へ、はひは、へはー」

　と、笑顔らしき何かを浮かべようとして失敗していた。その笑顔もどきに向かって言う。

「じゃあ、行きましょう。三分の二兄姉トウー・サードさんたちがお待ちですよ」







　地下都市のさらに地下、裏社会のさらに裏。

　スラム化している外周区と賑にぎわう中央区の境目、歓かん楽らく街の一角にその店はあった。

　表立っては合法的なＳＭクラブ。吸きゆう血けつ鬼きも入店可、と示しているのが珍めずらしい。

　が、その店の本ほん性しようはさらなる地下にある。

　血気を持てあました吸血鬼と残ざん虐ぎやく趣しゆ味みの持ち主たちの社交場。ステージ上での吸血鬼による血みどろリアルファイトを観戦しながら、観客席では人間や吸血鬼が美酒や血に酔よう非合法の秘密クラブ。それは吸血鬼社会の陰の一いつ端たん、押さえつけられた暴力性の反作用。

　そんな店の様子を映し出すモニターがいくつも並んだ事務所の中に、為田は居た。

「──と、まあ……そんな感じです」

　暑くもない室内でじんわりと脂あぶら汗あせを浮かべながら、偵察をしてきたバッカス・ファイナンスについての説明を終える。するとそれを受けた二人の男女がそれぞれに眉まゆをひそめた。

　よく似た男女だ。容姿年ねん齢れいは十代前半、西洋人形のような整った顔立ちはうり二つ。色素の薄うすい髪かみの長さも同じくらいで、切れ長の瞳ひとみも同様。だが、雰ふん囲い気きが違ちがった。

　先に口を開いたのは女の方。

「なるほど、そんな感じなの──で、どんな感じなの？」

「って姉さん、聞いてなかったのかヨ!?」

　どこか間延びした調子の女の言葉に、男が鋭するどくツッコんだ。続いて女が反論する。

「馬ば鹿か言わないで兄さん、もちろん聞いてたの！　つまりあれなの……こいつに血銀を偵察させてくる、って話なの」

「話題が古いヨ！　そこは我々が小一時間前に通過した地点だヨ！」

「そんな！　流行に敏びん感かんなこの姉さんの話題が、古いっていうの!?」

「そうだヨ！　その天然ボケた感じはむしろ今風だけど！」

「やだ、照れるの」

「褒ほめてないヨッ！」

　ぐしゃ！

　『兄』が『姉』の頭を殴なぐる。──影身アヴアターラを変形させて作った、凶きよう悪あくなトゲ付き棍棒モーニングスターで。

　姉の頭は見るも無む惨ざん、潰つぶれた卵のようにくしゃげてしまって内圧に押し出された目玉と舌とがぐいぎょろぐうぇーといまいち言い表せない感じになっている。

「ひぃ！」

　飛び散った血を受け怯える為田の前で、姉はなんでもないように顔をタオルで拭ぬぐう。拭ったあとは、元通り。流れ出た血はそのままだが、傷はすっかり治っている。

「ありがとうなの、兄さん」

「どういたしまして、姉さん」

　兄姉は笑顔で言葉を交かわすと、何事もなかったかのように為田のほうを向いてきた。

「つまり……規模の割に警備は手て薄うすで狙ねらい目だけど、血液金庫だけが問題なのね」

「三重の金庫に、五重の不ふ可か侵しん契けい約やくか……狂きよう気きじみてるヨ、日ひ頃ごろ使うにも不便だろうに」

　どうやら姉の方もしっかり為田の話を聞いていたらしい。じゃあ、さっきのやりとりはなんだったんだ。狂気じみてるのは彼らの方じゃないか。

　だが彼らの分ぶん析せきは冷静で的確だった。為田は、バッカスで黒髑どく髏ろに見せられた金庫の偉い容ようを思い出す。深いエレベータの最下層、広いエレベータホールを挟はさんだ向い側、高さ三メートルはあろうかという巨きよ大だいな金属扉とびらの表面にはうっすらと赤く輝かがやく契約文──対物契約術モノ・ミトラ。外血ソーマで刻まれた契約文は、供された血の量に応じて効果の強さが決まる。とても民間企き業ぎようとは思えない量の外血ソーマを用いた不可侵契約。恐おそらく、黄泉津の基き礎そ構造と同等の強度を持っている。核かく爆ばく発はつにだって耐たえてみせるに違いない。

「うーん、手前二つの金庫までは従業員にも開けられるけど、血液を収めた最後の金庫は黒髑髏にしか開けられない、と……その黒髑髏を誘ゆう拐かいする手もあるけど、顔も本名も分からない上に事務所からどう出入りしてるのかも不明なんだヨね。流石さすがに用心深い。それに、たとえ攫さらえたとして脅しも『魅み惑わく』も難しいだろうし……これはやっかいだヨ」

「なにを弱気になってるの、兄さんッ！」

　バギギン！

　姉がその細ほそ腕うでに見合わぬ剛ごう力りきで、兄の首を水平に一回転半ほど捻ひねりきる。どうにかなった首の骨の先せん端たんが皮ひ膚ふを突つき破やぶって飛び出して頸けい動脈が圧あつ迫ぱくされ急きゆう上じよう昇しようした血圧で顔面中の毛細血管が破は裂れつして白目が真っ赤に染まって目と鼻と耳から血がだらだら垂れ出した。

「この計画は、我ら吸血鬼にとって血液銀行なんてぜんぜん恐こわくないってことを証明する、種族の誇ほこりに関かかわる計画なの！　せせこましいことしないで、正面突とつ破ぱあるのみなの！」

「っ、ぇぉ……ぞ……の……通りだ、ったヨ、姉さん。ありがとう」

「どういたしましてなの、兄さん」

　すぐに再生して元に戻った首をこきこきと鳴らしながら、兄姉きようだいが微笑みあう。

「う、ううううう……」

　為田は頭を抱かかえて呻うめいた。

　いやだ、こんなとこに居たくない。

　何度も何度も何度も死んだ吸血鬼は、『死』に鈍どん感かんになるという。だが普ふ通つうは再生による血の消費を嫌きらって、あるいは死ぬこと自体を気持ち悪がって、傷つくことは避さけている。なのにこの兄姉はめったやたらと殺し合う。お互たがいに、にこにこと微笑みあいながら。

　通つう称しよう、三分の二兄姉トウー・サード。厚特でも要注意対象として挙げられている世にも珍しい吸血鬼兄姉だが、その名が示す通り、この二人兄姉の人格には大事な何かが欠けていた。

　どうしてよりによってこんな奴やつらの手下になってしまったのか……為田は目に浮かぶ涙を拭った。男二十七歳、恐こわくて泣くのは──先月、友人に無理矢理ホラー映画を観みさせられたとき以来だった。

「じゃあ姉さん、とりあえず正面突破するとして……ねえ為田さん。奴らは言うに事欠いてこの金庫、『万人殺しミリオン・キルズでもなければ破れない』と言ったんだヨね？」

「は、はは、はい……」

　確かく認にんした兄の口元が、さもおかしげにニヤリと歪ゆがむ。

「ふっ、それはなかなかどうして、その社長もおもしろいことを言うもんだヨ」

「敵を褒めるとはなにごとなのッ！」

　ズバン

　姉の作り出した二本の刃は物もので頭を三分割にされた兄が、両手で三つの肉にく片へんを押さえつけて中身がこぼれないように繫つなぎ合わせながら不満を口にした。

「[image: ねだくてん]……姉さん、二回連続だヨ」

「あら、兄さんごめんなの、つい」

「しょうがない姉さんだヨ」

　ぱきばきぐちゃ

　兄の右手が姉の首を摑み、そのまま喉のどの骨を粉々に握り砕くだく。潰れた喉からぷくぷくと血混じりの泡あわが湧わき出して、そのうち一つがシャボン玉のようにふわふわと宙を舞まってからパチリと弾はじけて周囲に赤い汚よごれをまき散らした。

「はい、これで帳ちよう尻じりはあったヨ。ちゃんと一回交代で頼たのむヨ、姉さん。……さて」

　傷の再生を始めた姉を背後に、兄は部屋の隅すみに居た少女に顔を向けた。

「先生。万人殺しミリオン・キルズ──つまり先生であれば、この金庫は破れるらしいのですが？」

　地下に似合わぬ黒いコートを纏まとった、ソファーの上に体育座りをする幼い少女──八宵が、声に応じて顔を上げた。
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「え、あ、はい」

　金庫の図面を見つめながら考え込んでいた八宵は、慌あわてて返事を返した。

「えっと、そうですね……確かに、その金庫も切れるとは思いますけど……」

「おお！」

　兄姉が両手を組んで歓かん声せいを上げる。

　だが八宵は、厳しい表情で言い足した。

「で、でも……ちょっと、時間がかかると思います。契ミ約ト術ラを切り削けずりながら、恐らく数時間──一晩近くかかるかもしれません。だ、だからできれば、あともう一人くらい、私に近いレベルの協力者がいてくれたほうがいいかなぁ、と」

「ふぬ～、やっぱりやっかいなの」

「しかも、先生レベルの協力者、ですか……情けない話だけど、うちの手下どもは血液銀行からの借血で首が回らなくなった奴らで、ぼくらが返済を肩かた代がわりしてやらなきゃとうに破産死してるような落ちこぼればかりですヨ。それに今回の計画は僕らの独断だから、教団からの援えん助じよも期待できないし……」

「ふん！　あんな日ひ和より見み主義者どもに頼たよる気は、元っからないの！」

「わかってるヨ、姉さん。けど外部から人材を連れてくるとなると、当てが……」

「ふぬーん……」

　兄姉は難しい顔で首を捻る。

　……言おうかどうか、迷っていたのだが。八宵は、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「ひ、一人だけ……当てがあるかも、知れません」

「おお、本当ですか！」

「な、名前とかは、知らないんですけど……」

　ちらりと自分の右手に視線を向ける。そこには、青い石のペンダントが巻き付けてある。頭に浮うかぶのは、昼間に道みち端ばたで出で逢あったあの少年。

　実際に闘たたかってみたわけではない。だが、確信があった。構えた瞬しゆん間かんに感じたあのおぞましさ、ペンダントを仕込んできたその手際、そしてなにより一瞬だけ垣かい間ま見みえた、八宵がこれまでに出逢った中で最大最悪の気配を秘ひめた存在感。

　彼は私の『殺し仲間』だ。八宵は彼に、強い同族意識を抱いだいていた。彼を自分の右みぎ腕うでにできたら……いまだかつて、他人に対してこんな思いを抱いたのは初めてだった。

「じゃあその相手を仲間に引き入れて──血液銀行を、滅ほろぼすの！」

　姉の言葉に、皆みなが真しん剣けんな表情で頷うなずく。

　ただ一人為田だけが「あああ、ううう、かか、帰りたい、帰りたいなぁ」と呟つぶやいていた。

　……八宵は、為田さんは私の『どもり仲間』だなぁ、と思った。







「くー、すかぴー……くー、すかぴー……」

　規則正しい寝ね息いきが教室に響ひびき渡わたる。それは教室後方の座席の一つ、午後から登校してきてそのまま放課後のいまに至るまでずーっと眠ねむり続けている美少女不良生徒──アキラのものだった。

「あ……あのー……」

「…………？」

　女生徒の一人が恐る恐るといった様子で話しかけると、アキラがぬーっと顔を上げた。髪かみの毛が眠たげな顔にひっついているし、制服も随ずい所しよがゆるんでいてなんともだらしない。

「……誰だれ？」

「誰って……クラスメイトの佐さ沼ぬまだけど。あの、伴ばんさん、呼んでるよ？　……伴さん？」

「……すー。……すー。」

　……会話の途と中ちゆうなのに、目を開けたまま眠っている。そのまま重力に従って徐じよ々じよに徐々に、元の眠り体勢へと戻もどって行った。

　佐沼さんはどんびきした様子でとって返すと、教室の入り口からその様子を眺ながめていた辰巳に申し訳なさそうな笑え顔がおを見せた。

「ごめん、彼女、起きてくれなくて……」

「あー、いや、こちらこそなんか申し訳ない」

　……さんざん人のことを非常識だとかなんとか言っていたアキラだが、自分もかなりひどい気がする。アキラが同じ学校の生徒だと知らされたときも驚おどろいたが、このだらしなさに対してはもはやちょっと困こん惑わくするレベルである。

　このまま眠らせておきたくもあるが、しかし放課後に迎むかえに来いというのが彼女の命令だった。逆らうのも気が引けるし……眉まゆをひそめて呻うなっていると、一年生のとき辰巳のクラスの学級委員だった佐沼さんが心配そうな視線を向けてきた。

「あのさ、ここだけの話……彼女、吸きゆう血けつ鬼きの人たちと付き合いがあるとかいう噂うわさがあって。あんまり関かかわり合いにならないほうがいいんじゃないかな」

「あー、ありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶだから」

「そう？　咎野くん、気が弱そうだから心配だなー」

　いかにも面めん倒どう見みのよさそうな彼女だが──辰巳が混血だと知れば、この態度は一変するに違ちがいない。

　引き金を引くよりも簡単に人を殺せる能力と、いつ暴走するとも知れない血吸いの本能。多くの吸血鬼は人間らしく暮らしたいと望むが、大たい抵ていの場合それは人間側から拒きよ否ひされる。混血も、多少はマシとはいえ、大きくは変わらない。

　辰巳が混血の身分を隠かくしてこの学校に馴な染じめているのも、実はとても危あやういことなのだ。フォローしてくれる幼なじみがいたとはいえ──なんて思っていると、

「ほほーう、伴アキラか。なかなかお目が高いじゃあないか、タッツィーよ」

　その幼なじみの同級生、芝しば原はら山さん河ががいつの間にか辰巳の隣となりに立っていた。

「別に、お目が高いとかそういうのじゃ……というか山河、彼女のこと知ってるの？」

「当たり前だろう。この学校の女子のことで俺の知らないことはないし、この学校の女子以外のことでも俺の知らないことはない」

「それだと、何でも知ってることになるけど……」

「偉い大だいな俺を崇あがめていいぞ。ちなみに、伴アキラ。あの通りの女め神がみじみた容姿と独特の雰ふん囲い気きから男女ともに隠れファンが多く、彼女の非公式ファンクラブは学内最大の組織となっている。しかし本人が他生徒とまともにコミュニケーションを取ることはほとんど無い。話しかけても冷たく無視されるか、突き放されるか……ああ、いいな。実にいい！　俺も彼女のような女に、踏ふみつけられつつ冷たく罵ののしられたいものだ！　ハアハア！」

「はいはい」

　このオープンな性せい癖へきさえなければ確実にもてそうな容姿なのに、本当に残念ハンサムだ。

　なんにしろ、聞いた限りではやはり彼女とコミュニケーションを取るのは至難の業わざらしい。ここはしょうがないから、自分で行くしかないか。

　放課後とはいえ、他人の教室に入るのは気が引ける。それも、アキラのもとに向かうとなると周囲からの注目が段違いだ。チクチクとした視線が肌はだにこそばゆい。

「あー……アキラ？　アキラ～」

　寝ねているせいなのか妙みように高く感じられる体温と手に跳はね返る肉の手て応ごたえになんだか妙な気分を覚えてしまいながら、アキラを揺り起こす。結果、地面に湧き水がじわりと染しみ出してくるかのようにゆっくりと、アキラが顔を上げはじめた。

「……あー…………辰巳くん？」

「そう、ほら起きて。放課後に迎えに来いって、君が言ったんじゃないか」

「…………ちょー眠ぃ……あー、なんか食べさせてよ。起きるから」

「なんかって、何も持ってな──」

「話は聞いたぞ親友！　さあ、これを使え！」

「山河？　……ってこれ、バナナ？」

「ふっ、こんなこともあろうかと、俺は常にバナナをケースに入れ携けい帯たいしているのだ！」

　と、バナナケースを手にポーズを決める山河。ダサッ。

「君は普ふ段だん、どんなことがあると思って生きているのか……とりあえず、貰もらうけど」

　受け取ったバナナの皮を剝むいて、机にうつ伏ぶせるアキラの口元に。アキラは目を瞑つぶったままもぐもぐと食いついてくるので、スピードを調節しながら押し込んでいく。

　もぐもぐぐいっ、むにもぐんっぐむ～んむぅ……なんだこの行こう為い。謎なぞの罪悪感で胸が苦しくなってきた。

　やがて何度目かの嚥えん下げを果たしたアキラの表情に覚かく醒せいの色が浮かび始め、最後に残ったバナナの一ひと欠片かけらを辰巳から奪うばい取ると上半身を起こして自分でもぐもぐ食べきった。

「……んっぐ。っはー、起きたー」

　アキラが大きく伸のびをする。なんとか無事に目を覚ましてくれたとほっと安あん堵どする辰巳の隣で、感動した様子の山河が拍はく手しゆをしながら余計な一言を口にしてきた。

「ナイスバナナだ、タッツィー！　たったいま全男子のリビドーは一つになったぞ!!」

「いや、僕の中には罪悪感しか無いんだけど……」

「リビドー？　なんかやってたの、辰巳くん？　……変態？」

「はいありがとうございます変態です。……って、ハッ!?」

　意味のわかっていないアキラの呟きに条件反射で答えた辰巳に──教室中から、ぎょっとした視線が集まっていた。なにあれ、どういう関係？　どういう……プレイ？

　そんな中、一人山河だけが辰巳の肩かたに手を置いて、

「ふっ、タッツィー。──ようこそ、男の世界へ」

　と無む駄だにいい声で親指を反り返るほどに突つき立ててきた。辰巳が無言でその親指を本来在るべき方向とは逆向きに強く折り曲げてあげると山河が「いででで馬ば鹿か者もの！　男にやられても嬉うれしくない！」と言ってきたので、安心して更さらに力を込こめてあげた。







「はぁ……せっかく頑がん張ばって、いい人として学校に馴染んでいたのに……」

　放課後、辰巳はアキラと歩きながら額に手を当てて後こう悔かいしていた。

　──変態だって。変態なのか。変態なのね。あら変態。

　クラス中から変態変態とひそひそ声が上がるその光景。なまじっか、幼なじみである山河が変態の名を欲しいままにしているのを近くで見てきたために、自分もああいうポジションになるのかと思うとぞっとする……

　などと深刻に思い悩なやむ辰巳の隣で、アキラは暢のん気きにあくびをしていた。

「ふわぁ～あ……はぁ。辰巳くんにつきあって久々に登校したけど、やっぱり学校は寝心ごこ地ちがいまいちね。事務所の仮か眠みん室の方が良かったわ」

「いや、学校は寝る所じゃないから。というか、学校をサボるのは悪いことだろう？」

「……破産寸前の借金王のくせに、カタブツなんだからもー」

　口の中で文句を言いつつ、アキラは鞄かばんから取り出した黒ジャケットをばさりと羽織った。

　血液銀行バッカスの制服。だらしのない着こなしだったセーラー服が、一瞬にしてキッチリとした仕事人の意い匠しように変化する。ついでに採血駆く動どう付き特とく殊しゆ警棒──通つう称しよう注射警棒を腰こしに下げ、小型血液溶よう納のうタンクを腰に巻き付けると女子高生取立人の完成だった。

「……うん、やっぱこっちのほうが落ち着くわ。ということで早さつ速そく、いまからきみの仕事を探しに行くわよー」

「し、仕事!?　いや僕、返済する気は無いし学生だし、仕事とかは別に……」

「なーにニートくさいこと言ってんのよ。いい？　供給は需じゆ要ようのもとに作られる──つまり、労働っていうのは需要を満たす行為であって、最もありふれた人助けなのよ？」

　ぴくっ……と思わず、心動かされた。辰巳はいいことがしたい。そして労働とは、人助け──

「……でも僕、実はブラックリストに載のっているから、バイトも出来ないんだけど？」

　そう、ブラックリスト。黄泉津における先進的な試みの一つとして、住人の情報はすべて統一されたデータベースによって管理されている。コンビニのバイトですらこのデータベースを参照した上で行われているのだが、辰巳はそのデータベース上において──

「そうそう、調べたけど不思議よね。あなたが最重要危険人物って。しかも滅めつ多たに無い『玖く曜よう関係』の特記付き──玖曜って、あれでしょ？　黄泉津を建設したーとか、吸血鬼技術を開かい拓たくしたーとか、世界を意のままに動かせる、それも物理的にーとかいう、あの玖曜。……大規模テロでも起こさない限り、こんな扱あつかいは受けないと思うんだけど」

「ギクッ」

「……『ギクッ』？」

「いや……家庭の事情、というか……終わった話だから、気にしないで。あはは……」

「……まー、事情を訊きいても事態が好転するわけじゃないから追及しないどいてあげるわ。けど、玖曜関係じゃまっとうな場所じゃ働けないし、っていうか稼かせがなきゃならない金額からしてまともじゃないんだし……ここは、裏で行くから」

「裏？」

「そう。……ん、ちょうど到とう着ちやく、ここよここ」

「ここ？　……なんか、すごい匂においだね」

　アキラたちが辿たどり着いたのは黄泉津外周区にほど近い重層区画ビルの一角、なんの変へん哲てつも無いドアの前。周囲には異い臭しゆうが漂ただよっている。大シ蒜ガ煙リ草ー──ニンニク成分で身体機能を狂くるわせ、人間で言うところのニコチン摂せつ取しゆに近い状態を再現する吸血鬼専用の煙草の匂いである。

　髪かみに匂いが着くのやなんだよなーと言いつつ、アキラがドアを開ける。

　その瞬しゆん間かん──

「アッキーラちゅわーん！」

「にゃあああああ！」

　ドカン！

　思いっきり抱だきついてきた中年のおっさんを、反射的に注射警棒で殴なぐり倒たおす。

　きょとーんとしている辰巳の前で、殴り倒されたおっさんは嬉しそうに笑った。

「い、いい一いち撃げきだぜ……さすがは暴れん棒『聖女』、アキラちゃん」

「人のことを変な風に呼ばないの。まったく、これだから伯はく爵しやくに会うのはいやなのよ」

「まぁま、いやよいやよもサドの内、って言うじゃねぇか」

「言わない！」

　辰巳は改めて店内を見回してみた。

　要するに、雀じやん荘そう。煙けむりが立ちこめる狭せまい一室の中に麻雀マージヤン卓たくが六セットほど並んでいる。ただ普ふ通つうと違うのは、すべての卓に点てん滴てきのような採血装置が設置されている点だった。

　どうも彼らは、点数の代わりに血液を賭かけているらしい。随ずい分ぶんと退たい廃はい的な遊びである。

　そうして店内を確かく認にんする辰巳に、起き上がった男性吸きゆう血けつ鬼き──伯爵が声をかけてきた。

「お？　どうしたぃあんちゃん、血液麻雀は初めてかぃ？　いいぜえ、血けつ麻マーは。金に比べてレートが高くなるし、血を抜ぬかれていくと朦もう朧ろうとしてきて命をかけてるヒリヒリ感があってよー。やー、このゲームを考えた奴やつはさぞかし名のある吸血鬼に違ちげぇねぇぜ」

「あー伯爵、彼は違くて。実は今日は、彼に仕事を紹しよう介かいして貰いたくて来たのよ」

「ほう、仕事。なるほどなぁ、ところであんちゃんよぅ──おめぇいったい、何者だい」

「ッッッ！」

　まずい──

　油断していた辰巳に向かって、伯爵と呼ばれた男の右みぎ腕うで──瞬しゆん時じに影身アヴアターラに覆おおわれ、巨おおきな黒い狼おおかみの頭部と化した右腕が突きつけられる。

　瞬間的に確信する。この男にはただ強いだけではない何か、老成した恐おそろしさがある。最も敵にしたくない部類の吸血鬼、下手に動けば絡め取られる。だが、このまま無防備に急所を晒さらしているわけには──

　などと、辰巳が色んなことを考えている、その横で。

　ヒュン！　という風切り音。しなやかな身のこなしで一いつ閃せん、黒い狼の隙すきを突く警棒による鋭するどい刺し突とつが──ガン、という鈍にぶい音とともに、伯爵の顔面に炸さく裂れつした。

「なにやってんのよ、もう！　彼はあたしの債さい務む者しやなのよ!?」

　容よう赦しやなく伯爵を打ちのめしたアキラは、不ふ機き嫌げんそうにそう言った。

　辰巳は啞あ然ぜんとした後、緊きん張ちようを高めた。強力な吸血鬼相手に一撃かましたのだ。あるいはこんな重層区画ビルなど容易たやすく吹ふき飛ぶ展開さえあり得る──と、思ったのだが。

「うへへ……アキラちゃんの、パンツ見～えた」

　床ゆかに倒れた伯爵が嬉しそうにそんなことを言ったので、

「死ね！」

　がつん、とアキラに二撃目を見み舞まわれた。すると周りの雀ジヤン卓たくにいた男達──恐らく全すべて吸血鬼──が、そんなアキラと伯爵のやりとりに羨うらやましそうな視線を向けてきた。

「いいなー伯爵、アキラちゃんにかまって貰えて」

「でもパンツは許せん！　みんなの『聖女』様であるアキラちゃんに対して──」

「冗じよう談だんだよバカ野や郎ろう、スカートの中ぁ見ねぇからこそロマンがあんだろうが」

「バカは伯爵でしょ!?　まったくもう、みんな散りなさい！　見世物じゃあないのよ！」

　わっはっは。アキラの剣けん幕まくに、吸血鬼一同が楽しげに笑う。

　……なんだ、これ？　あまりに和なごやかな展開に、狐きつねに摘つままれたような気分になる。

　そんな辰巳に対して、身を起こした伯爵が親しげに話しかけてきた。

「まあなんだ、悪かったなぃ。あんちゃんがアキラちゃんに手ぇ出さねぇよう、ちょーっと釘くぎ刺さしとこうと思ったんだけどよぅ、どーも余計なお世話だったみてぇだな。まぁアキラちゃんの下げ僕ぼく同士、仲良くやろぅぜ」

「いや、伯爵は下僕にした覚えは無いから」

「……伯爵『は』？　あれ、それって僕は……？」

「とにかく、さっきも言ったけど今日は取り立てじゃなくて、伯爵にお願いがあって来たの。この辰巳くんに仕事を紹介して欲しくてね。ほら伯爵、色んな方面に顔広いじゃない？　給料、がばっと血液払ばらいしてくれるようなとこがいいんだけど」

　血液払い──黄泉津では、ごく限られた場面において血液が通貨として利用されている。それは例えば吸血鬼が携たずさわる非合法な仕事の上でだったり、血液麻雀のような賭と博ばくの上であったり、あるいは血液銀行での様々な支払いにおいてであったり。

　血液は現金化するのに手間がかかるし、個人ではまともに保管も出来ないので著いちじるしく汎はん用よう性に欠けてはいたが、しかし血銀への返済手段としては重宝された。円血の為替かわせレートは基本的に血液優位に設定されており──というとよく分からないが、要するにお金を稼ぐより血液を稼いだほうが血銀への支払いではお得、儲もうかるのである。

「おーおー、血ぃ稼ぐ仕事かぃ。そーだなあんちゃん、若ぇ内は働かねぇと」

「いや、若い内はじゃなくて。伯爵もこんなとこ入いり浸びたってないで、働きなさいよ」

「いやー、オイラも一度は就職して伯爵にまでなったけどよぅ、職場の人間関係が上う手まくいかなくて辞めちまってよぉ。以来三百年くれぇ職を探してんだけども、なぁに、自分に合った仕事が見つかったらちゃーんと働っから、絶対」

「スケールでっかいだけで、言ってることは完全にニートじゃない！」

「うへへ。まあとにかくオイラに任せとけって。がっぽり稼がせてやんよ、あんちゃん」

「いや、僕は稼ぐためじゃなくて、あくまで人助けぐェ」

　隣となりのアキラにさりげなく首を絞しめられ呻うめく辰巳に対して、伯爵は胸を張って答えた。

「なーに、よくわからねぇが心配すんなぃ。誰だれにでも出来る、簡単な仕事だからよ」

　そうして辰巳は、このあと別件の取り立てがあるというアキラと別れて一人、伯爵に連れられて仕事場へと向かうことになった。

　別れ際ぎわ、アキラがしかつめらしい表情で言ってきた。

「辰巳くん、一つだけ注意しとくけど……契けい約やくには気をつけてよ？」

「契約？」

「そ。力ある契約──契ミ約ト術ラは、血液銀行の専売特許じゃないの。もしも働き先でうっかり誰かと契ミ約ト術ラを交かわしてそれに違い反はんしたりしたらあなた、うちとの債さい権けんでいっぱいいっぱいのところに上乗せされて、あっさり限界超ごえ──破産しかねないんだから」

「へえ、わかった、気をつけるよ。けど大だい丈じよう夫ぶ、僕は人助けをしに行くだけなんだから」

「………………むー」

　なんだか渋しぶい表情をするアキラと別れ、辰巳は意気揚よう々ようと仕事場に向かった。

　──三時間後。

　辰巳は数台のデスク以外には何も無いアパートの一室にいた。

　周囲の席ではいかにも柄がらの悪い連中が、手にした携けい帯たい電話に向かって叫さけんでいる。

「あ、おばあちゃん？　おれおれ、おれだよおれ──」

「あ、おれだけど。おれおれ、おれおれおれ──」

「おれおれおれおれおれおれおれ──」

　……辰巳は脂あぶら汗あせを浮うかべながら──労働は、人助け？　と眉まゆを傾かたむけた。







「──先生に、お願いしたい仕事があるんですヨ」

　八宵がミックマックバーガーのキラーセットを──昼食は何がいいかと尋たずねられ、お気に入りのファーストフードを頼たのんだら妙みような顔をされた──食べている最中、三分の二兄姉トウー・サードがそんなことを言ってきた。

「仕事、ですか？」

「ええ仕事ですヨ。ねえ、姉さん？」

「そうなのそうなの。先生にはとってもビッグな仕事をお願いしたいの。それは、ほら、あの…………道みち端ばたで、使用済みティッシュを配るというお仕事なの」

「違うヨ！　思い出せないからって適当なこと言わないでヨ！　っていうかただのティッシュ配りならともかく、使用済みって斬ざん新しんすぎるヨ！」

「女の子が使用済みティッシュを配れば、みんな喜ぶと思うの！」

「それで喜ぶのは変態だけだヨ！」

「そうなの？　ちなみに兄さんは？」

「そりゃ……姉さんの使用済みティッシュなら、欲ほしいけど」

「気持ち悪いの～！」

　びしぃ！

　平手打ち。影身アヴアターラで覆われた手による攻こう撃げきは常識以上の威い力りよくを見せ、兄の顔面下半分、鼻から下を勢いよく抉えぐるように吹き飛ばした。

「ぅぇ……げほ……ごぼほっ、ごほっ……ぁ、ありがとう、姉さん」

「どういたしましてなの、兄さん」

「……あのー」

「あ、そうそう。あのね、先生。──裏切り者を一人、始末して欲しいの」

　姉はあっさりと本来の仕事を伝えてきた。相変わらず、さっきのは茶番らしい。

「う、裏切り者、ですか？」

「そうなんですヨ。実はウチの従業員の一人だったんですがネ、血銀の債さい務むに追われていたし多少は腕うでも立つんで、使えると思って計画を伝えたら逃にげやがって」

「業務中で携けい帯たいは預かってたから連れん絡らく手段は限られてるし、尾び行こうをつけてあるから潜せん伏ぷく場所も分かってるの」

「きっと夜になるのを待って、『招き屋』に頼んで地上にでも逃げるつもりなんですヨ」

「万が一にも血銀に密告されたら面めん倒どうだから、その前に片付けて欲しいの」

「雑務ですが、確実さを重視して先生に頼みたいのです、ご勘かん弁べんを願いますヨ」

「は、はい、お気になさらず。仕事ですから」

「ありがとうなの～！　場所は『大崩ほう落らく』以降、建設途と中ちゆうのまま放置されてる建物で、造りかけだから地図に載のってないの。西区六番の辺りなのだけど」

「西区……六番……？」

「うーん、誰かに道案内を……ああ、為ためたん」

「うぇ、うふぁい!?」

　三分の二兄姉トウー・サードに必要な資料を届けて帰ろうとしていた為田が、怯おびえて返事を返す。

「ここ、庁舎に向かう途中ですヨね？　先生をお送りしていただけませんかネ」

「そ、そんな恐れ多い……み、万人殺しミリオン・キルズさんも、ボクなんかじゃいやですよね!?」

「い、いえ、為田さんでいいですけど……」

「オゲェー」

　為田は悲鳴のような声を上げてから。

「オ……オッゲエ、あ間ま違ちがった、オッケーですよオッケー。は、はは、はぁ……」

　そう言って、力無く笑った。







　──携帯電話によってもたらされた最大の発明は、振ふり込め詐さ欺ぎである。

　それは二十世紀末、名も知れぬ詐さ欺ぎ師しが残した言葉だった。

　実際、九十年代に『オレオレ詐欺』の名めい称しようで登場した振り込め詐欺は瞬またたく間に詐欺犯罪の主役へと躍おどり出て、以来長らく犯罪被ひ害がい件数のトップを独走し続けている。

　そしてそれは、黄泉津の吸きゆう血けつ鬼き社会において『吸わせろ詐欺』へと進化を遂とげていた。

「おばあちゃん？　おれおれ、おれだけど。実はおれ、吸血鬼になっちゃって……血を吸いたくてたまらないんだけど、人を襲おそったら犯罪だし……もう、おばあちゃんしか頼たよれなくて……今から俺の知り合いが行くから、そいつに血を抜ぬかせてくれないかな……？」

「もしもし？　あー、実はおたくの息むす子こさんが人身事故を起こしましてねえ。悪いことに相手が吸血鬼で、血が足りないから息子さんの血を全部抜かせて貰もらおうと思っとるんですが。なに？　止めて欲しいなら、おかあさんの血を頂くしかありませんなあ」

「なんじゃぁらぁ！　眠てぇこといっとんじゃぁねぇぞぁらぁ！　めぇおぅ、血ぃ払わねぇってんならいまからお前んち行っからなぁおぅああ!?」

　……若い吸血鬼たちは手て渡わたされたマニュアル通りに、騙だまして脅おどして相手に血を支払わせようとしている。成功率は思いの外に高い。映像に写らないという性質と巧たくみな情報統制、そして黄泉津全体に施ほどこされた認にん識しき妨ぼう碍がいの契ミ約ト術ラによっていまだ地上では実在を疑問視されている吸血鬼だが、黄泉津においては公然の存在である。吸血鬼の名前を出されたら、黄泉津の住人は怯えて判断力が鈍にぶってしまうのだ。

　そんな物ぶつ騒そうな集団の中で、辰巳も電話をかけていた。

「へー、本当に？　おばあちゃん、不ふ審しん者ってどの辺で見かけたの？　……西区六番の、名無しビルの辺り？　周りにも変な人たちがいるんだ？　それは心配だよね。わかった、任せといて。帰り道だし、ちょっと見回ってみるよ。うん、大丈夫、だいじょう──」

　ブッ──横から伸のびてきた手が、辰巳の携帯を奪うばって通話を切る。

　見上げると、デフォルメした象のマスクで目から上を隠かくした男がニコニコしながら辰巳を見下ろしていた。彼はこの詐欺グループのリーダー、金かな石いし屋やという吸血鬼である。

「あっはっはっはっは！　いやー辰巳さん、困りますよーそんなお電話！　アキラさんの紹しよう介かいってことで、信用はしてますけどね？　あっはっは！」

　金石屋は笑っているが、周囲の吸血鬼連中は辰巳のことを剣けん吞のんな視線で睨にらみ付けている。それら焦こげ付くような視線の中で、辰巳は申し訳なさそうに言った。

「いやぁ、そのぉ、僕ちょっと考えたんですけどね。やっぱり──人を騙すのって、悪いことでしょう？　だから、みんな止めたほうがいいと思うんですよ」

「……あっはっはっはっは！　なるほどなるほど、確かに確かに！」

　大笑いする金石屋の周囲で……吸血鬼達が我が慢まんならないといった様子で立ち上がる。

「はっはっはっ、まあ、あれですね。皆みなさん……やっちまいな、というやつです」

　金石屋の言葉に吸血鬼たちの瞳ひとみが輝かがやき、その影かげが天てん井じように迫せまる勢いで立ち上った。







「うーん……電話も繫つながらない、か」

　アキラは外周区に違い法ほうに設けられた居住区にある、安っぽい一室の中に居た。

　狭せまい室内には、いかにも男の独り暮らしといったインスタント食品の残ざん骸がいや漫まん画が雑誌などが散らかっている。壁かべに貼はられた『疾しつ風ぷう怒ど濤とう』という文字は、「吸血鬼には『万人殺しミリオン・キルズ』みたいな二つ名が必要なんだよ」という謎なぞの理り屈くつで本人が考えた二つ名なのだが、アキラは常々ダサいと思っていた。ここが次の取立て先なのだが……誰だれもいない。

「にゃろう、支し払はらいは遅おくれても、約束をすっぽかしたことなんてないのに。いつもなら、とっくに仕事から帰ってる時間なんだけど」

　アキラは、基本的に支払いが滞とどこおった相手でも破産宣告せずに──殺さずに、長期の返済計画を立てて付き合っていく。すると途中で、債さい務む者が姿を消してしまうパターンも少なくはない。そういった相手に対する債権は全額、回収不能の『損金』として計上される。その損金の計上額が多すぎることが、アキラの営業成績を爆下げしているわけだが──

「……どうも最近、妙～な感じがするわね」

　唐とう突とつに連絡を絶つ者や、逆に唐突にまとまったお金で完済してくる者が多い気がする──両りよう極きよく端たんで、どっちも怪あやしい。誰かの作意を感じる。ケンさんに相談したら、『お主如ごときが気にする事か、その辺で遊んでおれ』と言われた。ああ、思い返してもムカつく。

「……まあ、いないものはしょうが無いわね。とりあえず捜そう索さくかけるためにも、事務所に戻もどるか……あ、そうそう。辰巳くん、いまごろどうしてるかしら？」

　血液雀じやん荘そうで辰巳と別れてから三時間あまり。事務所に戻るなら、ついでに辰巳の様子も見ておきたい。伯はく爵しやくに電話をかけることにした。




「……す、吸わせろ詐欺ィ!?」

『おうよ、いい仕事なんだぜぇ、あれ』

　携けい帯たい電話越ごしに伯爵の話を聞いたアキラは、思わず大声を上げてしまった。

「バカ言わないでよ！　給料が良くたって、逮たい捕ほされたらどうするのよ！」

『捕つかまったらそりゃ、取り調べで黙だまってる代わりに口止め料ふんだくって大おお儲もうかりよ！』

「そんな儲け方は却きやつ下かよッ！　もー、伯爵を信じたあたしが馬ば鹿かだったわ！」

『けどよぅ、金石屋んとこはまだまともな商売してんぜ？　人間から血ぃ採るときも相手の健康にぁ気ぃ遣つかってんし、荒あれっぺぇことも禁止してっしよぅ』

「それは知ってる。だから、普ふ通つうの債務者に仕事を紹介するんなら、まあカネさんとこも無しではないけど……よりによって、辰巳くんなのよね……」

『それは、悪いことだろう？』──空気も読まずに発言する善人面づらが目に浮かぶ。そんな彼だからこそ右みぎ腕うでにしようと思ったわけだけど……

「我ながら詰つめが甘かったわ……現場に放ほうり込めばなんとかなると思ってたけど、せめて合法でって指定するべきだった。にしても……もー！」

『や、よくわからねぇが、すまんかったな。お詫わびに今度、思い切りオイラのこと殴なぐっていぃから。あと、ヒールの高い靴くつで踏ふみつけてくれるとなお嬉うれし──』

　ブツッ──伯爵の言葉を無視して電話を切り、急いで金石屋のもとにかけ直す。

　金石屋とは面識がある。彼は稼かせいだ血液の預け入れや現金化などでバッカスを利用している得意先なのだが……何を考えているのか、よく分からないところがある。

　とりあえず辰巳くんが無事ならいいけど……なんて思っているうちに、電話が繫がった。

「あ、カネさん？　そっちに辰巳くんってバカが行ってると思うんだけど──」

『あっはっはゲホッ、ゲェーッホ、おぇ……いやーどうもアキラさん、あっはっは！』

「……カネさん？」

　金石屋の妙みような笑い癖ぐせは知っているが、むせて吹ふき出し嘔え吐ずくほどに笑っているのは初めて聞いた。嫌いやな予感を覚えつつ、金石屋の話に耳を向ける。

『その辰巳さんですが、あっはっは、我々に『悪いことはやめろ』と勧すすめてきましてね！いやー面おも白しろい！　あの状じよう況きよう下かでそんな発言ができるって、僕ぁ彼が好きになりましたよ！絶対に裏切る男ってのは、絶対に裏切らない男と同等に信しん頼らいできますから、はっは！』

「あー、やっぱり……で、彼は？」

『まあ部下達の手前もありますし？　野放しには出来ないんで何人かの影身アヴアターラで縛しばり上げてたんですが……あっはっっは！　あーっはっゲホッゲホッ……いやーどうやったのかさっぱり分からないんですけどね、本当、いつのまにか…………出かけちゃいました』

「出かけ……？　逃げたってこと？」

『あっはっは！　いやー、これを逃げたと言うかどうか。なんせ、彼が消えた後には書き置きがありましてね、読みましょうか……『人を騙すのは悪いことだから、やめたほうがいいです。僕は電話先のおばあちゃんが、近所が物騒だと怯えていたので、ちょっと見てきます。怯えている人を安心させるのは、たぶんいいことです』──あっはっはっは!!』

「さすが辰巳くん……っていうか、予想以上だわ」

『いやーしかしこれは名文ですねぇ、はっはっは、僕ぁこれ読んで感動しましたよ』

　また冗じよう談だんばっかり。そう思って特に応こたえなかったが、金石屋は続けて言ってきた。

『この文章は善意に溢あふれ、かつ良心に欠けつ如じよしています。こんなものを書いてしまう人間の胸中を想像したら、僕ぁ泣けてきますねぇぁっはっはっはっは！』

「……笑ってるじゃない」

『いやー確かに！　あっはっはっはっは！』

　……善意？　良心？　……相変わらず、金石屋はよく分からないことを言う。







「はぁ……やっぱりこうなってしまうのか、いつものこととはいえ……」

　辰巳は愚ぐ痴ちりながら人ひと気けの無い外周区を歩いていた。

　ため息の原因は、吸わせろ詐欺グループとの諍いさかいである。『他人に優やさしく』──そんな誰もが表面的には賛同することを、実際に行動に移している人はとても少ない。なぜなのか……わかるようで、わからない。はぁーっともう一度ため息を吐つく。

　そのうちに、目的の無名ビルに到とう着ちやくした。と……

「……ん？　なんだろう、あの人……」

　さっそく不審者を見つけた。──引きつった表情で一人ぶつぶつと何かを呟つぶやいている、本当にただ不審なだけの男である。

「あーもー、消えたい消えたい消えたい消えたい消えたい……」

「……あのー」

　声をかけると、その人物は文字通りに飛び上がった。

「うひゃあ！　え、あ……消えたい、消えた、い……消えた、胃……あ、あー。い、胃が消えたかと思ったら消えてなかった、ヤッター」

「……よかったですね？」

　思った以上に変な人だった。

　彼は誤ご魔ま化かすように笑いながら言ってきた。

「あ、あはは……あ、そうそう。この辺からは立ち去ったほうがいいよ？　危ないから」

「不審な人がいるから、ですか？」

「ゔぃえい!?　いやいやいや、不審っていうか、不審そうで不審じゃないちょっと不審な人物っていうか……まあ、ほら。ボクもよく不審者扱あつかいされるんだけどね？」

「はあ……？　いや、とにかく大だい丈じよう夫ぶです。僕の目的も、その不審人物なので」

「へい？」

　男性が妙な声を上げて、口をぽかんと開けた直後……

　頭上から、建材の崩くずれる激しい音が響ひびいてきた。

　見れば建物上階の壁に横穴が空いて、そこから二つの影が飛び出している。

　一つ目の影は、成人男性。黒い触しよく手しゆ──両手に三本ずつ生やした黒い鞭むちで、背後の影を鋭するどく打ち付ける。

　立ち向かうのは、小さな人ひと影かげ。速すぎてよく見えないが少女のようだ。彼女は手にした黒い刀の一ひと振ふりで、迫る鞭の群れを見事に切り払はらった。

　吸きゆう血けつ鬼き同士の戦い。武器に集中するためだろう、二人とも翼つばさを作ったりはせず、落下に身を任せながら激しい攻こう防ぼうを繰くり広げていた。

　男の腕うでの一振りごとに、三本の鞭が空を切る。一振り、二振り、三振り。コンマ数秒の内に全身を捻ひねりきるようにして放たれた連続攻こう撃げきが宙に暴れる。重さも長さも自在に変化する物理に縛られないその鞭は、あるいは叩たたきつけ、あるいは突つき刺さすようにして敵へと襲おそいかかっていく。だが、少女はその尽ことごとくを最小限の動きで切り伏ふせる。

　実力差ははっきりしていた。少女は確実に相手の攻撃を抑おさえつつ、巧たくみに位置取りをして一撃を狙ねらっている。恐おそらくは、地面に衝しよう突とつしたその瞬しゆん間かんに決着が付くだろう。

　男もそれを理解しているらしい、スタイルを変える。六本の鞭が手元で一つに絡からみ合い、捻ねじれて固まり槍やりとなる。全長にして五メートルを超こえるその直ちよく槍そうを全身全力で振りかぶり、叫さけんだ。

「ひっさーつ！　疾風怒濤撃ぃッ!!」

　なんとも言えずダサい叫びと共に、槍が音速を超こえて放たれる。

　──駄だ目めだ。

　辰巳は既すでに飛び出していた。足裏の血流を操作して、空気抵てい抗こうに骨が軋きしむほどの勢いで移動する。

　間に合うか──ッ

　男の投げた槍は、空中に描えがかれた一本の直線となって飛ひ翔しようする。狙いは違たがわず、地面に衝突する寸前の少女の真正面。震ふるえる大気と圧力に、その攻撃の威い力りよくと硬こう度どが見て取れる。刀で受けても無事では済むまい。いまから避よけても間に合うまい。

　果たして少女は──手にした刀身でそっと、槍の先せん端たんに触ふれた。優しくすらあるその接せつ触しよくで、槍が軌き道どうを変える。タイミングがずれれば槍は刺さっていた。ポイントがずれれば刀は弾はじかれていた。だがそれは完かん璧ぺきだった。少女の身体からだすれすれを轟ごうと過ぎ去った槍は、背後の建物に刺さって消えた。

　後には無防備になった男と、彼に切っ先を向ける少女。決着がつく。

　その瞬間──

「待、ったぁ！」

「ッ！」

　辰巳が二人の間に飛び込む。同時に、刀を構える少女と目と目が合う。

　それは辰巳がペンダントを渡わたした少女──青薙八宵だった。

　八宵は辰巳を認にん識しきすると一瞬目を見開き、しかしすぐに表情を厳しくして刀を振るった。

　刀身が伸のびる。それは辰巳の身体を避けるようにして弧こを描えがき、背後に庇かばう男が地面に衝突すると同時にその心臓を貫つらぬいた。

　貫かれた男が、唾だ棄きするような表情で八宵を睨にらみ付ける。

「がっ……の、同族、殺しが……てめぇらの誘さそいに乗らなくて……正解、だったぜ……」

　それに対して、八宵は瞳ひとみを細め、そして──




「……っ」

　──ぽつりと、何かを呟いた。




　直後に八宵の刀が脈動し、男から血を吸い上げる。

　よく見れば、刀は八宵が腰こしに下げた鞘さやに繫つながっている。あの鞘は体外臓アムシヤ──臓器を体外に固定することで力を得る装置、苦痛を代だい償しようにして得られる吸血鬼の特とく殊しゆ武装──その効果で、本来は牙きばを使わなければ行えない吸血を刀身によって行っているらしい。

　吸血鬼にとって人の血は栄養となり、同族の血は力となる。食事と薬のようなもの。八宵は男の血を一いつ滴てき残さず吸い上げる。

「やめろ！」

　辰巳が刀に手を伸ばそうとしたときには、既に手て遅おくれ。

　倒たおれた男は、身体の端はしから灰になり始めていた。

　くそっ──ッ!!　辰巳は後こう悔かいに奥歯を嚙かみ締しめ、しかしすぐに男に駆かけ寄った。

　そして言う。

「なにか……言い残すことは」

「っ……か、彼女に…………いや」

　男は何かを言おうとして、しかし止めた。それから笑って、

「……誰だれかしらんけど、かばってくれて、ありがとな──」

　辰巳に向かってそれだけ言うと、崩れて消えた。

　後には衣服だけが残され、灰は空気に溶とけるようにして消えていった。

「…………」

　見届けてから、静かに立ち上がる。と……

「ぁ……」

　背後で小さな悲鳴が上がった。振り向くと、八宵が怯おびえた様子でこちらを見ている。

　……そう、怯え。あれほどの戦せん闘とうを繰り広げた彼女が、怯えていた。

「…………あ、あの……これは、その……」

　八宵はたどたどしく口ごもりながら、視線を細かく彷徨さまよわせる。

　辰巳を敵と思って怯えているわけではない。そこに見えるのは罪悪感、まるで、いまから自分が叱しかられると思っている子どものような……

　八宵の痛々しい姿を前に、辰巳はそっと……自分の頭を指差し、言った。

「……ガラスがついてる」

「え？」

「ガラス。──吸血鬼だから治るとはいえ、刺さると痛い」

　言いながら辰巳は八宵に近寄り……壁かべをぶち破って飛び出すときにどこかで引っかけてきたのだろう、髪かみに絡まるガラス片へんを取り除いてやった。

　八宵は頰ほおを染めて、ひどく慌あわて出した。

「あ、あわわ、あう……あ、あの、私、だって……け、警けい戒かいとか、しないんですか？」

「ああ……確かに、君の行こう為いは悪いことなのかな？　でも──さっき、君の言った言葉」

　八宵が男にトドメを刺す寸前、小さく口にした一言。

『……ごめんなさい』

　彼女はそう呟いていた。

「謝りながら人を殺あやめる気持ちは、僕も知っている……と、いうか」

「ッ！　………………うっ、く」

「……あ、あれ？」

　八宵の瞳に、みるみる涙なみだが溜たまり始めた。

　あれ、なんだこれ？　妹二人がまったく泣かないものだから、辰巳は女の涙への耐たい性せいが無い。どうしようこれ？　焦あせり始める。

「え、っと……も、申し訳ない。何か、変なこと言ったかな？　言ったよね？　ごめん」

　慌てて手を引こうとすると、その手の上に八宵が手を重ねてきた。

「え？」

「……あ！　あああ、ごめ、ごめんなさい！」

「いや、えと、こちらこそ」

　八宵が慌てて手を放したので、こちらも手を引っ込める。

　手に残った感かん触しよくを持てあましていると、すっかり涙の引いた八宵が言ってきた。

「あの……お、お名前、聞いてもいいですか？」

「え？　あー、っと……」

　……どうするか。偽ぎ名めいを名乗るのは好きでは無いが、裏社会の人間は万に一つの確率で辰巳の名前を知っている可能性がある。……まあ、彼女相手ならいいか。

「咎野辰巳、だけど」

　名乗る。果たして八宵は際きわだった反応は見せなかった……の、だが。

「うぇえ!?」

　背後で奇き声せいが上がった。見ると、離はなれた位置からこっちを窺うかがっていたらしい、あの変な男がこちらを見て目と口を丸くしている。彼は辰巳と目が合うと周囲を見回し始め、

「うぇ……うえー……上！　下！　左、右ぃ！　よぉ～し……安全！」

　と上下左右を、指さし確認した。

　……本当に変な人だなぁ。彼のことは無視して、八宵に向き直る。

「……で、さっきの男は？　君はなぜ彼を──」

　──殺したのか？　直接的な言葉を避けた問いかけに、八宵が淡たん々たんと答える。

「……裏切り者だから、と。それしか、言えません。……あ、あの。私からも、訊きいていいですか？」

「うん？」

「なんで……彼を助けようとしたんですか？　お、お知り合い、だったんですか？」

「ああ。いや、知り合いというわけじゃないけど……でも、目の前の命を助けるのは、いいことだろう？」

「いい、こと……」

　辰巳の答えを、八宵がなにやら考え込みながら繰り返す。アキラのように過か剰じように反応されるのも困るが、こうじっと見つめられても反応しづらい。

「えっと……とりあえず八宵さんも、こういう仕事はやめたほうがいいと思うよ。そのために、僕に出来ることがあったらなんでもするから」

「え!?　そ、それって…………な、なんでも、って……なんでも、ですか!?」

　辰巳の言葉に、八宵はなぜか顔を真っ赤にして焦った様子でそんなことを訊いてきた。

「うん、どこまで出来るかはわからないけど、まあとりあえず、言って貰もらえれば」

「え、でも……あうう……あの、私……私、の……ご、ごめんなさい、言えません！」

「あー、うん？」

　なんだかよく分からないが、まああれだ。人には言えない悩なやみなのだろう。無理に聞き出すのも悪いことのような気がする。

「なら、まあ聞かないけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、あ……だ、大丈夫、です」

「そう？　なら……まあ、僕はこれで」

　なんだか色々と喉のどに引っかかる感じもあったし、すごく切なげな八宵の表情も気にはなったが、とりあえず辰巳はその場を後にした。







「こら」

「あう」

　道を歩いていると、思い切り背後からこづかれ思わずつんのめる。

　振ふり向くと、呆あきれきった表情のアキラが立っていた。

「アキラ……どうしてここに？」

「書き置きの内容とか色々、カネさんに聞いたのよ。まったくもう……朝、あたしが言ったの聞いてた？　ちょっとは自分を大切にして、計算も覚えろって。あたしの右みぎ腕うでになったところで、そんな調子でのたれ死んだらどうするのよ！」

「いや、右腕になる前提で話されても……それにあれは詐さ欺ぎで、悪いことだろう？」

　アキラならわかってくれるんじゃないかと思って弁明する。

　が、アキラは厳しい表情で言ってきた。

「世の中には、必要悪ってものもあるのよ」

「必要悪……？　でも、それもやっぱり悪いことなんじゃ」

「限られた選せん択たく肢しの中では相対的、比ひ較かく的に悪くないの。カネさんとこはあれで、どうしようもない駄だ目め野や郎ろうどもの受け皿になったり、カネさんが抑おさえを利かせて一線を越こえないようにしてたりもするし。もちろん、被ひ害がい者がいることに変わりはないわけで、いつかは無くさなきゃならないんだけど……いまは、必要悪なのよ」

「必要悪……」

　尚なおも辰巳が納なつ得とくできない表情でいると、アキラは更さらに言い足してきた。

「大体ねえ、あなたいま、誰と喋しやべってると思ってるのよ。あたしは血液銀行の取立人よ？　必要悪そのものじゃないの。と、いうことで……覚かく悟ごなさい」

「は？」

　何の覚悟？　わからず聞き返す辰巳の前で、アキラが悪ーい笑えみを浮うかべて見せた。

「いまからあなたの家に行って、差し押さえをいたします。えへ、だってあたし、必要悪だもんっ」

　差し押さえ──今朝の女吸きゆう血けつ鬼きの有様を思い出す。アキラは、やると言ったらやる女だ。

「そ、そんな笑顔で言われても、うちには高価なものなんて無いし……それに、妹が」

「ああ、大丈夫、妹までは売らないから」

「それはそうだよ！　いや、そういう心配じゃなくて……あの、さ」

　アキラが家に来ることについては諦あきらめた。だが──頭をよぎる、重大な不安があった。

「──実はひとつだけ、お願いがあるんだ。もしうちに来るんであれば、その……妹の前で、決して、しないで欲しいことがあって」

「しないで欲しいこと……？」

　辰巳の深刻な口調に、アキラも重々しく聞き返す。辰巳は唾つばを飲み、告げた。

「そう、僕が君の、ぱ……ぱんつを見たとか、その後に顔を埋うずめたとか……そういう話をしないで欲しいんだ！」

「まずなんであたしがそんな話をしなきゃならないのよ、変態！」

「痛いありがとうございます変態です！」

　うう、なんだろう……真ま面じ目めなお願いだったのに、怒おこられて殴なぐられた。







　数十分後、アキラはなんとも言えない表情で辰巳の家を見上げていた。

「こ、ここが……あなたの家？」

「大家が親切な女性吸血鬼でね、家賃は安いし光熱費はタダだし、とても助かって──」




　ガタタンッ!!　ガタタンッ!!　ガタタンッ!!　ガタタン、ガタタン……




「──助かってるんだ」

「って、下ロ層ー地・下サ鉄ブの真下じゃない！」

「終電が過ぎれば静かなもんだよ？」

　そう、辰巳の家は黄泉津に張り巡めぐらされた地下鉄のシャフト、その緩かん衝しよう空間を勝手に改造して作られた違い法ほう住居だった。たったいま辰巳の言葉を遮さえぎったのは、頭上に張り出した構造体から轟とどろく地下鉄の通過音である。まさに、高こう架か下のオンボロ長屋の趣おもむき。

「揺ゆれるしうるさいし、そりゃ家賃は安いだろうし……ライフラインも、線路周りから勝手に引き込んでるみたいだから無料なんだろうけど……ちょっとは自分のことも大事にしなさいよ？　あなたはあたしの右腕なんだから」

「もういちいち反論するのも忘れそうになるけど、右腕にはならないからね？」

　辰巳の発言は当然、聞き流された。

　ちなみに、こういった違法物件は黄泉津の端はしに行けば行くほど溢あふれている。

　この街は本来、厳密な人口制限を設けている。シェルター都市として床ゆか面積・大気容積辺りの人口比率を厳密に定めているからだが、吸血鬼はそんなことお構いなしにこの街にやってくる。そして吸血鬼社会に惹ひかれた連中や、そこに金の臭においを嗅かぎ付けた連中も密入都市を繰くり返す。また、黄泉津において仕事と金を失った落らく伍ご者たちは、地上のそれらが駅や河原かわらに流れ着くように、否いや応おうなく都市の隅すみへと追いやられていく。

　そういった輩やからは住所のある建物には住まず、本来は居住区画ではない場所を勝手に改造して家にする。ひどいところだと、都市の壁かべをはがして穴を掘ほり、新しい部屋を作ったりもするらしい。勝手にそんな工事をして大丈夫かと心配になるが、違法建築専門の裏建築士なんてのが居て、しっかり耐たい圧あつ計算をした上で作っているとかなんとか。

　なんにしろ、辰巳の家はドアのついた家の中ではかなり下の部類だった。あれだけの借金をしておきながら、この貧びん乏ぼうな住まい。予想通りとはいえ、やはり少し呆れてしまう。

　とりあえず、なにも気にしていない様子の辰巳に続いてアキラも家に上がり込んだ。

　廊ろう下か兼けんキッチンとワンルームのみの、いかにも安いアパート設計。

「ただいまー」

「おかえりなさいませ、兄様」

　帰宅の挨あい拶さつをする辰巳を出で迎むかえたのは、見み目め麗うるわしい中学生くらいの少女。彼女は待ち構えていたかのように玄げん関かん先に跪ひざまずき、三つ指ついて辰巳を出迎えた。

「……なに、これ？」

　あまりの礼れい儀ぎ正しさに狼狽うろたえる。と、少女が美しい顔を上げて告げてきた。

「では兄様、正座」

「あ、はい……」

　辰巳がいそいそと正座する。……玄関下の、土間に。

「……な、なにやってんの？」

「いや、うちでは妹──綺理恵に説教されるときは、土間に正座というのが定番で」

「定番……？　っていうか、説教……？」

　どこからツッコんでいいかわからず固まっていると、立ち上がった少女──綺理恵は不ふ機き嫌げんそうな表情で胸を張り、座する辰巳を見下ろすようにして厳しい口調で語り始めた。

「兄様、いつも言っているでしょう…………兄様には恋こい人びとなど、まだ早いのです」

「……えっと、なんの話？」

「だから！　私の目の黒いうちは、兄様に恋人など必要ないということです！」
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　などと、アキラを睨にらみつけながら言ってくる。

　こ、恋人？　いや、それより……

「目の黒いうちは、って……あなたの妹、なんかすごいこと言ってない？」

「僕に似ず、気が強くてね」

「いや、そういう話じゃなくて」

　顔を寄せてコソコソそんな話をするアキラと辰巳を、綺理恵がビシィッと指さして。

「そこ、いちゃいちゃしない！」

「い、いちゃいちゃなんてしてないわよ！」

「まったく……なるほど確かに彼女は綺き麗れいです。その身に纏まとった卑いやしい空気を多少は誤ご魔ま化かせる程度の容姿はしているでしょう。ですが兄様、女は見た目ではありません。兄様の隣となりに立つべき女性はもっとこう、大人しく、上品で、血が繫つながった身内のような……それをなんです！　認めたくありません、そんな、若さ故ゆえの過ちなんて！」

「ちょ、ちょっと待って！　あたしは辰巳くんの恋人じゃないわよ！　辰巳くんはあたしの、つまりは右みぎ腕うでであって……」

「腕？　腕とはつまり身体からだを洗ったり、下着を穿はいたりするときに使う腕のことですか。兄様が腕とはつまり、兄様に身体を洗って貰ったり下着を穿かせて貰ったりする、と──変態ですね、あなた」

「は!?　し、下着……!?」

　思わずイメージして狼狽えるアキラに対して、綺理恵は更に淡たん々たんと言ってきた。

「申し訳ありませんが、兄様にそんなことをして貰もらうのは実の妹にのみ許された特権です。それを他人の分際で望むとは、なるほど恥はじを知らないとはこういうことを言うのですね。一つ勉強になりました」

「ちょ、くぅ…………辰巳くん！　なんなのよ、この子は！」

「妹の、綺理恵というんだ。あ、ちなみに身体を洗ったり下着を穿かせたりというのは、よっぽど小さい頃ころの話だからね？」

「わかってるわよ！　っていうか、どうしたらこんなムカつく妹が出来上がるの!?」

「申し訳ありませんが、怒るふりをして兄様に近づくのはおやめください」

「ふりじゃなくて、怒ってるのッ！　もーあったま来た！　ちょっとは手加減しようと思ってたけど、やめた！　家財一式、残らずぜーんぶ売り払はらってやる！」

「まあ、なんてことでしょう。もし布ふ団とんを売り飛ばされたら私たち兄妹きようだい、肌はだ身みを合わせて夜の寒さを凌しのぐしか無くなってしまいます。ちなみに布団はクローゼットの下の段です」

「ぐっ……ツッコまないわよ！　っていうかそんなこと言って、こっちの差し押さえする気を削そごうとしても無む駄だなんだから！　……布団は、残すことにするけど」

「ちょ、ちょっと、アキラ!?」

　止めようとする辰巳に構わず、アキラが部屋に上がり込む。

　と、その前方に小さな影かげ──

　とてとてとて

「いらっしゃいませー、そちゃですがー♪」

　小学一年生くらいの幼女がニコニコと笑いながら、湯飲みを持って駆かけてくる。綺理恵に負けず劣おとらずかわいらしい顔の作りと、似ても似つかない柔にゆう和わな微笑ほほえみ。

「え……と……？」

　対応に困っていると、幼女はアキラの目の前で、

「あぁ！」

　と言って、こけた。幼女が前方に倒たおれ、お茶が宙を舞まい──

　アキラがガシッと受け止める。右手で湯飲みを、左手で幼女を。

　背中を摑つかまれて宙に浮うく形になった幼女は、きらきらした瞳ひとみをアキラに向けてきた。

「わー♪　おねえさん、すごぉい！　ひいのこと、ひょいって！」

「え、いや、まあ……」

　キラキラキラキラ。瞳の輝かがやきに圧あつ倒とうされている内に、幼女はさらに盛り上がる。

「ねえねえ、おねえちゃん、おにいちゃん、この人すごいよぉ♪　キレイだし、力持ち！　ひいは、咎野陽ひ良らっていいます♪　おねえさんは？」

「あー、アキラ、だけど……」

「あきらちゃん、そちゃですがー♪」

「ど、どうも……」

　ずずー。陽良に進められ、自分で受け止めていたお茶をすする。家の粗そ末まつさに比べると驚おどろくくらいちゃんとしたお茶だった、来客用なのだろうか。

「ひいが入れたお茶、どう～？」

「え？　うん、まーその、結構なお点て前まえで、みたいな……」

　ずずー。……気付いたらお茶を飲みながら居間に正座してしまっていた。怒いかりの感情も、なんだかすっかり霧む散さんしている。

　そんなアキラを見て、綺理恵がため息を吐ついた。

「はぁ……まったく、ひいときたら、また敵に塩を送るようなことを……兄様、すぐに夕食の支し度たくをします。あの方のこと、なんとかしてください」

「いや、まあ、うーん……はい」

　妹に睨まれ、辰巳は力無く頷うなずいた。




「ひい、ちょっとキリを手伝っててくれないかな？」

「うん、わかった♪」

　アキラに懐なついていた陽良を、台所の綺理恵のもとへと向かわせる。

　するとアキラはようやく安心した様子で、大きく息を吐いた。

「はぁ～……って、そうそう。危あやうくあなたの妹に誤魔化されるとこだったわ、恐おそろしい……あたしは差し押さえに来たんだからね！　金目の物はぜーんぶ差し押さえるわよ！」

「あー、うん……」

　もはや諦めている辰巳の前で、アキラは早さつ速そく部屋の中を物色し始めた……の、だが。

「ゴミ……ガラクタ……くず……ポンコツ……」

　山河に言ったら『ありがとうございます』と返されそうな暴言を放ちつつ部屋中を物色したアキラは、程ほどなく眉み間けんに皺しわを寄せて呻うなってしまった。

「ぬー……ほんっとーに、なんにもないわね」

「必要にして最低限の生活を心がけてるからね。こんな生活で、妹たちに対して心苦しいときもあるけど──僕がいなくなっても、しっかり生活できるようになって欲しいし」

　辰巳がそんな言葉を漏もらすと、アキラが神しん妙みような面おも持もちで問いかけてきた。

「……妹さんたち、あなたが破産寸前だってこと知ってるの？　あたしが取立人だって言っても、驚かなかったみたいだけど」

「借金してることは言ってある。けど、詳くわしいことは教えてない。……大だい丈じよう夫ぶ、僕がいなくなったら大家さんに後見人になって貰って、一いつ切さいの滞とどこおりなく妹たちが暮らしていけるようにはしてあるから」

「そういう問題じゃない気がするんだけど……なんか、辰巳くんってたまに盛せい大だいにズレてるわよね。んー…………善意に溢れ、良心が無い、ねえ」

「うん？　何の話？」

「別に。けど、差し押さえは完かん璧ぺきに空から振ぶりね。あーあ、そう上う手まくはいかないか…………って、え？　ちょっ……まさか、これって……ッ!?」

　アキラが不意に何かを見つけたらしい。そわそわしながらこちらを見てきた。

「ど、どうかした？」

　……なにかお宝だろうか？　あるいはまさか……僕の身元に関するものが!?　辰巳が不安に心臓を高鳴らせて身構えていると、こちらを向いたアキラに……

「……変態」

　と言われた。

「はいありがとうございます変態で……って、なんで？」

　アキラは顔を真っ赤にして、ジト目でこちらを睨んでいる。

　なにがなにやらわからない。頭が混乱する中、ふと、彼女の手にしたものが目に入った。

　数冊の、肌はだ色いろの表紙……子どもには見せられない、いわゆるそう、エロ本。露ろ出しゆつ度ど九割超ごえのあどけない女によ体たいにかかるタイトルは、よりにもよって──『いもうとくらぶ』。

「──ッッッ、なにそれ!?　そんなの僕、知らないけど!?」

「妹と暮らしてるくせに、こんなの新聞の隙すき間まなんかに隠かくして……最っ低」

「いや、本当に僕は…………って、新聞？」

　あれ？　毎朝、大家さんから貰った新聞を最後に読んで片付けてるのって……

「兄様、先ほどからなにを騒さわいで──あ」

「……キリ？」

　部屋を覗のぞき込んだエプロン姿の綺理恵が、アキラの手にしたエロ本を見て言葉を止める。そのまま手にしていたお盆ぼんで顔を隠し、部屋の入り口から通路兼けんキッチンのほうにちょこちょこと横歩きで移動しようとし始めた。

「まさか……キリ!?」

　お盆をずらしたそこから覗く綺理恵の表情は気まずげで、真っ赤に紅潮している。

「お、大家さんが、読み終えた新聞をくれるついでに……教科書代わりだ、と……」

「か、上かみ良らさん……ッ！　まったくもう、あの人は……」

　だからデータでって言ったのにあの女、絶対にばれることを見み越こしてわざわざ雑誌を……綺理恵がそんな愚ぐ痴ちを呟つぶやいていると。

「ふっふーん？」

　にんやりとしたアキラが綺理恵に近づき、エロ本を差し出した。

「ごめんねー、上品な綺理恵ちゃーん。はいこれ、お返しするわー。どーぞ存分に勉強してちょうだいなー」

「く……兄様！　私は捨てるつもりでそこに置いたのです、早く処分してください！」

「しょ、処分？　って、僕に押しつけられても……」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる美少女の前で、顔を真っ赤にした妹から妹モノのエロ本を押しつけられてあたふたする。どういう状じよう況きようだこれ、プレイにしたって特とく殊しゆすぎる。

　と、不意に思いつく。以前、山河がこんなことを言っていた。

『廃はい刊かんになった昔の猥わい本ほんなどは、ものによっては大変なプレミアが付くのだ』

　……もしかしたらこの本も、なにかしらの価値があるんじゃなかろうか？　この本をくれた上良という女吸きゆう血けつ鬼きは迷めい惑わくなことに、エロに関する造ぞう詣けいが深い。彼女のコレクションならば、それもありえる話に思われた。

　うんそうだ、ただ捨てるのは勿もつ体たいない。

　処分というなら、これほど有意義な処分方法はない。

　これは──差し押さえて貰おう。

　辰巳はそんな思いつきに任せて、アキラにエロ本を差し出し言ってみた。

「ほらアキラ。この本、使えるんじゃないかな？　持って行こうよ……って、あれ？」

　なぜかアキラは、ものすごく不ふ機き嫌げんそうな表情で顔を赤くしていた。

　そして綺理恵も、ものすごく不機嫌そうな表情で顔を赤くしていた。

　爆ばく発はつは、同時。

「このっ、ド変態！」

「兄・様・の、馬ば鹿か！」

「え、ええ!?」

　なぜ!?　わからないまま、丸めたエロ本でスパコーンと見事脳天を打たれてしまった。

　……そこに近づく、軽い足音。

　とてとてとて

「おにいちゃぁ～ん♪」

「「「ッッッ!!」」」

　部屋に入ってきた陽良の声に反応して、三人が動く。

　咄とつ嗟さにエロ本を隠すよう寄り添そう三人を見て、陽良は満面の笑えみで言った。

「わぁ～♪　みんなとっても、仲良しだね～♪」




「……ひいがあなたのためにカップケーキを作ったそうです。幼子の無む垢くな善意を恥はずかしげもなく貪むさぼれるような卑いやしさをお持ちでしたら、夕飯をご一いつ緒しよにどうぞ」

　限りなく挑ちよう発はつに近いそんな誘さそいは当然断わろうと思ったのだが、陽良に「どーぞー♪」と抱だきしめられたので仕方なく、アキラは兄妹きようだいの夕飯にお呼ばれしてしまった。

　近所のパン屋から貰もらった野菜くずで作ったという、野菜シチューに口をつける。

「……ちっ、おいしいじゃない」

「それはどうも……ちっ」

「二人とも、舌打ちは下品だよ。……というか、褒ほめているのになぜ舌打ち？」

「「ちっ」」

　顔を背そむける二人の舌打ちが重なる。そんな最悪の空気を救ったのは、陽良。

「あきらちゃん、これどうぞー♪」

「あ、うん、どうも」

　手渡わたされたカップケーキを口に運ぶ。と……

「……ほわあ」

「どう、あきらちゃん？」

「すっっっっっ…………ごい、美お味いしい！　なにこれ、ちょっと衝しよう撃げきなんだけど」

「えへへー♪　ココナッツとー、レーズンとー、チョコチップのもあるよー」

　狭せまい卓たく上じようにずらりと並べられる夢のような隊列……

「うわ……六歳のひいちゃんに、女としての何かで完敗してる気がするわ……」

「電子レンジがあれば包丁も火も使わないで作れるからと、好きにさせていたらこの通り。素材はすべてパン屋の連れん原ばるさんから分けて貰った一級品だしね」

「いや、ほんとにお金取れるわよこれ。ひいちゃんさ、お菓か子し職人になったら？」

「んーん。ひいは大きくなったら、おにいちゃんのお嫁よめさんになるの♪」

「これ、ひい。半分とはいえ血の繫つながった兄妹きようだい、結けつ婚こんはできませんよ」

　へー、子どもの言うことにも真ま面じ目めに返すんだなぁ、っていうか血の繫がりは半分なんだ──などと思って見ていると。

「だからなるのはお嫁さんではなく、内ない縁えんの妻つまです」

「そっかぁ。じゃあひい、おにいちゃんのないえんのつまになるよ♪」

「あはは、二人とも冗じよう談だんばかり」

　辰巳は無む邪じや気きに微笑ほほえんでいるが……笑えない。

「……辰巳くん、わざと言ってる？」

「なにが？」

「……まあ、本人が気付いてないなら別に……いいのかしら？」

　誰だれにともない疑ぎ問もん符ふは、食しよく卓たくの上に溶とけて消えた。

　と、ふと思いついた。

「そうだ、ひいちゃんにいいものを上げるわ」

「いいものー？」

「うん、うちから外血ソーマを借りて工場設備に投資しといて、結局は倒とう産さんした会社の商品なんだけどね、捨てられそうだったから一個取っといたのよ。かわいいと思って」

　鞄かばんから取り出したソレを、陽良に見せてやる。

　人間の形をくずしたような、土色と緑色とドドメ色が混ざったファンキーなデザイン。アキラが自信満々に差し出した人形を見て、辰巳と綺理恵が激げき烈れつに顔をしかめた。

「な、なに、それ？　……オバケ？」

「その会社、倒産して当然です……というかあなた、かわいいって……本気ですか？」

「え？　なにが？」

　二人とも、なにやら妙みような距きよ離りを取ってくる。

　一方、陽良は手て渡わたされた人形を一いつ瞬しゆんだけジッ……と真顔で見つめてから、一転して輝かがやく笑顔を浮うかべて見せた。

「ありがとぉ、あきらちゃん！　よく見るとかわいいよぉ♪」

「ね、でしょ!?　ひいちゃんはわかってるわねー。これ叩たたくと、音が出るのよ！」

『オゲェ』

「わー、おげぇだって。あははは、変な声～♪」

　肥こえだめの底でガマガエルが憤ふん死しすような声を出す人形を手に喜ぶ陽良を、兄姉は感極きわまった様子で見つめていた。

「ひい……そんなに無理して。なんて優やさしいんだ……」

「我が妹ながら、健けな気げすぎて不ふ憫びんなくらいです……」

「そこ、あたしに失礼！」







　食事の後、辰巳は帰るアキラを途と中ちゆうまで送ることにした。

　多くの人が住む地下区画から表層に出ると、街灯や重層区画ビルの明かりを上から包む、曲状面照明スカイ・パネルの夜空が──星の代わりに濃のう淡たんが瞬またたく偽にせの夜空が、目に飛び込んでくる。

　その下を歩きながら、アキラは満足げだった。

「いやー。まさか取り立て相手の家で、ご馳ち走そうされるとは思わなかったわ。今日の食事代は、借金から棒引きしとくから」

「いいよ、そんな。あれは妹たちの持て成しの気持ちだから、お礼なんて……痛！」

　ぎゅうっと、思いっきり耳を引っ張られた。

「もー、打算的になれって言ってるでしょ!?　はいこれ領収書。返へん還かんは拒きよ否ひします！」

「え、だけど…………わかった、ありがとう」

　アキラに睨にらみ付けられたので、仕方なく受け取る。そこには結構な金額が記されていた。

「……なんにしろ、妹たちの料理が口に合ったようで何より。キリたちも、君のことを気に入ったようだし」

「へー。そういう穴なのね、節穴って」

「いや、僕の目は節穴じゃなくて……キリも言っていたよ。『混血と人間の兄妹が赤せき貧ひん暮らしをする家に、普ふ通つうに遊びに来たみたいに上がり込めるなんて奇き妙みような取立人ですね』と──いや、こうして言うと誉ほめ言葉ではないけど、ニュアンス的に、えっと……」

　思わずあたふたしてしまったが、アキラはくみ取ってくれたようで小さく微笑んだ。

「まあ、いいわ。変わってるってよく言われるし。…………けどあたし、そんなに変わってるかしら？」

「それは、まあ。吸血鬼に人気がある取立人というのも変わっているし、なにより──吸血鬼も混血も、人間と変わりなく見ている。それはとても、得がたい美徳だと思う」

　自然に出たストレートな誉め言葉に、アキラは少し照れくさそうに視線を逸そらした。

「別に、そんな大したもんじゃないけどね……まあ、もしあなたが褒めるような、そんな風なところがあたしにあるとしたら──それは多分、育ての親のせいだわ」

「育ての親？」

「うん。あたしは捨て子でね、育ててくれたのは、吸血鬼と人間の夫ふう婦ふだったの」

「…………は？」

「吸血鬼が養子を取るって、よくあることなのよ？　ほら、吸血鬼は子どもが産めないから。まあ、そういう家族の在り方はまだ、世の中に認められてはいなんだけど……」

　アキラの表情に浮かんだ暗い色を見て、問いかける。

「……ご両親は？」

「死んじゃった。十年くらい前、その頃ころはまだ血液銀行制度も黎れい明めい期きで、人間と吸血鬼の大規模な戦いもしょっちゅうだったし、それに巻き込まれて……まあ、気にしないで」

「……ごめん。でも、いまの君を見ていると、とてもいいご両親だったんだろうなって、そう思うよ」

　辰巳がそう言うと、アキラは目を丸くして黙だまってしまった。そうしてそのまま、みるみる顔が真っ赤に染まっていく。やがて、とても恥ずかしそうに言ってきた。

「あ……ありがとう。そんな風に褒められたの、初めて……あ、こんな話、誰にでもするわけじゃないのよ？　ただ、あなたたちの家庭を見てたら、ちょっと思い出しちゃって、だから、その…………あ、で、電話！」

　アキラはちょっと慌あわてた様子で髑どく髏ろが主人公のレトロアニメの主題歌を奏でる携けい帯たいを取り出し、通話を始めた。どうやら相手は黒髑髏らしい。「社長」「辰巳くん？　居るけど……」「なんで？　……うーん」などと、断だん片ぺん的な会話が聞こえてきた。

　やがて通話を終えたアキラは、やや考えこむような表情で辰巳に言ってきた。

「これから仕事で、債さい務む者のとこを訪ねなきゃならないんだけど、社長が、辰巳くんがいるなら一緒に行けって」

「僕と？」

「うん。でも……まあ、いいわ。辰巳くんはひいちゃんたちのとこに帰ってあげなよ。血液銀行的にはがっつり営業時間内だけど、普通で言ったらもう夜も遅おそいしね。右みぎ腕うでにも優しい女でしょ、あたし？」

　アキラのことも気になったが、しかし『ちょっと出る』とだけ伝えてきた妹たちを放ほうっておくのも気が引けた。

「僕は右腕では無いけど、では……えっと、気をつけて」

「はいはい。あ、じゃあ明日あした……そう、朝からきみんちまで迎むかえに行くから」

「あ、朝から!?」

「じゃないと破産回かい避ひには間に合わないでしょ？　だ・か・ら、朝ご飯用意しといてね」

「……いちおう、キリにお願いしておくよ」

　そうして、辰巳はアキラを送り出した。夜の街に消えゆく背中を見送る。

　──この夜の、アキラに対する誉め言葉、それらは全すべて辰巳の本心だった。

　だが、このときの辰巳はまだ、アキラの言葉の意味を真には理解できていなかった。

　後に最悪の状じよう況きよう下かで、辰巳はそれを痛感することとなる。







「万人殺しミリオン・キルズさん……万人殺しミリオン・キルズさん？」

　瞳ひとみを閉じて考え事をしていた八宵は、その呼びかけに目を開いた。

　ここは三分の二兄姉トウー・サードの事務所、そのソファーの上。顔を上げると正面には、怯おびえつつも緊きん張ちよう感のない、いつも通りの表情をした為田が立っていた。

「あ、すみません、お、お休み中でしたか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです、起きてましたから……というか私、ほとんど眠ねむりませんので」

「そ、それは、流石さすがですね？　いえ、あのー、地上暮らしの吸きゆう血けつ鬼きは昼間に眠らざるを得ないとかって言いますけど、いやぁ、流石はその、先生で」

「べ、別にそんな、ただの不ふ眠みん症しようで……あの、何かご用で？」

「はあ、いや、別に大したことではないのですが、ほら……お、お昼に、万人殺しミリオン・キルズさんがターゲットを殺すとき、割り込んできたあの少年……あれ、何者だったんですか？」

「ああ……」

　……咎野辰巳。

　ちょうど彼のことを考えていた八宵は、右手に絡からめたペンダントを横目に慎しん重ちように答えた。

「彼は……よ、よく、わかりません。ターゲットとも他人だったそうですし」

「た、他人？　なのにあんな風に身を挺ていして、かばったんですか？」

「はい。そういう人、みたいで……ふふっ」

　辰巳のことを考えると自然に笑いが漏もれた。吸血鬼になってから五年以上、こんなに軽い気持ちで笑えたのは初めてかもしれない。なんだか、彼のことを考えると──彼の視線を思い浮かべると、自分がとても『普通』であるように錯さつ覚かくしてしまう。

「あの少年、って……強いんですか？」

「そうですね。恐おそらく、とても」

　どこか誇ほこらしい気持ちでそう答える。

　と、そこへ。

「興味深いお話ですネ、先生」

「ねえ、強いってなにが強いの？　クイズ？　クイズなら私も強いの！」

「たぶんクイズの話じゃないヨ！　っていうか姉さん、クイズなんて得意だったっけ？　じゃあ……パンはパンでも、食べられないパンは？」

「兄さんがトイレでお尻しりから出すパン」

「出さないヨ！　っていうか十中八九、それパンじゃないヨ！」

　ズバン

　影身アヴアターラを固めて作った大おお振ぶりのククリナイフで兄が姉を袈け裟さ斬ぎりに斬りつける。左ひだり肩かたから右みぎ脇わき腹ばら近くまでをざっくりと切り裂さかれた姉は、断面からピュッピュと血を噴ふき上げながらベロンと傾かたむく上半身で、吐と血けつ混じりに八宵に聞いてきた。

「で……先生。えほっ……な、んのお話、だったの？」

「あ、いえ……」

　相変わらずのグロテスクな兄姉愛に戸と惑まどいながら、考える。

　……辰巳のことを話すか、どうか。

　そもそも、最初に辰巳を推すい薦せんしたのは自分である、なのに、いまはなんだか躊躇ためらう気持ちが大きい。彼を血銀強ごう盗とうなどという荒あら事ごとに巻き込んでしまって、いいものか…………

『命を救うのは、いいことだろう？』

　──申し訳なさそうに言う、彼の言葉が耳に蘇よみがえる。

　……そう。やっぱり、彼を巻き込むのはやめておこう。

　八宵がそう決めてお茶を濁にごそうとした、そのとき。

　いつも縮こまっているのに、こんなときに限って為田が横から口を出してきた。

「じ、実はなんか、先生も認めるとっても強い人っていうのが、昼間の仕事のときに現われまして……はい」

「ほほう？　それってもしかして、先日言われてた助すけっ人との心当たり、ですかネ？」

「あ……はい、まあ」

「で、で、彼のお名前は？　為田ん、聞いたりしてないの？」

「あ、はい。後ろに立ってたら、ちょっと聞こえてきた感じで……」

「ふむ、名前さえ分かればすぐに連れん絡らく先も割り出せるでしょう。これでその助っ人さんを仲間に引き込めれば、計画は成功間ま違ちがい無しですヨ！」

「…………」

　どうしよう……彼を巻き込んでしまった。八宵はそういった後こう悔かいと共に──また彼に会える。そう思うと無責任に、胸が高鳴るのを感じてしまった。







　そこは、違い法ほう住居の一つだった。もともとは何を目的に作られた空間なのかも分からない、頑がん丈じようそうな地下の一角。不便な場所で、周囲に他の住居は無い。アキラが取り付けられた扉とびらを開けると、それほど古くもなさそうなドアが断だん末まつ魔まのような音を立てた。

「あのー、ごめんくださーい。バッカス・ファイナンスのものですがー」

　中は暗い。吸血鬼は極きよく端たんに夜目が利きくから、年季の入っている者ほど明かりを点つけるという習慣を持たない。ここに居るのもその手合いだろうか。

　電気が通ってれば良いけど……ポケットからサングラスを取り出して装着する。紫し外がい線せん量が管理された黄泉津では本来不要なものだが、取立人のそれはパッシブ方式の暗視装置になっている。高度契ミ約ト術ラの恩おん恵けいを受けた高級品は、耳元のスイッチを入れれば表面で受け取った赤外線光を非電気的に増倍し、正規化した上で裏面に表示する。

　映し出された色の無い視界で、扉の向こうを覗のぞき込む。なにも無い手て狭ぜまな通路が数メートル、その先は右手に曲がっていて窺うかがえない。玄げん関かんも靴くつも無く、生活感は皆かい無む。

　危険の気配は十分に感じ取っていた。引き返さなかったのは、油断していたから。なにせ、社長の判断は信しん頼らいしている。社長がアキラに任せたのだったら、それはアキラで十分な仕事だということだ。その考えが、後退の足を鈍にぶらせる。

　そう、アキラは黒髑髏が『辰巳を連れて行け』と言った重要さを、理解していなかった。




　バダギギンッ！




　アキラが一歩中に入った瞬しゆん間かん、ドアが異様な音を立てて勝手に閉じた。

　開けようとするが、開かない。恐らく吸血鬼があらかじめドアの一部に影身アヴアターラを潜ひそませておき、遠くから操あやつって閉めると同時、ドアを物理的に歪ゆがめてしまったのだろう。

　注射警棒を抜ぬき放ちつつ、片手で携帯を操作する。横目に画面を見ると、圏けん外がい。携帯電波の妨ぼう害がい装置はそれほど入手の難しいものではない。

　完かん璧ぺきに、罠わなに捕とらわれた。

　取立人を閉じ込める──その目的はいますぐ殺すか、あとで殺すかのどちらかだろう。

　扉を背にして集中する。敵の位置がわからない。敵の攻こう撃げきをかわし、同時に相手の居所を摑つかまなければならない。

「────」

　静かに呼吸を整えつつ……さっきまで陽良と笑い合ったり綺理恵に嫌いや味みを言われたりしていたことを思い出し、妙みような気分になる。

　そして、辰巳。彼の不在に心許もとなさを覚えている自分がいるのに気づき、少し驚おどろく。

　そこに攻撃、足あし下もと。

「くぅ……ッ！」

　床ゆかを這はうように伸のびてきた黒い鎌かま。足首を刈かるように振ふるわれたそれを注射警棒で受け止め、動きが止まった刃やいばの上を飛び越こえる。

　蛇へびのようにのたくる鎌の去り際ぎわに注視する。鎌の戻もどっていく先、そこに敵は居る。

　果たして、その鎌は…………天てん井じようにぽっかり開いた、三十センチ四方の換かん気き口へと戻っていった。届かない高さではないが、人間が通れる大きさではない。吸血鬼はあの中に、何らかの方法で身体からだを小さくして潜もぐり込んでいるらしい。

　すぐに二撃目。アキラはなんとかそれをかわすと部屋の奥へと駆かけだした。一いつ箇か所にじっとしていたらやられる。建物内を捜そう索さくして、なんとかして天井裏への攻撃手段を見つけなければ……

　だが。

　数メートルの通路を進んだ先の曲がり角。その先にあったのは、瓦が礫れきや廃はい材ざいを積み上げて作られたバリケードだった。

　進めない。背後では天井から垂れ下がった鎌が、その先せん端たんを二ふた股またに、三ツ股、四ツ股に……最終的には八本になった刃が花弁のように並び、アキラに狙ねらいを定めている。

　袋ふくろの鼠ねずみ。襲しゆう撃げき者は絶対安全の位置からこちらを攻撃している。警棒では、あの数の刃は受けきれない。

「……ねー、なにが目的なのよ？　どんなときでも交こう渉しようには応じるっていうのが、あたしのポリシーなんだけど」

　勝ち目の無い中でアキラの発した言葉は、無視されてもおかしくないものだった。

　だが壁かべの向こうからは呻うめくような、低く歪んだ声が返ってきた。

「……目、的。ぞんなごどは、決まっでいる──血銀狩がりだ。取立人殺しだッ！　貴様らのごどを、どれだけの吸血鬼が恨うらんでいるごどが！　吸血鬼の尊厳を踏ふみにじり！　弱みにづけ込み呪のろいを課じて、血を奪うばい取る横暴な人間共め!!」

「あー……あなた、ドラキュリストの人？　なら、こんなことしても何も変わらないわよ？　合法的に、被ひ選せん挙きよ権けんのある人を代表に立てて意見を主張しないと。あたしはドラキュリストに賛同は出来ないけど、手続きの手伝いくらいならしてあげられるし──」

「うるぜぇ！　ぐぞぅ、調子が狂くるう……この偽ぎ善ぜん者め、屁へ理り屈くつ屋め！　んなごどじでも、金持ちどもが話を聞くか！　国が変わるが！　俺ぁ人の金を玩おも具ちやにじで、偉ぞうにじでる貴様らが殺ぜりゃあ満足なんだ！　その頭ず蓋がい骨こつに穴ぁ開けで生きだまま便器代わりにしでやりゃあぞれで満足なんだよォ!!」

「ちょ、ちょっと！」

　交渉はあっさり決けつ裂れつ。刃で出来た口が大きく開き、アキラに向かって迫せまり来る。

　逃にげ場は無い。受けようも無い。こうなったら手足の一本を犠ぎ牲せいにしてでもなんとか凌しのいで、そんでもってとことんまで説得してやろうじゃないか……ッ！

　覚かく悟ごを決め、アキラは自ら刃に飛び込もうとして──




　ドギァン！




　派手な音を立てて刃の向こう、アキラが入って来た扉がぶっ倒たおれた。

　……まさか？　いやいや、まさかそんな。咄とつ嗟さに浮うかんだ想像を慌あわてて否定する。

　だがしかし、そこに立っていたのはアキラの想像した通りの人物だった。

「アキラ、下がって！」

　辰巳は恐ろしい勢いで中に飛び込んでくると、天井から下がっていた鎌の大花に自らの右みぎ腕うでを突つき入れた。刃に包まれた腕は当然、一瞬でボロボロに切り裂かれる。

　だが、流れた血が地面に落ちるより早く腕は再生。裂かれた肉が、断たたれた骨が、驚きよう異い的な速度で元に戻っていく。

　それだけではない。天井から伸びていた大鎌も辰巳の再生する腕、その肉と肉の隙すき間まに吸い込まれるようにして消えていく。──取り込まれる？

「ぐ……間に合って、良かった。後からやっぱり気になって、黒髑どく髏ろに連れん絡らくしてね」

「辰、巳……くん？」

　アキラは……喜ぼうと思った。なのに、それが出来ないくらい、ひどく困こん惑わくしていた。

　辰巳の出現に対して、ではない。辰巳の様子が、どこか違っていることに対して。

　見た目で言えば髪かみに一筋、赤い色。流血では無い。血のように赤い髪が一ひと房ふさ、黒髪の中に差し込まれてうっすらと輝かがやいている。その輝きには見覚えがあった。契ミ約ト術ラが発動した際に、吸きゆう血けつ鬼きの血で書かれた文字が帯びる薄うすい輝きと同じに見えた。

　辰巳がこちらを見てくる。なぜだろう。背筋が震ふるえた。

　辰巳は立ち尽つくすアキラに気まずげに微笑ほほえみかけ──しかしその表情はすぐに消えた。

「う……げほ、ぇ、ぐ……げほ」

　びちゃ、びちゃり。血を吐はき、膝ひざをつく。その身体は小刻みに痙けい攣れんし、視線は宙に揺ゆれている。真っ青な顔色に見ている方が辛つらくなるほどの苦しげな表情を浮かべ、身体を折り曲げるようにして骨の髄ずいから絞しぼり出すように、痛々しい吐と血けつを繰くり返す。

　そんな辰巳の様子がアキラの硬こう直ちよくを解き、咄嗟に駆け寄らせた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　ちょっと!?」

　助け起こそうと、肩かたに手をかける──いや、手をかけようとした。

　そのとき。

「──触さわ、るな」

　辰巳の喉のどから発せられた、掠かすれきった恐おそろしい声。その異常に咄嗟に反応できず、アキラは辰巳の肩に手をかけ──

「──痛ッ！」

　鈍にぶい痛みに手を引く。衣服が切り裂さかれ露ろ出しゆつした辰巳の右腕、そこに触ふれたアキラの指先に──血が滲にじんでいた。

　指先の皮ひ膚ふはぐずぐずに崩くずれ、肉の下から染しみ出すように出血している。

　なぜ、どうして。戸と惑まどうアキラに、辰巳が言ってきた。

「ごめん……この吐血は、身体が吸血を拒きよ絶ぜつしてるだけだから……大丈夫。でも、あらかた血を吐いたとはいえ、一時的に力を抑おさえられなくなっているから……いま僕に触れたら、強制的に血が奪われる。だから……触らないで」

「……触れたら……血が？」

　……そんな吸血鬼、聞いたことが無い。牙きばを介かいさず血が吸えるのも異常だが、自分の意思に関係無く血を吸ってしまうなんていう、そんな生き物は、だってあまりにも──

　もはや、何がなにやら分からない。

　ただ目の前に立ちこめる恐ろしい気配に、アキラは窒ちつ息そくしそうな感覚に囚われていた。




　辰巳は口元の血を拭ぬぐいながら立ち上がり、身構えながら敵の次の動きを考えた。

　吐血の最中に攻撃されることも覚悟していたが、それは無かった。敵は慎しん重ちようになっている。一方的に影身アヴアターラを奪われる──普ふ通つうならありえないそんな仕打ちを受けたのだから、当然といえば当然だ。であれば次は……逃とう亡ぼう、それもあり得る。だがそれ以外なら──

　風切り音。

　古風な相手らしい、銃じゆう弾だんでは無く矢を放ってきた。なんにしろ、非ひ接せつ触しよくの遠えん距きよ離り攻こう撃げきに切り替かえるというのは妥だ当とうな策だ。惜おしむらくは、決断が遅おそかったことか。

　そして恐らく──相手は辰巳の能力を見み極きわめるために、換気口から顔を出してこちらを窺うという致ち命めい的なミスを犯おかしているに違いない。

「──ふッ！」

　辰巳は飛んできた矢に、振りかぶった手の平を思いきり叩たたきつけた。

　矢は辰巳の手の平に刺ささると同時に取り込まれ、その場で瞬しゆん時じに向きを反転した状態に再形成──そのまま飛んできた元の方向へと倍の速度で撃うち返される。

「……ぎゃっ！」

　命中の手て応ごたえ──捉とらえた。打ち返した矢には、血で出来た細い鎖くさりを繫つないである。

「──出てこい」

　手にした鎖をたぐり寄せる。その鎖を通じて、既すでに相手の血液の一部は辰巳の支配下に置かれていた。抗あらがえば、相手の中から際限なく血が抜き取られることになる。
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　果たして、鎖を二度たぐり寄せるよりも前にそれが天井から落ちてきた。

　どさちゃっ──

「ぐ、うああ……血が──血が、抜ぬがれ──うわああ！　や、やめろぉ!!」

「……もう、やめてる」

　地面でのたうつのは、高度な『変身』能力を使わずに狭せまい換気口に入るためなのだろう──両手両足の骨を粉々に砕くだき、身体の関節を影身アヴアターラで覆おおって芋いも虫むしのように蠢うごめく男。悪夢的にグロテスクなその容よう貌ぼうは、辰巳に抜ぬかれたせいで血が不足し実じつ年ねん齢れいに近づいているのか、老人と言っていいくらいに老ふけ込んでいる。

「ぐぅぅ……ぐっぞぅ……ぐぞ……ッ、畜ちく生しようぉぉぉ!!」

　男が最後の足あ搔がきとばかり、大口を開けて牙を剝むき、アキラに向かって跳ちよう躍やくする。

　辰巳が咄嗟に動く。アキラを庇かばうように突き出された辰巳の腕に、男が嚙かみついた。

　瞬間、男が笑う。彼にとって、これは起死回生の展開だった。吸血鬼は、牙を突き立てることによって他の吸血鬼の血を支配できる──奪い取れるのだ。男は辰巳の血を、その力ごと吸い上げて自らのものにしようとして──

「ッ……ぐぁえ!?」

　男は驚きよう愕がくの表情で悲鳴を上げ、動きを止めた。その全身が、目に見えて干ひ涸からびていく。

　馬ば鹿かな──男には到とう底てい、信じられないことだった。嚙みついた男の牙を通して、嚙みつかれた辰巳の方が逆に、男の血液を支配し、奪い取ったのだ。吸血鬼にとって血に直結した特別な器官である牙──それを突き立てているが故ゆえに、逃のがれられず、防げもしない。圧あつ倒とう的な支配に晒さらされ──死よりも恐ろしい感覚に、男は涙なみださえ流して震え出した。

「ぅ、げほっ、おぇ……はぁ、はぁ…………アキラ、いまのうちに……アキラ？」

　辰巳はすっかり戦意を喪そう失しつした男を腕から振り払うと、先ほどまで以上に苦しげに血を吐き出しながらアキラに呼びかけた。だが、返事はない。

　顔を横に向け、アキラの様子を確かく認にんする。その瞬間……辰巳の表情が軋きしんだ。

　腰こしを抜かして座り込むアキラの、辰巳を見る瞳ひとみは、その表情は──辰巳にとって、はるか昔から見慣れたものだった。むしろ、アキラは鈍すぎたのだ。辰巳の存在は穢けがれの塊かたまりであり、殺し奪うことに特化した悍おぞましい危険物。それを察知した多くの人間や吸血鬼がそうしてきたように……アキラもまた、辰巳のことを見つめていた。

　憐あわれなほどに怯おびえきった瞳で──悪あく魔まを見るが如ごとき、恐きよう怖ふに歪ゆがんだ表情で。




　幼くして養父母を失ったアキラはその才能を見み出いだされ、当時出来たばかりだった対吸血鬼部隊の養成施し設せつへと送られた。訓練の成績は悪くなかったのに十二歳でそこを放ほう逐ちくされたのは、適性試験で落第したからだ。

　落第の理由は、『吸血鬼を人間と同等に見てしまうため』。

　吸血鬼と人間の夫ふう婦ふに育てられたアキラにとって、それは当然のこと。

　だからこそ──そんなアキラだからこそ、よりいっそう。

　目の前の辰巳が────恐ろしい。

　善意に溢あふれ、良心に欠けた男。彼は、ああ彼は、あれほど善人に見えた彼は──あっさりと、恐ろしい暴力を振ふるっていた。振るうことができていた。もちろんアキラだって、多くの吸血鬼だって、暴力は用いる、でも、それでも──こんな風には、できない。

　その様を見て、理解する。彼は殺せる。能力として如何いかん、ではない。存在として、彼は他の誰だれをも殺せるのだ。練り上げられた殺さつ戮りく機能と、不可分の欠落した精神性……

　彼は善意に溢れている。だから誰も殺さない。そう、それはただの善意で──彼はものごとの善悪をいつもよく考えて、自信なさげに問いかけていた。それはまるで、ただ自分の心だけではそれらの善悪が判断できないかのように──

　──目と目が、合う。

「っ、っ……！」

　感情と感覚が津つ波なみのように押し寄せる。音の無いプレッシャーに重たく押しつぶされ、呼吸すらままならず、喉で喘あえぎながら、身体からだの震えが止まらない。

　目の前の男に対して、ほとんど脈みやく絡らくを無視した感情が沸わき起こる。

　それは──彼が自分を『殺しうる』ということに対する、本能的な恐怖。




　アキラは震ふるえて、言葉も出せないようだった。

「……申し訳ない」

　呟つぶやいて、辰巳はアキラから目を逸そらす。

　自分のせいだ、と思った。

「──君には、もっと早く言うべきだった。僕が借金をした、本当の理由」

　アキラの瞳がわずかに揺らぐ。怯えつつも、聞きたくないと言っているように見えた。

　だが、辰巳は言う。

「僕は、破産して死ぬために借金をした。──僕は観みての通り、こんななんだ。触れれば傷つけ、争えば殺してしまう。……僕はかつてこの力で──この手で妹を、殺しかけた。それで、決めた。僕は死のうと。そう、悪いものである僕が死ぬのは、たぶん……いいことだろう？　契ミ約ト術ラの呪のろいで破産状態になれば、不死身の僕でも死ねると思った。……だというのに、いま、君も傷つけてしまった」

　届かないものを前にして、子どもが思わずするように──手を伸のばす。

　すると手の先で、アキラがビクリと大きく震えた。

「……ごめん。君に会えて嬉うれしかった。それは本当なんだ。……本当に、ごめん」

　次に会うのは破産の時か、あるいはもう二度と……




　辰巳が血液銀行に電話で状じよう況きようを伝え、倒たおした男を背負ってその場を立ち去るまでの間、アキラは一度も言葉を発さなかった。……発することができなかった。

　それでも最後に、立ち去る辰巳の背中に向かってなんとか声をかけようとして──

　──先ほどの辰巳の姿が脳のう裏りをよぎる。

「ッッ…………」

　……肺はい腑ふが縮み上がり、開いた口は結局、何の言葉も発せなかった。

　そうして──辰巳は、アキラの前から去って行った。







　三　宵の誘　cost of life




「なんともお困りのようだ」

　黒い髑どく髏ろを被かぶった小こ柄がらな少年にそう言われたとき、十一歳の辰たつ巳みは確かに困っていた。

　三日三晩を戦い抜いて目的を達した今、無用な力の──悪あく辣らつな習性の行き場がない。

　吸血の衝しよう動どうは抑おさえがたいのに、身体は血を激しく拒きよ絶ぜつし吐はいてしまう。

　耐たい性せいの無い者に迂う闊かつに触ふれればそれだけで、傷つけ血を吸い殺あやめてしまう。

　我ながら忌いまわしい、犯し奪うばい殺すためだけに在るこの身体。

　死にたいと思っても、もはや死ぬことすらままならない……

　そんな辰巳の思いを見み透すかすようにして、黒髑髏は言った。

「俺ならば手伝える。その力を封ふうじる術──契ミ約ト術ラ。血を代だい償しようにした違い反はんの呪いだ。混血であるお前は、それによって非実在特性を劣れつ化かさせれば吸血衝動も薄うすまり、触れるものみな傷つけることもなくなり……そう、人間並みに生きることさえ可能だ」

「……なぜ、僕にそんなことを？」

「ビジネスだとも。俺がお前と結ぶのはローン契約だ。お前が契けい約やく違反の末に破産したら、その血を残らず抜き取って多額の利益を得る計算になっている。無論、実際に金も貸そう、必要な分だけ取りに来い。あるいは血がいいなら、血で支し払はらう」

「血は吸えない。妹を殺しかけたとき……吸えなくなった」

「ならば金だ、莫ばく大だいな金額になる。商売も始められるし、豪ごう遊ゆうも出来る。……とはいえ、お前がこの国そのものと争ってまで相続を放ほう棄きした財産に比べれば、雀すずめの涙だがな」

「……まだ、具体的にはわからないけど……お金は、世のため人のために使いたい」

「結構。使い道は死ぬまでに決めてくれればいい。こちらとて無む尽じん蔵ぞうに融ゆう資しできるわけではないからな、可能な限りの余よ剰じよう資産を融資に回し、合法的にお前を破産させるまでにおよそ五年はかかろう。時間はまだある。……あるいは、その間に考えを変えたなら──」

　──考えを、変えたなら。

　あのとき黒髑髏がなんと言おうとしていたのか、辰巳は知らない。

　考えは変わらない、僕は死ぬべきだと言って、それを遮さえぎったからだ。

　あれから五年。

　借金の使い道も決めて、妹たちの後見人も見つけ、ついに終わりが近づいたその日……辰巳はアキラと出で逢あった。







　辰巳は放課後、まっすぐ帰宅の途とについた。

　アキラの前で力を見せてしまったあの事件から、一晩が経たっている。

　訊きいてもいないのに山さん河がが伝えてきた情報によると、どうやらアキラは今日、学校を休んだらしい。

　……今いま頃ごろ、どうしているだろう。

「…………うーん」

　一人で道を歩いていると、なんとも言えずもやもやする。

　……今頃、アキラは怯えていないだろうか。いや、たとえ彼女が怯えていたとしてもその原因である自分に、出来ることなんて……

　考えてもどうしようもないことが、頭の中で渦うずを巻いて離はなれない。

　こんなときに限って、山河も用事があるとかでさっさと帰ってしまった。

「…………うううーん」

　駄だ目めだ、気分が重い。こんな時はまっすぐ家に帰って綺き理り恵えにキツーい説教でもされたほうがいい。いや別に、そういう性せい癖へきなわけじゃなくて。

　そんなことを思いながら歩いていると……背後から誰かに呼ばれたような気がした。

「──アキラ？」

　振り向くと。

　全視界を覆おおう暗い色──あ、これ詐さ欺ぎグループに縛しばられたときも似たような感じだった。そんなことを思う辰巳は上半身に大きな袋ふくろを被せられると、すぐ傍そばまで迫せまっていたバンの中にどさり、と運び込まれ──攫さらわれてしまった。




　ほんの十数秒で、袋が外された。

　そこは走る車の中だった。車体後部に、向き合うようにして設置された椅い子すの片側。

　正面にはよく似た二人の吸きゆう血けつ鬼き。そして辰巳の隣となりには八や宵よいが座っている。

　辰巳は何が起ころうと対処できるよう注意を払はらいつつ、正面の吸血鬼に話しかけた。

「えっと……すみませんけどこれ、どっち方面からのお誘さそいなんでしょう？」

「あはッ、多方面から誘いを受けるような覚えがあるの？　さすがなの～」

「なに、ご安心ください。我々はしがない──血液銀行・被ひ害がい者の会ですヨ」

　血液銀行、被害者の会。そして剣けん吞のんな吸血鬼、隣には八宵……

　揃そろったパーツから、ある程度の状況を理解する。

「……なるほど。それで八宵さんから僕のことを聞いて、勧かん誘ゆうに来たと」

「まぁ、理解が早くて大助かりなの！　……それでって、どれで？」

「姉さんの理解が遅おそくて大困りだヨ！　っていうか姉さん、なにしに来たんだヨ！」

「それはもちろん、えーっと…………逆ナンなの☆」

　そんな姉の発言に激しく反応したのは、八宵。

「ゲホフッ」

「なぜか先生が噴ふき出しちゃったヨ！　っていうかそのボケはツッコみづらいヨ！」

「ツッコみづらいなんて、弱気なこと言わないの！」

　ずぶぐちゅり

　姉が二本の指を兄の右目にツッコんで頭の中身をかき回すと兄の四し肢しは狭せまい車内でビクンビクンと暴れるように痙けい攣れんしてから徐じよ々じよに動きが小さくなってやがて静かになった。

　姉は指についた血を嘗なめ取りながら、どこか艶つやっぽい視線を辰巳に向けてきた。

「と、いうわけで……あなたには、私たちの助すけっ人とをお願いしたいの」

「そ……そう、です、咎とが野の辰巳さん……あーもう、目に血が……えー、多少は調べさせて貰もらいましたヨ。詳くわしい金額は分かりませんが、多額の借金のために最近も四六時中、取立人につきまとわれているそうで」

「……確かに」

　四六時中、取立人につきまとわれて──そういう言い方をされると、まるで自分が悲ひ惨さんな状況に置かれていたように聞こえるから不思議だ。そんなことを思う辰巳に、右みぎ隣どなりの八宵が身を乗り出して言ってきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしたか？　あんな暴力的な……本当に、ひどい取立人で」

　強めの口調でそう憤いきどおる八宵だが、表情はどこか嬉しそう。……なぜに？

　反応に迷っていると、三分の二兄姉トウー・サードが更さらに言い寄ってきた。

「混血とはいえそれほどの厳しい取り立て、かわいそうなの、同情するの～」

「どうですかネ？　我々に協力していただけるなら、借金を帳消しにできるのですが」

「ああ……なんとなく話の流れはわかりましたけど、それってたぶん、悪いことでしょう？　僕はもう、そういうことはしないって決めてるんで。協力はできません」

　キッパリ断わると、隣の八宵が密ひそかに微笑ほほえむのが感じられた。

　対して、三分の二兄姉トウー・サードは表情を硬くした。

「……それはまあ、立派な心がけですネ」

「ほんとなの、悪いことはしないなんて。……しなきゃ、死ぬのに？」

「しないよ、死んでも」

「…………」

　沈ちん黙もく。電気自動車のモーター音だけが空間を通り過ぎていく。

　辰巳は相手から目を逸そらさない。八宵は黙だまって、手を宙に遊ばせる形で構えている。

　空気が急激に渇かわいていくかのような錯さつ覚かく、一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感が車内に張り詰つめる。

　……戦いになったら、八宵は仲裁に入るのだろうか、それとも殺しに来るのだろうか？　もし彼女と戦うことになった場合……彼女は強い。短期決着なら問題無いが、もし自分が血を吸って、吐き気を抱かかえた状態で駆かけ引きが続いたら──

　果たして、事態を動かしたのは三分の二兄姉トウー・サードの兄。小さく笑い、言う。

「……なるほど。いやいやいや、本日はお時間を取らせてしまい申し訳ありませんでしたネ。そろそろ一周して元の場所ですから、どうぞお降りくださいヨ」

　言い終わるのとほぼ同時に車が停まり、ドアが開く。

　そこは狙ねらったかのように、辰巳が拉ら致ちされたまさにその場所だった。




　辰巳が釈しやく然ぜんとしない様子ながら、軽く頭を下げて車を降りていく。

　お互たがいが無事で終われたことに八宵がホッと胸をなで下ろしていると、三分の二兄姉トウー・サードが嬉うれしそうに語りだした。

「あはッ。辰みんってば、なかなかいい男なの」

「まったくだヨ。ということで先生。ちょっと彼に、ついて行って欲しいのですが」

「え……彼に、ですか？」

「なのなの。先生が見張ってくれてる間に、私たちは彼を説得する準備をするの～」

「見張りなんて泥どろ臭くさい仕事ですが、彼が先生の言う通りの実力者ならやはり、これは先生にしか頼たのめません。申し訳ないんですが、なにとぞお願いしますヨ」

「は、はあ……わかりました」

「あはッ、さすがは先生なの～」

「それでは、すぐに連れん絡らく要員を合流させますので──」

「あ、いえ、一人で……その、一人で、大丈夫ですから」

「……？」

　八宵の不自然な主張に三分の二兄姉トウー・サードはしばし目を丸くしてから……笑って頷うなずいた。

「足手まといは要いらないだなんて、頼もしいの～」

「なにかあったら、携けい帯たいに連絡いたしますヨ」

　そんな三分の二兄姉トウー・サードに見送られ、八宵は車を降りた辰巳の後を追いかけた。




　…………妙みようなことになったなあ。

　家に向かいながら、辰巳は胸の中でうめき声を上げた。

　原因は背後。

　振ふり返ると、三メートル未満のごくごく近い距きよ離りに八宵がついてきている。

　尾び行こう……というわけでもなく、単に後ろについてきてるだけなのだが……

「……あの、さ」

「は、はい？」

「えっと……誘いは断わったし、特に口くち封ふうじされるような情報も聞かなかったと思うんだけど……なんで、ついてくるの？」

「ご、ごめんなさい……お気になさらず」

　お気になさらず、と言われても……

　……辰巳が三歩進むと、八宵も三歩進む。

　辰巳が立ち止ると、八宵も立ち止る。

　辰巳が振り返ると、八宵は照れた様子で俯うつむいてしまう。

「…………あのー、さ」

「は、はい！」

「そう後ろにぴったりついてこられると、やっぱり気になっちゃうんで……せめて、隣を歩いてくれないかな？」

「え!?　と、隣って……こ、こう、ですか？」

　八宵が辰巳の隣に並び、ついでになぜか……そっと手を繫つないできた。

「うん、いや…………なんで手を？」

「あ！　ごめ、ごめんなさい！　つ、つい、隣を歩くって、こういうイメージで……」

「いやまあ、別にいいんだけど……」

　……手を離はなした八宵は、隣にそっと寄り添そったまま喋しやべらない。辰巳も、なんと言っていいかわからない。黙ったまま道を歩き、階層を下り、通路を進む。……気まずい。




　スラムに近づき、街並みが歪いびつになっていく。自宅に近づいたある一角、不法居住者を対象にした店が並ぶ商店街に通りがかると、パン屋の店先に立つずんぐりむっくりな丸みのある中年男性が辰巳に声をかけてきた。

「お、辰巳くん、デートかい？　キリちゃんに見つかったら怒おこられちまうぜぇ？」

「連れん原ばるさん、違ちがいますから。誤解しないでください」

「そ、そうです、私は、ぜんぜん、そんな……まだ、一応……」

　顔を真っ赤にしながら尻しりすぼみな調子で否定する八宵は、ふと気になった様子で顔を上げ辰巳に訊きいてきた。

「あ、あの……『キリちゃん』、というのは？」

「ああ、上の妹で……でも確かに、キリは怒りそうだなあ……あのさ」

「は、はい？」

「どこまでついてくるつもりなのかは知らないけど、もしうちの近くまで行ったらちょっと離れて貰ってもいいかな？　ああ、あと僕には決してパンツを見せないで欲しい」

「え……そ、それはつまり……逆に、見せろってことですか？」

「なんで!?　違うよ！　いや、なんと言うか……実はうちには、とても怖こわい妹がい──」

　──るんだよ、と語ご尾びまで言い切ることは出来なかった。

　なぜなら、連原さんのパン屋から何気ない風に綺理恵が出て来て、

「あら兄様。こんなところで出くわすなんて、運命ですね」

　と、ちっとも笑ってない目のままニコリと微笑んできたからだ。

「………………キリ、いまの聞いてた？」

「さあ、どうでしょう。ところで、そちらの方は？」

「ひぅ……」

　綺理恵に視線を向けられた八宵は本能的に怯おびえて、辰巳の陰かげに隠かくれる。辰巳の服の裾すそを摑つかんで、身を寄せて……

　それを見つめる綺理恵の視線が鋭するどく尖とがる。そして言った。

「……兄様、正座」

「え、でもここは路上で──」

「兄様……せーざ」

「……はい」

　辰巳が諦あきらめ正座すると、

「ご、ごめ、ごめんなさい……」

　なぜか八宵も隣となりに並んで正座した。

「あら、言われる前に自ら座るとは良い心がけですね。ついでに、人の兄に手を出さない程度の慎つつしみ深さまであれば満点だったのですが」

「あぅ……」

　八宵が一段と怯える。

「お、おいおいキリちゃん、お兄ちゃんだって女友達の一人や二人──」

　と、横にいた連原さんが見かねた様子で助け船を出してきたのだが、

「連原さん」

「あ……へい」

　気付いたら、連原さんも正座していた。

　路上に並ぶ三人の正座を綺理恵が見下し語り出す。

「さて。……まずは連原さん」

「へ、へい！」

「つい座らせてしまいましたが、野菜のお裾分けありがとうございました。行って良し」

「へ、へい。ありがとうございます」

　なぜかちょっと嬉しそうな連原さんは立ち上がり、辰巳に対してグッと親指を立ててから脇わきに退いた。なんだそのサイン。ちなみに連原さんはここ百二十年間、独身である。

「続いて、兄様」

「う、うん？」

「うん？　ではありません。次から次へと女性を連れ歩いて……いったい、いつからそんな欲求不満になってしまったのですか。確かに兄様も異性が気になる年とし頃ごろなのでしょう。ですがまず劣れつ情じようを抱いだくべき相手は普ふ通つう、ひとつ屋根の下で暮らす妹ではないのですか!?」

「ないのですか、って言われても……普通は違うと思うよ？」

「自分に噓うそを吐つかないでください！」

「じ、自分に!?」

　道の真ん中でそんなよく分からない問答をしていると。

　なんだなんだ、また辰巳くんが綺理恵ちゃんに叱しかられてるぞ。相変わらず仲いいなぁ。おお、今日はかわいいゲストまで。口々にそんなことを言いながら、周辺の住人達が集まってきた。皆みなもう慣れたもので、これがいわゆるケンカではないことを知っている。今日は一体どんな説教なんだろう？　という気軽なノリで見物し始めた。

　そんな見世物と化した路上にて、綺理恵が八宵をぎろりと睨にらみ付ける。

「そもそも……吸きゆう血けつ鬼きが、なぜ兄様と一いつ緒しよに？　兄様とはどういったご関係なのですか」

「い、いえその、私は、なんというか……た、辰巳さんのファン？　みたいな……はい」

「兄様の、ファン……？」

　綺理恵は八宵をじっと見つめ……やがて小さく笑い頷いた。

「なるほど。貴女あなたとは多少はわかり合えそうです」

「い、義妹いもうとさん……ッ！」

「フフ……貴女、いまさり気なく義妹と書いて『いもうと』と読みませんでしたか？」

「あ……つい」

「小学校で習う漢字の正しい使い方すら知らずによく生きてこられたものです、その厚かましさにはまったく感心させられますね」

「ご、ごめんなさい……」

「謝るふりをして、なにをさりげなく兄様の袖そでを摑んでいるのですか。油断のならない……兄様も、彼女から離れてください！」

「いや、そう言われても……ちょっとキリ、そう引っ張らないで！」

　おー、キリちゃん頑がん張ばれ！　女吸血鬼も負けるなー！　チクショウ辰巳の野や郎ろう、俺と代わりやくださいお願いします！

　そんな声せい援えんの中、路上における痴ち話わゲンカは賑にぎ々にぎしく続けられた。




　そんなこんなで、気付けばもう夜。

　延々と続く路上の説教ショーを終わらせたのは、帰りの遅おそい姉を迎むかえに来た陽ひ良らだった。

「おゆうはんの時間だよー♪」

　陽良がそう告げると周囲の観客達も「もうそんな時間か」と日常に戻もどり、連原さんを含ふくむ商売人たちは「持っていきな」と辰巳たちに余り物を分けてくれた。なんだかよく分からないうちに夕飯と明日あしたの食事までもゲットしてしまった。

　なにはともあれ、説教され疲つかれた辰巳を中心にさあ帰ろうという段になって……傍かたわらでオドオドと立ち尽つくす八宵に、陽良が笑え顔がおで話しかけた。

「おにいちゃんのお友達ですかー？　ぜひ、おうちによってってー♪」

「え、あ、あの……」

　陽良に誘さそわれた八宵が、どう対応して良いのか困りきった様子で辰巳を見てきた。

　辰巳は微笑ほほえんで答えた。

「良かったら、呼ばれてやってよ」

「で、では……少しだけ」

「わぁ♪　じゃあ、ご案内しますねー♪」

　笑顔の陽良が手を引いて八宵を先導する。

　その背後で、

「ちっ」

　と綺理恵が激しく舌打ちするので、八宵はビクッ！　と身体からだを震ふるわせた。

　そうして四人で家に向かう途と中ちゆう、綺理恵が辰巳に訊いてきた。

「ちなみに兄様、あの図ずう々ずうしい取立人はまた今日も来るのでしょうか？　来訪が重なるといっそう面めん倒どうそうですし、もし来るのであれば先に連れん絡らくしておいて欲しいのですが」

「ああ……うん、アキラはもう来ないよ」

　その事実を改めて口にすると、思ったよりも胸が痛んだ。

「……兄様？」

　綺理恵が辰巳の表情をじっと見つめてくる。

　辰巳は黙だまったまま、綺理恵と視線を合わせることもなく、そのまま道を歩き続けた。







　時刻は回って夜遅おそく。

　夕食を終えた辰巳が家を出ると、すぐ傍そば、街灯から離れた陰かげの中に八宵が立っていた。無表情の中にも、どことなく穏おだやかさが漂ただよっている。

　辰巳はふらりと彼女に近寄ると、世間話の調子で話しかけた。

「いやあ、八宵さんが挨あい拶さつだけしてすぐに出ていくから、ひいが残念がっていたよ。得意のカップケーキを振ふるまうつもりだったみたいで」

「ご、ごめんなさい……でも私、人間食は食べられないので」

「え？　でも──」

　普通の吸血鬼は、人間食──人間の食事も摂とることが出来る。栄養にはならないが味は感じるし、消化器官を通して身体に取り込むことも出来る。

　だが八宵はそれが出来ないという。その理由は何か……すぐに思い当たった。

「……その、鞘さや」

「はい。お腹なかの一部を使っています。私は吸血鬼と戦うことが多かったんで、体外臓アムシヤを使った間接的な吸血はすごく効果的で……」

　八宵の腰こしに下げた鞘、それは体外臓アムシヤ──体内から取り出した臓器を契ミ約ト術ラの助けで加工、固定化したものだった。体外臓アムシヤの役割は、吸血鬼の能力の強化と外部装置化にある。八宵の場合は『吸血』の能力を拡張しているらしい。

　その力は確かに効果的だろう、しかし戦いのためにここまでする吸血鬼は少ない。体外臓アムシヤを生成できる職人が希少なのと同時に、その使用には激痛が伴ともなう上に臓器の不足は色々な不便をもたらすからだ。それこそ、人間食が食べられなくなるような……

「……吸血鬼食は？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ミックマックバーガーとかは、大好きです」

　吸血鬼食とは、人血を使うなどの方法によって多少は吸血鬼の栄養となるよう考えられた料理である。それは血を吸うのに近い形で吸収でき、人間食に興味は無くとも吸血鬼食なら話は別という吸血鬼も珍めずらしくはない。それなら八宵にも食べられるらしい。

「そうか、なら帰りに吸血鬼食を買っておけばよかったかな……いや、気が回らなくて申し訳ない。体外臓アムシヤを使ってる人と戦ったことはあっても、ちゃんと話すのは初めてで」

「そう、なんですか？　じゃあ……み、見てみますか？　私の……『一切一切りワンカツト・キル』」

「え」

　八宵が鞘──『一切一切りワンカツト・キル』という名前らしい鞘を外し、差し出してきた。

　実のところ、それほど見たいわけでもなかったのだが……八宵がこちらをじっと見つめながら差し出してくるので、なんだか断わるのも気が引けた。

「……では、見せて貰もらっていいかな？」

「はい、どうぞ」

「……へえ。見た目は全然、生物っぽい感じはしないんだね。契約文も目立たないし……うん、触さわった感じも普通の皮革みたいだ」

　いざ見てみると意外に興味深い。確かめるように、鞘の表面を手で撫なでてみた。

　……さわさわ、すりすり

「あ、触さわッ──ぁっ……ンゥ……ッ」

「戦いの時は身体と繫つながっているみたいだったけど、切り離はなせるんだね。接続ポイントは、ここかな？　ちょっと突とつ起きがあって……コリコリしてる」

　コリコリ、コリコリコリ

「ッぁ……ゃ……っァ、そ……こぁ」

「入り口は狭せまいんだね。まあ扱あつかう刀身は伸しん縮しゆく自在なわけだから、挿さしたり抜ぬいたりするのに穴のサイズは関係無いか」

　ぐいぐい、グリグリ、ぐいぐい

「ゃぁ……ゆび……ら……めぇ」

「あ、ちょっと汚よごれがついちゃった。ごめん、擦こすれば落ちるかな……っしょ、しょっと」

　ゴッシゴッシ、ゴシゴシゴッシ！

「……ッァァ!!」

「あ、あれ？　八宵さん？」

　八宵は高い声を上げながら、お腹を抑おさえてうずくまってしまった。なんだか顔も真っ赤で、かなりつらそうに見える。

「え、ご、ごめん、もしかして痛かった!?　力を使っているとき以外、体外臓アムシヤがどういうときに痛むのか知らなくて……！」

「だ、大……だいじょうぶ、れふ……ッはぁ、はぁ……あの……くすぐ、ったくて……痛いのは慣れてる、んですけど、お腹の中が、くすぐったくて……はぁ……ふぅ」
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　八宵はしばらく深呼吸を繰くり返し、平静を取り戻すと立ち上がった。

　顔はまだ赤く、瞳ひとみは潤うるんでいる。大丈夫かなぁ、と心配する辰巳の前で八宵は、

「し、舌だけ嚙かまないように、ハンカチを咥くわえますので、続きはそれからで……あむ」

　と、ハンカチを口に詰め込み始めた。

「そ、そこまでしなくていいから！　十分見たよ、うん、ありがとう……というか、手て荒あらく触ってしまって申し訳ない。もっと、ちゃんと気をつけるべきだった」

　心の底から申し訳なく思って、うな垂れがちに謝罪する。

　八宵はそれに、笑顔で応こたえた。

「い、いえ、いいんです、ぜんぜん。その……辰巳さんがそうやって普通に接してくれるの、嬉うれしいですから」

「そ、そう？」

「はい。私の仕事を知って、力を知って、それでもこんな風に接してくれる人は初めてで……自分がまるで普ふ通つうみたいな気がして……こ、こんな気持ちになれたの、久しぶりで」

　恥はずかしそうに頰ほおを染め、はにかみながら嬉しそうに言ってくる。

　……なんというか。ずっと抱いだいていた違い和わ感を、改めて意識させられる。熟練した殺しの腕うで前まえと、容姿年ねん齢れいよりなお幼いような気弱さのミスマッチ……

「……お節せつ介かいかもしれないけど、君はなぜいまみたいな仕事を？　正直、似合っているとは思えない」

「な、なんというか……成り行き、です」

「成り行き……？」

「あ、でも！　今回の仕事は私の意志でやると決めたんです。私が……私が、やらなきゃいけないんです。血液銀行は……私が」

　思い詰めた表情。彼女の持つ危あやうさが露ろ出しゆつして見えた。

　……彼女の事情に、更さらに踏ふみ込むかどうか。無責任なことになってしまわないかという躊躇ためらいが一いつ瞬しゆん生まれたが、しかし──彼女の痛々しげな表情に、黙ってはいられなかった。

「いったい、なにがあったの？」

　八宵の視線が揺ゆれる。彼女のほうにも躊躇いがあるらしい、なかなか言葉を発しない。

　辰巳は黙ったまま、彼女を見つめて待ち続けた。

　──やがて周囲の空気の静けさが強く意識されだした頃ころ、八宵はゆっくりと語り始めた。

「…………血液銀行は──父の敵、なんです」




　幼い頃、黄よ泉も津つに住んでいた八宵は通りすがりの吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれ、家族を失うと同時に吸血鬼へと転化した。その後、八宵を襲った吸血鬼は殺人罪で対吸血鬼部隊ガルズに捕ほ縛ばくされ、どこかへ行ってしまった。

　いわゆる『はぐれ』──導く者を持たず独り放置された、吸血鬼社会における孤こ児じたち。それは黄泉津の社会問題だった。人を襲った吸血鬼は捕つかまるが、それは襲われたうちのごく少数──転化した者たちから、多くを学ぶべき血親カドウルーを奪うばうことになる。はぐれとは伝統的な吸血鬼社会に対する無理解と杓しやく子し定じよう規ぎな法律運用によって生まれた歪ゆがみの象しよう徴ちようであり、多くの吸血鬼犯罪の温おん床しようとなっていた。

　だが八宵は幸運なことに、飢うえる前に街中でひとりの混血と知り合うことが出来た。

　彼は八宵に同情し、彼女が人を襲わずに済むよう、どこからか血液パックを持ってきてくれた。八宵はその血を吸いながら、吸血鬼であることを隠かくして学校に通い、人間並みに生活し、一時は絶望した人生に再び希望を見み出いだすことが出来た。母子家庭に育った八宵は、いつしか彼のことを父と呼ぶようになっていた。

　だが、穏やかな日々にはやがて終わりが訪おとずれる。

　──血液銀行の取立人が、父のもとを訪れたのだ。

　八宵に与あたえられてきた血液は血銀から借りたものだった。

　そして父は、その返済を滞たい納のうしていた。

　父は取立人に言った。新しい仕事が見つかった、必ず返済するから来週まで待ってくれ。

　取立人はそれを聞かず、父の頭を割って、血を抜き、彼に破産──死を宣告した。




「……父がいなくなったあと、私は何もせず、じっとしていました。その内に飢えに襲われ、身体が軋きしみ、存在が消えていくのが感じられて、怖こわくなってきて……そのとき、父の知り合いだという人が私を訪ね、血を稼かせげる仕事を紹しよう介かいすると言ってきました。それが吸血鬼殺しの仕事で……あとはもう、『はぐれ』にありがちな成り行きで、裏社会に」

　俯うつむいたまま淡たん々たんと語る。八宵の表情は見えない。

　辰巳は自分の心臓が凍こおり付いたような感覚に苛さいなまれながら、それを聴きいていた。

　成り行き──さきほど八宵が口にしたその言葉。その残ざん酷こくさに息が詰まる。

　八宵はかすかに目を細め、細い声で先を続けた。

「抗こう争そう、暗殺、用心棒……多くの場合、相手は吸血鬼でした。血まみれになって傷だらけになって、手足を切られたり火に焼かれたり──いろいろ大変でしたけど、なぜか……本当になぜか私は生き残り……気がついたら、同族殺しが『得意』になってました。するとみんなが私を怖がるようになって、私はそれが、なんというか……すごく、いやでした」

　自分の心境を、どこか他ひ人と事ごとのように説明する。

　八宵は、辰巳が普通に接してくれるのが嬉しいと言った。そのときはピンと来なかった。彼女にとってただ怯おびえられず、憎にくまれないことがどれほど貴重なことか……

　言葉の出ない辰巳の前で、八宵がわずかに顔を傾かたむける。

　覗のぞいた表情とその声に、苦く悶もんの色がにじみ出る。

「……あのとき、父が殺されなければ。取立人が待ってくれれば、こんなことにはならなかった。……貧びん乏ぼうだったら、殺されても仕方ないんですか？　生きるのがこんなにつらくても、しょうがないんですか？　……私は、そうは思いません。血液銀行は間ま違ちがってる。だから、私が……私がやらなくちゃ、駄だ目めなんです。だって……そうじゃ、ないですか」

　……悲ひ壮そうな決意を語る八宵は、辰巳と視線を合わせない。

　復ふく讐しゆうという言葉を口にするには、あまりにも痛々しい姿だった。

　その表情に浮うかんでいるのは怒いかりより痛み、憎しみよりもむしろ自己嫌けん悪お。

　彼女の復讐は、弱く貧しかった自分──恩人を破は滅めつに至らしめ、戦うことすら出来なかった自分に対する罪の意識に根ざしているのだろうか。

　その復讐はまるで自らを痛めつけるかのようで──辰巳は静かに、口を開いた。

「……僕には、君の復讐がいいこととは思えない」

　八宵が息を吞のみ、見開いた瞳で辰巳の顔を見る。

　泣きそうな──否定されることに怯えきったような表情。

　そんな八宵に、辰巳が告げる。

「でも……君は、怖くないよ」

　八宵の手がぴくりと震ふるえる。必死で生きてきて、その結果、理想とはかけ離れてしまったその手。哀あわれさに、思わず握にぎる。

「君は悪くないよ」

「……っ」

　八宵は感極きわまった様子で辰巳の胸に飛び込んできた。そのまま、声を上げずに涙なみだを流す。

　──八宵は悪くない。それは本心だ。だがそれなら、血液銀行が悪いのか？

　……いや。辰巳は血液銀行という制度の必要性を少なからず認めているし、武ぶ闘とう派はの取立人が悪人とは限らないことも知っている。血液銀行が必ずしも悪だとは思わない。

　じゃあ、八宵が不幸なのはなぜなのか。誰だれが悪いのか？　なにが悪いのか？

　……答えが出ない。言葉が出ない。

　いいことをしたいのに、何がいいことかが分からない。

　辰巳は八宵の肩かたを抱きながら、どうしようもない無力感に苛まれ、強く唇くちびるを嚙んだ。







「八宵さん！　僕と結けつ婚こんして子どもを三人産んでダルメシアンを二匹ひき飼って海の見える小高い丘おかの上に庭と暖だん炉ろのある落ち着いた一いつ軒けん家やを建てて末永く幸せに暮らそう！」

　瞳の中にキラキラと星をちりばめた手足の細長い辰巳がそう言ってきたので、八宵は思わず全力で、

「お……お気になさらずッ！」

　と答えた。

「──気になります」

「え…………あれ？」

　気がつくと布ふ団とんの中。見知らぬ布団に低い天てん井じよう──狭せまい部屋。

「ここは……」

「ひいのうちだよー♪」

「学生でさえそろそろ家を出ようかというこの時刻、まだ寝ねぼけていられるとは素す晴ばらしい生活スタイルですね。まあ他人の家で熟じゆく睡すいし、起こそうとしても『気にするな』と答えるふてぶてしさに比べれば大したことではありませんが」

「え……ごめ、ごめんなさい！」

　ランドセルを背負った陽良と制服姿の綺理恵に見つめられる中、八宵は慌あわてて身体からだを起こした。ああそうか、さっきの辰巳は夢か……なんとなく、ホッとする。

　そうしてから改めて記き憶おくを思い返す。昨日の夜、思わず辰巳に抱きついて──抱きついて、それからどうしたっけ？

「あ、あの、私はいったい……？」

「覚えていないのですか、人を呆あきれさせるのはあなたの特技のようですね。あなたは昨晩、一度は退出した後に……なんだか知りませんが眠ねむった状態で兄様に運ばれてきて、仕方が無いから布団に寝かせたのですよ」

　つまり……辰巳に抱きついたまま寝てしまったのか。は、恥ずかしい……彼に、どんな顔で会えばいいのかわからない──って、あれ？

「あの、辰巳さんは……？」

「朝まで玄げん関かんで正座をして、今朝はすでに学校へ行きました。あなたのことは、よく眠っているからもう少しそのままで、と。本当にどうしようもない兄様です」

「……そう、ですか」

　辰巳が居ないと聞いて、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけする。

　あ、そういえば辰巳の監かん視しが自分の仕事だったんだ……まずいかなぁ。そんなことを思う八宵に対して、綺理恵が躊躇ためらいがちに言ってきた。

「……度を超した善人の兄様とはいえ、他人を家に残していくというのは滅めつ多たにあることではありません。だから──」

「え」

「──だからといって図に乗らないように。さあ、早く消え失うせる支し度たくをしてください」

　冷や水を浴びせられるような一言に、八宵はまた涙目になって謝罪を返した。







　授業が終わって放課後、辰巳が山河と一いつ緒しよに帰ろうとすると校門脇わきに八宵が立っていた。

　周囲の生徒たちは八宵の纏まとうヤクザな空気を察してか、距きよ離りを置いて通り過ぎていく。

　……いつから立っていたのか、かわいそうに思って近づこうとすると。

「あ、咎野くん」

　アキラの現クラスメイトにして辰巳の元クラスメイト、佐さ沼ぬまさんが声をかけてきた。

「校門からは帰らないほうがいいかも。ほらあの子、吸きゆう血けつ鬼きでしょ？　物ぶつ騒そうだなぁ」

「あー、うん、大だい丈じよう夫ぶ……」

　辰巳を気き遣づかうその言葉に悲しくなる。人間は力ある者、奪うばい生きる者を嫌きらう──だが、吸血鬼と人間にどれほどの違ちがいがあるものか。そんなことを思うが、どうしようもない。

　その点、アキラとの会話はとても楽だった。そんなことを思い出して胸が痛む。

「咎野くん……？　あ、そういえば伴ばんさん、今日も休んでたけど、なんか知ってる？」

「……いや」

　なんとも答えづらくて口ごもる。そこに割り込んできたのは、隣となりの山河。

「タッツィー、見ろ見ろ、あの吸血鬼！　なかなかの上玉じゃあないか。ああいうのが意外といい女王様になったりするものだ、ああ、虐しいたげられたい！　ハアハア！」

「……まあいいや。じゃあまたね、咎野くん」

　気持ち悪いことを言う山河を見ないようにしながら、佐沼さんが去って行く。……佐沼さん、最後まで山河の名前も呼ばなかった。一応、山河も去年のクラスメイトなのに。

「……はあ。とりあえず助かったよ、山河」

「あれは防衛本能に根ざした差レ別イ主シ義ス者トだな、まだ可愛かわいげがある」

　幼なじみは自分が追い払はらった元クラスメイトのことを、そんな風に評した。

　なにはともあれ、辰巳は周囲の視線を一身に受けながら八宵に近づいていく。

　所在なげにそこに立っていた八宵は、辰巳を見つけると嬉うれしそうな笑顔でペコリと頭を下げてきた。すると辰巳が返礼するより前に、隣の山河が騒さわぎ出した。

「お嬢じようさん、タッツィーの知り合いか！　ではそうだな、ここは一つ……うむ。タッツィーの、チン毛が生えてきた年ねん齢れいを教えてやろう！」

「え、えぇ!?」

　あまりに脈みやく絡らくの無い発言に八宵が顔を赤くして驚きよう愕がくする。そりゃそうだ。

「なに言ってんだよ、山河！」

「なにって、小こ粋いきなトークでお前らの仲を取り持ってやろうとしているだけだろうが」

「さっきの発言から、どうやって仲が良くなるんだよ！」

「それはそこから、無む駄だ毛げの処理はどうしてますか？　といった会話が弾はずむだろう」

「そんな会話はしたことがないし、金輪際しないから！」

「あ、あの、私は……毛は、あんまり……」

「八宵さんも、答えなくていいから！」

　まったく……息切れしてしまう。山河は、辰巳がツッコみに回る数少ない相手だった。

　それにしても、周囲の生徒からの視線が痛い。ただでさえ吸血鬼と会話していて好こう奇きの視線で見られていた所に、無駄毛の話でトドメを刺さした。学校恐こわい。

　と……八宵がきょろきょろ、周囲を見回しているのに気がついた。

「どうかした？」

「あ、いえ……あの取立人の女性、いないなぁ、と思いまして」

　──思わずぴくりと肩が震える。それに気付かず、八宵は続けた。

「昨日から、いつ現れるんだろうと気にしてたんですが、ずっと姿を見せませんし。この学校の制服を着てましたけど……なにか、怪け我がや病気なんでしょうか？」

「…………そうだね。どうか、したのか」

　事実を話す気にもなれなくて、かといって上う手まい誤ご魔ま化かし方もわからなくて。我ながら情けないくらいに言葉を濁にごす。

　八宵が違い和わ感に気付いて、辰巳の表情を窺うかがってきた。

　辰巳は無理に笑え顔がおを作ろうとして──

「はち切れマンボの──暴れ太だい鼓こだッ!!」

　という謎なぞのかけ声と共に、背後の山河にパンツごとズボンをずり下ろされた。

「うわあッ！」

「きゃぅ！」

　八宵は咄とつ嗟さに両手で顔を隠かくしたが、指の隙すき間まからこちらを見ている。意外としっかりと。

　とにかく辰巳はズボンを必死にずりあげ背後を振ふり向いた。

「な、なにするんだよ、山河！」

「親友として言わせて貰もらうとだな、そんなぶ厚い皮をかぶったような顔をしていたら、いまに腐くさるぞタッツィー。この皮かぶり！　皮かぶりッ！　さあ、彼女もご一緒に！」

「え……皮かぶ、り？」

「あぁぁりがとうございますッ!!」

「山河」

「げふん……とにかくだ。お前はそうなんでもかんでも一人で抱かかえ込まないで、たまにはさらけだせばいいんだ、さらけだせば。好きなものは好き、いやなものはいや、エロいものはエロい。キャッキャウフフはエヘヘのオホホ、いやよいやよも好きのうちだ！」

「なんか後半、無茶苦茶だけど」

「感じだ感じ、そんな感じだ。とにかくあれだ、そんなゴムのような表情で破は裂れつしてしまう前に、誰だれかにすべてブチまけろ。言えば解決することだってあるんだからな」

「……まあ、考えておくよ」

「よし。それでは俺は用があるので、この辺で」

　一人満足した様子で、山河は行ってしまった。

　後には嵐あらしの後のような静けさだけが残り……なぜか心は、少し軽くなっていた。







「あ、ちょっと先に行ってて貰ってもいいですか？」

　二人での帰り道、歓かん楽らく街を通り過ぎようかという地点で八宵がそんなことを言ってきた。

「いいけど、どうかした？」

「はい、ひいちゃんたちにお土産みやげを、と……ミックマックが目に入ったもので」

「ミックマック、って……」

　八宵の視線の先にあるのは、黄泉津でのみ流は行やっているハンバーガーチェーン。

『禁きん忌きのお肉の素す敵てきな味わい！　ミックマックハンバーガー』

　そんな冗じよう談だんのようなノボリが店先に立つそこは、もっとも気軽に吸血鬼食を出すお店として知られている。人間が食べても毒にはならないが、癖くせのありすぎる味で一部のマニアが好む以外ではまともな食べ物とは認にん知ちされていなかった。

「い、いや、気持ちは嬉しいんだけど、妹たちは僕と違って純じゆん粋すいな人間だから……ああいうのは、ちょっと」

「あ、わかってます。ハンバーガーじゃなくて、セットのおまけのオモチャを、と思って。かわいいんですよ？　あれ。いま貰えるのは、『ムカヂュウ！』の声と共に二百万ボルトの電でん撃げきを発する、実験モルモット型のスタン人形なんですけど」

「おまけも全力で吸血鬼感覚なんだ……まあ、バッテリーを抜ぬいて遊べば問題無いか」

「すぐ追いつきますから、先に行っててくださいね」

　八宵は笑顔で辰巳にそう念を押すと、お店に向かって行ってしまった。

　……なんだろう、八宵の態度が昨日までとは一転して明るく、リラックスして見えた。常に腰こしが引けていたのが、普ふ通つうに笑いながらスラスラ喋しやべれている。歩いている最中に視線を向けても俯うつむくことなく、こちらを頼たよりきった表情で笑いを返してくるだけだった。

　うーん……自分は確か、犯罪組織に与くみする彼女に見張られている、被ひ害がい者的立場だったような気がするんだけど……なんだろう、わけがわからない。

　とりあえず言われたとおり、先に帰り道を進んでおこう。

　そう考えて、八宵を残して一人歩き出すと──不意に思い出す。

　この道をアキラと帰った。ほんの、一昨日おとといのことだ。

　……そんなことを思い出しても、どうしようもないのだけど。ただ、辰巳の家に向かうのに、むしろ辰巳を引っ張って進むようなアキラの力強い調子が思い出され──そんな風景を壊こわしてしまったことへの罪悪感に、足が止まった。

　八宵もいないから、取り繕つくろう必要もない。思わずため息をつきそうになった、その寸前。

「おーいっ」

「あう」

　後頭部をこづかれて、前によろめく。

　なんとか踏ふみ堪こたえて振り向くと。

「なにを…………って……アキラ？」

「んー？　他の誰かに見えるの？」

　辰巳は完全無欠にぽかーんとしてしまった。

　なにしろ目の前のアキラは、いつも通りの、ごく普通のアキラだったのだから。

　辰巳を見る瞳ひとみに怯おびえの色も無く、警けい戒かいするような素そ振ぶりさえまるで無い。

　……なにが、どうなって？　どこかの吸血鬼がアキラに化けているのかとも思ったが、気配からしてそれはない。いやでも、しかし、だってじゃあ……

　何も言えずにいる辰巳の前で、アキラは実にめんどくさそうに語りだした。

「いやー、大変だったのよ？　あなたの借金、どうにかするのにさー」

「借金を、どうにか……？」

「そうそう。ほら、これ！」

　アキラが鞄かばんから書類を取り出してきた。それは辰巳にも見慣れた体裁──借用書。

「これ、借用書？　……って、債さい務む者がアキラ──アキラが、借金!?」

　驚愕する辰巳の前で、アキラは笑って手を振った。

「ちがうちがう。よく読みなって。これはあたしがバッカスから、きみへの債さい権けんを格安で借り入れるっていう契けい約やく書なの」

「……は？」

「つまり……回収代行業者みたいなのを、会社とは切り離はなしたあたし個人の事業として行うの。この債さい権けん委い譲じように合わせて返済日程を更こう改かい、破産時期を遅おくらせる。オーケー？」

「いや、その……よくわからないけど……そんなことして、アキラは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「まーね。辰巳くんがきっちり返済してくれたら、差額でうまいこと儲もうけられるようになってるのよ。まあ、あたしもいずれは自分の血液銀行を持ちたいと思ってたわけだし？　これも、いいきっかけだと思って」

「僕がきちんと返済したら、って……返済できなかったら、そのときは……？」

「そのときは──そのときよ！」

　──絶句する。まさかアキラは……辰巳のために、リスクを背負うつもりなのか。

　血液銀行の債さい務むを背負うことのリスクは、人間であっても変わらない。人間の血液にも、命と引き替かえの最後の一滴フアースト・ブラツドは存在するのだ。黄泉津における血液銀行が合法的な組織とはいえ、あまりにも大きな債務は命に関かかわる。だというのに──

「……どうして、そこまで」

「ん？」

「だって……見ただろう？　分かっただろう……僕は、僕は『悪いもの』だ。いつ取り返しのつかないことになるか、わからない。だから、死ぬ為ために借金を──」

「あのねー。何度言わせるのよ、ふがいない。あなたはあたしの右みぎ腕うでになるの。あたしが決めた、そう決めた。それに死ぬ為の借金なんて、そんなのあたしのポリシーに反するわ。絶対に許可しません」

「でも……僕は……」

「そもそも──あのときは、びっくりしちゃったけどさ。よくよく考えれば、辰巳くんは辰巳くんだし？　むしろ……助けてくれて、ありがとう」

「……ッッッ」

　一いつ瞬しゆん、耳を疑う。

　それくらい思いがけない……そう、まるで夢のような言葉だった。

　唐とう突とつに救われた思いがして、心が震ふるえる。

　辰巳のあまりの感激っぷりに、アキラはやや照れくさそうに言い足した。

「まあ、会社にとっては得の無い話だから社長も渋しぶってたけどさ。なんとか説得して、辰巳くんが了りよう承しようしたらいいよーって。だから……ね？」

「アキラ……」

「よもや、この期ごに及およんでなにか文句でも？」

　じっと見つめられる。アキラの瞳には、曲がらない光が宿っている。

　それは辰巳の心を覆おおっていた湿しめった空気を吹ふき払はらう、なんとも言えず暖かな、心ここ地ちの良い感覚だった。

「…………」

　多分、駄だ目めなんだと、頭ではそう思う。

　かつて妹の首を絞しめて血を吸おうとしたときの恐きよう怖ふと後こう悔かい。

　触ふれる者すべてを傷つけてきた、消し去れぬ過去。

　そうなるように辰巳を育てた、最悪なる者の存在。

　それらすべて辰巳の身体からだにしがみついてきた重荷──でもそれがいま、不思議と軽い。

　辰巳は自分でも意外なほど迷うことなく、決断することが出来た。

「……わかったよ、アキラ。できるだけ、足あ搔がいてみる」

「オーケー、それでこそあたしの右腕だわ。じゃあ、早さつ速そくあなたんちに行って書類作り、そっから今度こそ稼かせいで貰う為に、仕事を探して節約して運用して……最終的には起業して、計画破産というダーティーな手も……うん、忙いそがしくなるわよ！」

「う……覚かく悟ごしとくよ……右腕どうこうは、また別の話として」

　アキラの不敵な笑え顔がおに見下ろされ、なんだか早くも自分の発言を後悔しそうになる。

　でも、なんだろう。目の前が急に開けたような気分だった。

　……一度、黒髑どく髏ろに相談してみようか。気が変わった、死にたくないと言って──軽けい蔑べつされるかも知れないけど、仕方が無い。たったいま、足搔くと約束したんだから。辰巳の抱かかえた契けい約やくの特とく殊しゆさについて、まだアキラに説明しきれていない所もある気がするし。

　自ら死ぬためにした借金を、生きるために返済する。それはひどく滑こつ稽けいで、間ま抜ぬけなことのようにも思えたけれど、しかし決意した辰巳の心は晴れやかだった。

「ほら、行くわよ」

　そう言って、アキラが手を差し伸のべてくる。

　辰巳はその手を握にぎろうと、自らの手を伸ばし、

「辰巳さーん、お待たせしましたっ。ひいちゃんへのおみやげ買えたんで、はやくおうちに帰り……ま、しょう？」

　背後から現れた八宵が辰巳の手を取り、同時にアキラを見て固まった。

　アキラもまた同じように、八宵を見て表情を硬こう直ちよくさせる。

「……その子、あのときの？　……おみやげ？　おうち？　帰る？」

「え、あ、いや…………」

　先ほどまで朗ほがらかだったアキラの表情が曇くもる。

　八宵は怯えたような瞳ながら、退くことなくまっすぐにアキラの視線を受け止める。

「…………」

「…………」

　唐突に、空気が重い。こんなに息苦しい沈ちん黙もくは初めてだ。

「──辰巳くん」

「は、はい」

「別にあたしとあなたは完全にビジネスライクな関係だから、あたしが必死に書類つくったり社長を説得したりかけずり回ってる間に、あなたがなにをしてようとも別にどうこう言ったり感じたり怒おこったりムカついたりはしませんけどね？　──何か、言うことは？」

「え。え、っと…………………………こちら……通りすがりの、青あお薙なぎさん」

「へー通りすがり。通りすがりの女の子を家に連れ込むような奴やつなら、それはちょーっと右腕として、躾しつけが必要かしらねえ」

「いや、そうじゃなくてそのー……僕も信じられないくらい、複雑な事情があってね？」

「……あ、あのッ！」

　八宵が強い口調でアキラに声をかける。

　ああそうだ、八宵さんからも誤解を解くようなことを言ってくれ……と思いきや。

「あ、あの……もう、辰巳さんにつきまとうの……やめてくれませんかッ!?」

　八宵はふるふる震えながら、上うわ目め遣づかいの涙なみ目だめでそんなことを言い放った。

　なんだかすごく健けな気げだが、健気さの使い所を間ま違ちがっている。

「は？」

　応じるアキラの怒ど気きが膨ふくらむ。

　本気でまずい。冗じよう談だん抜ぬきに……アキラは怖こわいし、八宵はいつ武力行使に出るか分からないし……いつでも初撃を浴びるつもりで、辰巳は二人の間に飛び出した。

「ま、待って！　八宵さん、これはつきまとわれてるわけじゃなくて……アキラも、これには本当に、色々な事情があって……えーっと……」

　……どうしよう。侮ぶ蔑べつするようなアキラの視線と、すがるような八宵の視線に挟はさまれながら考える。そもそも何が問題なのか。なんかすごい誤解と、わずかな因いん縁ねんがあるような。

　別に二人とも、悪い人ではないんだけど…………うん、悪い人ではないんだよ。

　それなら、別に話を複雑にする必要は無いんじゃないだろうか？

『すべてブチまけろ。言えば解決することだってあるんだからな』

　そんな、山河の言葉を思い出す。

「……あのさ。二人とも、ちょっと時間を貰もらえないかな？　いろんなことを全部、順を追って、ちゃんと説明するから」

「……いろんなこと？」

「……全部？」

「そう。別に、何かの言い訳がしたいわけじゃなくて。隠かくし事も誤解もなくして、そうしたらきっと……二人とも、仲良くなれる気がするんだよ。ただの勘かんなんだけど、でも……君たちの生き方は、どこか似ているから」

　そう……二人はきっと助け合える。もし二人が分かり合えれば、とてもいい結末に辿たどり着く。そんな奇き妙みような確信があって、辰巳は真しん剣けんな表情で視線もキリリと言ってみたのだが、

「…………まー、そこまで言うなら、起き訴そ猶ゆう予よにしてあげなくもないけど」

「…………は、はい、まあ」

　うわあ、二人ともすごい不満かつ不服かつ不ふ機き嫌げんそう……

　思わず腰こしが引けそうになるが、とりあえず頷うなずいてくれたのだからと自分を励はげます。

「じゃ、じゃあとりあえず、外でする話でもないから、うちに行こうか」

　そう口にして……ぞっとする。

　二人を連れて帰ったら──キリの奴はいったい、なんて言うだろう……？

　正座では済まないかもしれない……ううう、うううう……

　などという辰巳の心配は、杞き憂ゆうに終わることになる。

　それは、とても悪い形で。







「ただいま──」

　辰巳はそう言って自宅のドアノブに手をかけ──言いしれぬ違い和わ感に、動きを止めた。

　周囲の様子はいつもと変わらない。

　だが、そこに漂ただようのは不ふ吉きつの気配。




　──血の臭におい。部屋の中から漂ってきている。




「辰巳くん？」

　背後からの、アキラの呼びかけ。その隣となりでは何も把は握あくしていないらしい八宵がキョトンとしている。この中で最も嗅きゆう覚かくのするどい辰巳だけが、これに気付いているらしい。

　……辰巳は、ドアノブから手を離はなした。

　綺理恵と陽良の血の臭いは把握しているが、それは感じられなかった。漂うこれは恐おそらく、既すでに立ち去った吸血鬼たちが武装した際の残り香が──そして、辰巳への警告のサイン。

　三分の二兄姉トウー・サードの部下達か。だが、様子からして八宵は何も知らされていないらしい。

　友好的な八宵の存在に騙だまされていた。彼女は油断を誘さそうための囮おとりだったのか。

　状じよう況きようは百パーセント間違いなく始まっている。いまに連れん絡らくが来るに違いない──

　そう思った次の瞬しゆん間かん、辰巳の携けい帯たいが振しん動どうする。手にとって見ると、一言。

『取立人にお帰りねがうの～☆』

　──送り元は綺理恵の携帯になっている。そしてこの内容とタイミング、確実に監かん視しされている。いまからの会話はすべて、連中に聞かれていると考えなければならない。

　怪け訝げんそうにしているアキラを見る。

「……アキラ」

「どうかしたの？」

「やっぱり、さっきの返済計画の話はなしだ。今日はもう帰って欲しい」

「は？　なによ、いきなり。……いまのメール、なにかあったの？」

「そうじゃない。ただ、いま冷静になって考えてみたらやっぱり、あんな計画は無茶だ。僕は君の提案には乗らない。だからもう、帰ってくれ」

　できるだけ厳しい口調で言う。だが、アキラはむしろ冷静な表情でそれを受け止めた。

「辰巳くん……あたしに、変な隠し事はしないで。……お願いだから」

　まっすぐに、飾かざり気け無くそんなことを言われ──ああ、アキラにすべてを伝え、助けを請こいたくなる。でも駄目だ。自分のやるべきことは、すでに決めている。だから──

「……帰ってくれ。そう言っている」

「──ッ!!」

　隣で八宵が臨戦態勢に入る。……辰巳が意図的に、力を誇こ示じしたからだ。抑おさえるには積み重ねた契ミ約ト術ラが必要な力も、解放するだけなら簡単だった。演技をする必要すら無い、漏もれ出る力を視線に乗せれば、それは紛まぎれもない、殺意となる。

　その殺意のプレッシャーを受けて──二日前に茫ぼう然ぜん自失となるに至った辰巳の本ほん性しようを向けられて、アキラの動きが止まった。驚おどろいたように目を見開き、強い風に吹ふかれたように全身が総毛立っている。

　そのまま逃にげ出すと、そう思った。だが……

「……やだ。……帰らない」

　──アキラはぐっと、その場に踏ふみ止とどまってみせた。鋭するどい目つきで、唇くちびるを引き結び、正面からまっすぐに辰巳のことを見つめ返してくる。

　──こんなとき、こんな状じよう況きよう下かだというのに、激しい感情が辰巳の胸に沸わき起こる。

　アキラはこの二日、ただ書類仕事に奔ほん走そうしていたわけではなく……練り上げていたのだ。辰巳に内在する忌いまわしい本性、それに屈くつしないだけの──屈くつ強きようなる、覚悟を。

　……ああ。賛美すべき彼女を、いまから傷つける自分のことを嫌けん悪おする。だが、すべての意思力を働かせ、胸の痛みを必死に無視して、敢あえて言う。

「アキラ……勘かん違ちがいしないでくれ。断わりづらくて流されるまま、ここまで来てしまったけど……君の自己満足に付き合うのは、もう限界なんだ。僕はこれから、八宵さんと二人で話がある。だから──やっぱり君には早く、帰って欲しい。これは僕の、本心だ」

「………………」

　アキラが、信じられないといった表情で──悲痛な表情で、硬直する。

　あらゆる吸きゆう血けつ鬼きも立ち向かえない辰巳の恐きよう怖ふに抗あらがった彼女が、辰巳の言葉、何の力も込こめられていないただの言葉に打ちのめされる。アキラは消え去るような表情、それを伏ふせて辰巳に背を向けた。

「…………、ごめん」
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「え」

　驚く。それは、アキラが辰巳に対して初めて口にする言葉だった。

　アキラはそのまま振ふり向くことなく、歩き去って行った。

「…………っ」

「た、辰巳、さん……？　いまのは、一体……？」

　苦く悶もんの表情を浮うかべる辰巳に、八宵が戸と惑まどいながら問いかける。と、彼女の携帯が鳴りだした。

「あ、す、すいません、電話が──」

「貸して」

　八宵が謝りながら取り出した携帯を奪うばうように手に取り、通話ボタンを押す。

「──僕だ。妹は」

『あはッ、焦あせっちゃ駄だ目めなの～。取立人はちゃんと帰したの？』

「……見ての通りだ」

『そう怒おこらないでくださいヨ。僕たちも、本当はこんな方法は使いたくなかったんですから。もちろん、協力してくれれば妹さん達は無事にお返ししますヨ』

「……ッ」

　憤いきどおりを隠し切れずに、携帯を八宵に叩たたき返す。

　いまの通話が漏れ聞こえたのだろう、八宵は泣きそうな表情で辰巳を見ていた。

「妹……無事に、って…………ご、ごめんなさい。わ、私、知らなくて……い、妹さん達……ぶ、無事に返すという約束は、私が必ず、ま、守らせますから……ッ」

　憐あわれなくらいの必死さで、八宵はそう訴うつたえてくる。

　辰巳はもはや自分が、狼狽うろたえる八宵をかわいそうとも思わなくなっているのを自覚する。

　その上でこれまで通りに微笑ほほえみ、言う。

「……八宵さんのこと、信じるよ。さあ、彼らのところまで連れて行ってくれ」

「は、はい」

　八宵に先導され、道を進む。

　ふと……アキラが立ち去った方向に視線をやる。

　アキラの姿は、とっくに見えなくなっていた。







　四　闇夜の欺　bankruptcy




「計画はわかった、協力はする。ただし条件がある」

　後ろ手に手て錠じようをかけられ三分の二兄姉トウー・サードの部下に取り囲まれながら、辰たつ巳みはソファーに深く腰こし掛かけ無機的にそう答えた。

　八や宵よいに連れてこられたここは、三分の二兄姉トウー・サードの事務所の一室。辰巳の正面に並んで座る三分の二兄姉トウー・サードは、辰巳の発言を受けて興味深げに微笑んだ。

「ふふん？　どんな条件なの？」

「まず、僕が協力するのは今回限りだと保証すること。それと、今回の計画では敵味方含ふくめ、誰だれも殺さないと約束すること」

「あはは、辰みんってば～。──馬ば鹿かにしてるの？」

「失礼だヨ、姉さん！　助すけっ人と先生もいまや僕らの仲間ですから、条件は吞のみますヨ」

　兄姉きようだいの口にする仲間という言葉の白々しさが鼻につく。うろんげな視線を向ける辰巳に対して、兄は人好きのする笑顔で言い足した。

「もし信用できないというのなら、契けい約やくしてもいいですヨ。……ほら、契約書の用意を。先ほどの条件を文面に起こして」

　兄の指示に従って、その場にいた部下の一人が即そく席せきで契約書を作り上げる。

「ささ、助っ人先生が最後まで僕らに協力してくれたら仕事は今回限り、殺しはやらない、という契約書です。この街の吸血鬼にとっては力ある契約こそがルール。敢えて大げさなことを言えば、契ミ約ト術ラ違い反はんは最悪、命にだって関かかわりますからネ。ですから、これで信用して頂きたい。……ほら、姉さんもサインを」

「むー、しょうがないの～」

「…………」

　兄姉がサインした契約書の文面を確かく認にんしてから、用意された外血ソーマで辰巳もサインする。簡素ながらきちんとした契ミ約ト術ラの書式に則のつとっているようで、辰巳がサインすると文字がうっすらと輝かがやき出した。同じ文面の二枚の契約書、一枚を兄姉が、もう一枚を辰巳が預かる。

　……本当に、大だい丈じよう夫ぶだろうか？　あまりにも丁てい寧ねいな対応に言いしれぬ不安を覚える。

　それを感じ取ったらしい、三分の二兄姉トウー・サードが言ってきた。

「まー、もともと殺しなんてどうでもいいの。私たちの目的は、あくまで血の確保なの」

　目的……？　不ふ審しんに思い、辰巳が訊きく。

「血を確保しても……その後は？　血液銀行を潰つぶしてしまって、いずれ血が尽つきたら？　前世紀のように人に紛まぎれて生きていくには、もはや吸血鬼は増えすぎている」

「ええ、ご心配なく。血を確保できたら、我々はもっと大きな戦いに移ります。新たな社会を構築するための……そして」

「『蛇へび』復活のための、なの～！」

「そ……それは、本気で言ってるの？」

　……頭がクラクラするようだった。『蛇』なんてただの伝説だ。馬鹿げている。

　ドラキュリスト──蛇ドラクル信しん仰こう者が崇あがめる『蛇』とはすべての吸血鬼の祖先、史上最初の吸血鬼のことだ。彼らの教義に曰いわく、それは現在もどこかに眠ねむっており、いつか復活した暁あかつきには吸血鬼以外の全すべての人間を支配するとかなんとか。

　そんなものに縋すがるつもりでこんなことをするなんて……。辰巳はそう思ったが、しかし三分の二兄姉トウー・サードは自信満々で言ってきた。

「『蛇』の復活は五年前、不完全ながら、実際に起きたことなの～」

「都市開発計画の変へん更こう、などという言葉で誤ご魔ま化かされている第七節の立ち入り禁止の真相、『大崩ほう落らく』ですヨ。あなたも混血なら噂うわさ程度にはご存じでは？　万人殺しミリオン・キルズの先生が起こしたとも言われるあの事件、『蛇』復活が関わっていたという確かな情報があるのですヨ」

　……ああ。

　激しく責め立てられている気分だった。

　五年前の自分の大暴れが、回り回ってこんなところで顔を出すとは。

　どこまでも、この力の咎とがからは逃のがれられないらしい。

　結局全部、自分のせい。アキラに優やさしくされて調子に乗って、生きていいと思うだなんて。勘違いも甚はなはだしい。自分の力は、自分の悪は、ただそこにあるだけで周囲の人を傷つける。だからこそ消えたいと願ったはずだ。死し滅めつの道を選んだはずだ。

　……この事件さえやり過ごせば、すぐに破産だ。せめて、誰も傷つけることなく終わっていきたい。いまの願いは、ただそれだけ。

「……僕はただ、言われたことをやるだけだ」

「それで結構ですヨ。では、実行は明日あしたの夜明け前ですので、今夜はおくつろぎを」




「……おくつろぎ、か」

　手錠をされた状態のまま通された部屋は、なんに使われたのか分かりたくも無い、防音防水仕様の窓の無い血なまぐさい一室。何も無い床ゆかには妙みように大きな排はい水すい口こうがひとつ。こびりついた黒いクズは、かつては何だったのか。

　吸きゆう血けつ鬼きの死体はすぐに灰と化す。また、切断された肉体や削けずられた肉にく片へんも、体外臓アムシヤのような特とく殊しゆな固定をしない限りは本体の再生に合わせて消え失うせる。故ゆえに、この部屋のまがまがしさは吸血鬼以外の──人間に由来するものに違ちがいない。

　思えば昼の、姉の一言。

『混血とはいえそれほどの厳しい取り立て、かわいそうなの』

　辰巳の中の『人間の血』を見下しての発言。生きつ粋すいの吸血鬼原理主義者ということか。

　……綺き理り恵えと陽ひ良らは、大丈夫だろうか。

　不安を抱いだきながら壁かべを背にして座っていると、かつての記き憶おくが呼び起こされた。

『──此この世の富が有限ならば、富むこととは即すなわち奪うこと』

　それは、辰巳に仕込まれた帝てい王おう学。

『人間はこの奪い合いを破は綻たんせぬまま継けい続ぞくさせる為ため、通貨という架か空くうの財を編みだして富の水増しを計ってきた。が、その通貨を介かいした奪い合いでさえももはや終局に至り、世の富は局所的に、極度に枯こ渇かつし始めている。これは単なるデフレーションではない、資本主義の寿じゆ命みようの限り、末まつ期ごの相だ。──世は既すでに死に体となり、新生を求めている。

　行うべきは排はい泄せつ行こう為い。富を持たざる連中を血液資源と化し、社会に還かん元げんする行こう為いだ。

　成すのに必要なのは独裁者。並み居る資本の急所を握にぎり、自ら億万の軍勢と化して、あらゆる天災凶きよう事じを踏ふみ従えて人類の歴史を独断する、そんな独裁者になるのだ──辰巳。

　求められるのは、奪い合いを超こえた者。何一つ奪われることなく、一方的に奪い続ける略取の権ごん化げ。他人の生殺を同等視するゴウリ的な精神と肉体。

　それを実現する手段は一つ──殺せ。万の命を糧かてに、億の命を従えよ。命に限りある者たちの命を限りなく吸い尽くし、誰も実現し得なかった理想の体現者となるのだ』

　その言葉に、辰巳は応こたえる──『はい、父上』。

　……思い出すだに身の毛がよだつ。役に立たねば人ではないとでも言うかのようなその思想。なにより悍おぞましいのは、それを本人が『世のため人のため』と信じている所だ。

　やがて父は辰巳という独裁者を完成させるべく、覚かく醒せい因子として作られた妹たちの命を吸い尽くすよう命じてきた。そこで辰巳は初めて父に背そむき、世界はお前の言うようには出来ていないと、自分はいいことだけをして生きていくのだと、そう誓ちかって家を出た。

　……それがいまや、肝かん心じんの妹たちすら守れずに暗い地ち下か牢ろうに行き着いている。いいことをしたいという思いは、自分でも寒々しいほど空くう虚きよなものに感じられた。

　暗あん澹たんたる心持ちでじっとしていると、やがて部屋の扉とびらが開いた。

「あ…………あの……」

　八宵が一人、なんと言っていいかわからないといった様子で入ってくる。

「八宵さん……キリたちは？」

「あ、はい、大丈夫です。怪け我がもありませんし、ひいちゃんも、おみやげの人形を渡わたしたら喜んでくれて。なんというか……びっくりするくらい、落ち着いてました」

　……まあ、あの子達は囚とらわれの身にも、身の危険にも慣れているから。とても悲しいことながら、納なつ得とくする。

「……助け出して、逃にげられると思う？」

　暗に言う。『妹を助けて、逃がしてくれないか？』

　八宵はそれを理解する。理解した上で俯うつむき、言った。

「……こ、今回の計画が終わったら……二人とも必ず、お帰ししますから」

　申し訳なさそうな表情だが、揺ゆれては居ない。彼女もはっきりと自分のスタンスを決めたらしい。ならばもう、彼女に縋ることも諦あきらめる他はない。

「……そっか、わかった。じゃあ、それまで妹たちのこと、よろしく頼たのむよ」

「は、はい。ひいちゃんたちに何かあったら殺すって、見張りの人にもちゃんと言っておきましたから」

「う、うわあ。たのもしい」

　八宵の得意げな言い方に対してびっくりするくらい不似合いなその脅おどし文もん句くに思わず表情が引きつりそうになるが、ぐっと堪こらえる。

　と、八宵が不意に表情を曇くもらせた。思い詰つめた様子で口を開く。

「……ごめんなさい。私のせいで、辰巳さんを、巻き込んでしまって……」

「いや、君のせいじゃない。むしろこれは、自じ業ごう自得というか」

「そ、そんなことは……そもそも、彼らに辰巳さんのことを教えてしまったのは、私ですし……それにいま、申し訳ないと思いながらも心のどこかで、辰巳さんが味方になってくれたことを嬉うれしく感じている自分も、いて……本当に、ごめんなさい」

「…………別に、謝らなくていいよ」

　味方になって嬉しい──自分の力は、そんなにいいものではないのに。

　そんなことを考えると同時に辰巳はあることを思い出し、尋たずねてみることにした。

「そういえば、八宵さん。三分の二兄姉トウー・サードが君のことを、万人殺しミリオン・キルズと呼んでいたけど」

「あ、はい、いちおう……」

「なんで、そんな名前を騙かたってるの？」

「え」

　八宵が驚おどろきの表情で固まる。

　それから数秒経たって、彼女は恐おそる恐るといった様子で訊いてきた。

「辰巳さん……ご存じなんですか？　本物の、万人殺しミリオン・キルズのこと」

「ご存じというか、まあ、君が本物じゃないとわかる程度には」

「……自分で言い出したわけじゃないんです。以前、仕事で関わった人が私を万人殺しミリオン・キルズと間違えて。どうもこの体外臓アムシヤの力が、その人の知ってる噂に似てたみたいで」

「ああ、なるほど」

「それが少し広まって……否定したり放ほうっておいたりしてたんですけど、今回のこの計画。血銀強ごう盗とうを計画してる人が居て、それが腕うでの立つ人を探してるという噂を聞いて──声をかけて貰もらうために、万人殺しミリオン・キルズの名前を利用することにしたんです。この計画に参加したら、血銀に復ふく讐しゆうができると思って……」

　万人殺しミリオン・キルズ──その正体は不明とされている。その呼び名が示すのは戦果なのか、戦力なのか、それとも特殊な能力によるものなのかすら確かなことは誰だれも知らない。都市伝説のような噂ばかりが膨ふくらんで、『万人殺しミリオン・キルズに殺された』と言われる数多あまたの行ゆく方え不明者だけが結果として残された謎なぞの存在。騙って利用するのに、これほど都合のいい名前もない。

「ごめんなさい……この仕事が終わったら、ちゃんと誤解を解きますので」

「いやあ、別にいいんじゃない？　僕も、ちょっと気になっただけだから」

「はあ……？」

　辰巳の軽い調子に、八宵がやや困こん惑わくした様子で目を丸くする。

　そこに、廊ろう下かを小走りに駆かけてくる足音。

　しばし待つと手下の吸血鬼が部屋の中を覗のぞき込み、八宵に向かって言ってきた。

「先生。ボスが打ち合わせたいことがあるから、来て欲しいと」

「あ、はい。あの……では……」

　申し訳なさそうな表情の八宵に、辰巳は言った。

「うん、じゃあ──どうか妹たちを、よろしく」







『ムカヂュウ！』

　バチバチバチバチッ！

　陽良の手にした電気モルモット人形の頭部が、激しい音を立ててスパークを起こした。

「うわあ、すごーい！」

「ひい、気をつけるのですよ」

「はーい♪」

　綺理恵に注意されながら、陽良は手にした電気モルモットと大怪かい獣じゆうオゲラの人形で、即そつ興きようの人形劇を演じ始めた。

　それを部屋の反対端はしから見つめながら、為ため田たは大きなため息をついた。

「はぁ～……」

　なんで……どうしてこんなことに……

　ここは三分の二兄姉トウー・サードが秘ひ密みつ裏りに所有する部屋の一つ。誰も立ち入らないような地下の一角にあるワンルームで、家具は椅い子すが一脚きやくだけ、ドアは内側にも鍵かぎ穴あながついている──要するに、監かん禁きん用の部屋ということだ。

　そんなところで、なぜこんなかわいらしい姉し妹まいを為田が、残り少ない有給を使ってまで見守ることになったのか。それは八宵が為田を、見張り役に強く推すい薦せんしたからだった。

　なんでボク？　まー確かに、他の吸血鬼たちは強こわ面もてだからボクじゃないとこの子らも怖こわがるかもしれないけどさー。にしたって、『目を離はなさないでください、彼女たちに何かあったら殺します』とまで脅されて……うう、先生とはそれなりに友好的になれたと思ってたのに、漏もらしかけるほど怖かった。けど、何かあったらって言われてもなぁ……この姉妹とケンカしても負ける自信があるこのボクに、一体どうしろっていうのか。

　……あ。そういえば、三分の二兄姉トウー・サードの部下に、『うるさかったら使え』とにこやかに渡されたボストンバッグがあったっけ。あれ、なんなんだろう？　もしかして逃とう亡ぼうを防ぐための武器とか？　だったら早く確かく認にんしないと。

　為田は椅子の後ろに置いたままにしていた鞄かばんを持ち上げ、開けてみた。

「……うわあ」

　思わず泣きそうになる。

　そこにどっさり入っていたのは、手て錠じようにペンチ、鞭むちに糸いと鋸のこ──黒ずみ、血に錆さび、使い込まれたそれらを一言で言うならば、そう…………拷ごう問もん用具。

「うーわ、マジかこれ。これマジかー、あーマジかー、これマジかー」

　胃がキリキリして吐はきそうになりながら独り言を漏らす。視線を泳がせると、部屋の反対側から綺理恵が妙みような顔でこちらを見ているのに気がついた。

「ま……まじか……まじか……か、顔の間近ーに鞄があってびっくりしたけど、顔を離せば良かったんだー。いやー気付かなかったよー、あは、あははは、はぁ……」

　空々しく笑いながら、鞄の口を閉めて部屋の隅すみへと遠ざける。綺理恵はいっそう怪け訝げんそうな表情を為田に向けてきた。

　まあ、ボクはいつもこんなんだ。悲しみつつ、携けい帯たいゲームで時間を潰つぶすことにした。

　最初に音ありでプレイしていたら綺理恵がチラチラと不満げな視線を送ってきたので、途と中ちゆうから音なしでプレイする。イヤホン持ってくれば良かった。

　──そうして、何時間かが過ぎた頃ころ。ふとゲームをする手を止めてみれば、陽良は床ゆかに横たわって寝ね息いきを立てており、その隣となりでは綺理恵がじっと床の一点を見つめていた。

「……寝ないの？」

「…………」

「……あの、ボクは為田と言いまして……いや、別にどうでもいいんだけどね？」

「…………」

　綺理恵は応えず、煩わずらわしげな視線を送ってくるだけ。心が折れそうになる。

　それでも為田は、なんとなく雰ふん囲い気きを良くしたかった。なんの話をすれば良いのか分からず、とりあえず思いついたことを口にしてみる。

「……そういえば、君らのお兄さんさ」

「兄様が、何か!?」

　びっくりするくらい食いついてきた。

　やっと会話が出来そうだと喜びながら、為田は続きを口にした。

「いや、その、うちの先生が裏切り者を始末するときにね？　君らのお兄さんが飛び出してきて、その裏切り者をかばったんだよ。特に知り合いでもなく、たまたま通りがかっただけらしいのに迷いもせずに。すごいよねー」

「……兄様らしい話です。まったく、親切は程ほど々ほどにと言っているのに」

　綺理恵は文句を漏らしながらも、その表情は少し得意げに見えた。その様子から兄に対するいろいろな感情が窺うかがえて、為田はなんだか彼ら兄妹きようだいのことが羨うらやましくなった。

「……実はさ、そのシーンが結構、目に焼き付いてて。ふとしたときに考えちゃうんだよね、僕もあんな風に生きられたらなぁ、って……ま、まあ、無理なんだけどねー。ハハ」

「無理？　なぜ？」

　綺理恵が真顔でそんなことを訊きいてくる。為田は苦く笑しようしつつ応えた。

「そりゃあ、だって、ボクはきみんとこのお兄さんみたいに強くないし……こっちの方が一回り年上だけど、正直、お兄さんには憧あこがれちゃうよ」

　我ながら情けないなあと思いながら、そう本心を口にする。

　それでも綺理恵は、変わらぬ真顔で言ってきた。

「強さなど関係ありません。多くの者は兄を愚おろかと笑い、無む謀ぼうと誹そしり、自らの価値観の内に置こうとはしません。もし兄を見て憧れを抱いだけるというのであれば、貴方あなたには十全に素質があるということです。ええ、それはもう確かに立派な──愚か者の素質が」

「……は、ハハ、そんな風に言って貰えたの、初めてだよ……あ、いや、馬ば鹿かだとはよく言われるけどね？」

「…………」

　綺理恵は情けなく笑う為田から視線を外し、じっと黙だまり込んだ。会話はもう終わりらしい。これから一晩中、妹を守って眠ねむらないつもりなのだろうか。

　けど……愚か者の素質、か。

　綺理恵の言ったことが、頭の中をぐるぐると回り続ける。自分の握にぎり拳こぶしを見る。いかにも非力そうなその拳だが、しっかりと握りしめたのは、いつ以来だったろう。







「……はぁ～あ」

　バッカスのデスクの上で、アキラが盛せい大だいにため息をついていた。

　たまたま背後を通り過ぎるところだった黒人取立人のケンさんは、そのため息にアキラの表情を覗き込んだ。

「ふん……いったい何事だ、不景気なツラをしおってからに。お主、今朝は咎とが野の辰巳の件についてえらく息巻いておったではないか」

「……だって」

「ぬ？」

「…………助けられるかもしれない、って思ったのに……彼のこと」

「助ける？　ハッ、思い上がりも甚はなはだしい！　貸して取り立てる、それが血銀の全すべてよ」

「………………」

　アキラは黙って俯うつむいたまま、言い返してこない。

　……どうにも手応えが無い。ケンさんは居い心ごこ地ち悪そうに顎あごを搔かいたあと、彼にしては珍めずらしい、言い聞かせるような調子で語りだした。

「あのなぁ、お主……いちいち債さい務む者の事情を気にしておっては到とう底てい、身が持つまいて。拙せつ者しやとて、お主のように吸きゆう血けつ鬼きに同情的な取立人を他に知らぬわけではないがな。其奴そやつらは結局、吸血鬼に裏切られ馬鹿を見るか、助けきれぬ吸血鬼らを前にして心を患わずらうか──いずれにせよ、取立人は廃はい業ぎようよ。まあお主にこの稼か業ぎようを続けるつもりがあるのなら、貧しきは悪だと割り切って、それ以上は考えぬことこそが秘ひ訣けつよな。のう？」

「………………んー」

　聞いているのかいないのか、アキラは呻うめきつつ、デスクの上に置いてあった財さい布ふを手に取った。──年季の入った男物の財布。

「……それは？」

　なんとなく気になって訊いてみる。アキラは財布を見つめたまま、ぽつりと答えた。

「……遺品」

「遺品？」

「うん。取り立てを待っててあげた、疾しつ風ぷう怒ど濤とうのなんちゃらっていう田舎いなか吸血鬼がね。一昨日おとといに契けい約やく解消──どこかで死んじゃったみたいで。まーた回収不能、損金扱あつかいだわ」

「ハッ、だから言わんことではない。お主がいくら待ってやっても、貧しき吸血鬼などはどこぞで勝手に自じ滅めつするものよ。助けるなど…………待て。その遺品がなぜここに」

　血液銀行の債さい務むはどんなものであれ、死んだらチャラが大原則。契約者が死ぬと同時に、契ミ約ト術ラもその力を失うのだ。だからその時点で取立人と債務者はもう無関係、遺品が手に入る謂いわれなど無いはずなのだが……

「まー……別に、あれなんだけどね」

　アキラは少し躊躇ためらいつつ、財布を開いて見せた。

「……これは」

　財布の写真入れに、アキラの写真が入っている。隠かくし撮どりでもしたのか、妙なアングルのポートレート。それに文字の書かれた紙きれが貼はり付けられている。文面はこうだ。

『僕が死んだら、これはバッカス・ファイナンスのアキラ取立人に届けてください』

「ッ……」

　それは、酷ひどく簡単ながら──遺書だった。

　吸血鬼たちは長い寿じゆ命みようの中で自分を知る者たちに先立たれ、行政上の記録からも抹まつ消しようされ、家族も作れず年を取っていく。しかも彼らは、写真や映像に映らない。結果、彼らが死んで灰になった後には何も残らない。まるで最初から誰だれも居なかったかのように、この世からすべての痕こん跡せきが消え失うせる。

　だから彼らはよく、遺書を持ち歩く。少しでも、この世に何かを残すために。

　だが、この遺書はなんだ。アキラに全てを託たくすような、この遺書は。

「……この財布、中身は？」

「写真の他には、お金だけよ。返済に充あててもぜんぜん足りない額だったけどね」

「……なぜ、それをお主に」

「んー、意外と律りち儀ぎだったからね、彼」

「………………」

　思わず眉み間けんに皺しわが寄る。

　およそ理解不能だった。困ったときは縋すがりついてくるくせに、追い詰つめられたらすぐ裏切るのが債務者だ。取立人の死因トップは、吸血鬼による返り討うちに間違い無い。

　なのに殺すどころか、債務者が取立人に自分の最後を託すようなこの行こう為い……

　アキラは、他の取立人とは違うというのだろうか──？

　……いや。これはただ、若い吸血鬼が色に惑まどっただけに違いない。確かにアキラの容姿は優すぐれているし、何とも言えない気き易やすさがある。男吸血鬼が年とし甲が斐いもなく色気を出してもおかしなことではない。

　違い和わ感を残しつつも、そう考えて無理矢理に納なつ得とくしようとする。そんなケンさんの前でアキラがぽつりと言った。

「……助けたいと思っても、増えてばっかりで」

「増える……？」

　アキラは財布を手に持ったまま、机の引き出しを開いた。その中には──使い込まれたいくつもの財布、封ふう筒とう、手帳やアクセサリー……それぞれに、名前の書かれた付ふ箋せんが貼ってある。その数、十や二十を超こえている。

　アキラはいま手にしていた財布にも付箋を貼り、その中に加えた。

「……まさか……それは……」

「あー、ケンさんは知らなかったっけ？　なんかもうさー、処分できない置き土産みやげばっかり溜たまっちゃって──ほんと、困ったものよね」

　寂さみしげに笑う、アキラの表情に、その言葉に……




　──ゾクッ




　得体の知れない寒気が走る。

　これら、この引き出しに収められているものすべて、アキラに最後を託して、アキラを裏切ることなく信じ続けて、道みち端ばたに死んで行った者たちの遺品だというのか。

　ならば、なぜ……なぜ……なぜッ……




　なぜアキラは──平然と取立人を続けていられるのだ!?




　いまこれを見せられただけの自分にさえ、これほどの迷いが生じているというのに。

　うずたかく積まれた屍しかばねの上、彼女はなぜまだ『債務者を助けたい』などと言えるのだ。

　完全なる理解の埒らち外がい。狂きよう気きを疑う。

　だがしかし、アキラはどう見ても狂くるっているようには見えない。

　じゃあ、なんだ。彼女以外の世界のほうが狂っているとでも言うのか──

「……ケンさん？」

「ぐっ…………」

　言葉に詰まる。目の前の少女がなんなのか分からない。

　以前、アキラをなんとかするべきだと進言する自分に、黒髑どく髏ろは言った。

『アキラは、あれでいい』

　本当に──こんな取立人がいて、いいというのか……!?　血液銀行という概がい念ねんを脅おびやかす、こんな危あやうげな存在……黒髑髏はいったい、どうするつもりだというのか……!?

「──ちょっといいか？」

「あ、社長」

　ビクッ

　いつの間にか、背後に黒髑髏が立っていた。

　脂あぶら汗あせを流して固まるケンさんの肩かた越ごしに、黒髑髏がアキラに話しかける。

「咎野辰巳の件、狙ねらい通りにはいかなかったようだがな、一応お前にこれを預けておく」

「これ？」

　言いながら手て渡わたされたのは、契ミ約ト術ラで封ふうがしてある高級そうな書類封筒。

「五年前、辰巳の気が変わったときのためにと用意したんだがな。気は変わらないと断言されて、渡わたしそびれていた。もしものときには開けろ。肌はだ身み離はなさず持っておけ」

「……もしものとき？」

「そのときになればわかる」

　よく分からないまま、アキラはそれを受け取った。

「さて。この後、俺は終日外回りだ。事務所はお前らに任せるから、今のうちによく食べ、よく休み、体調を整えておけ」

「はーいはい、りょーかいりょーかい」

「…………」

　返事もできずに立ち尽つくすケンさんに、黒髑髏が立ち去り際ぎわ、

「ケン、お前に期待していることは単純だ。──そう迷うな」

　表情の無い仮面でそう告げつつ、ポンと肩かたを叩たたいていった。







　夜が更ふける。

　零れい時じを回って更さらに数刻。

　一時間後には夜が明ける。

　吸血鬼の能力は夜に強まり、昼に弱まる。地上暮らしの吸血鬼ほど影えい響きようを受けないとはいえ、黄よ泉も津つの吸血鬼もこのバイオリズムから完全に逃のがれられるわけではない。

　そして、血液銀行の営業時間は伝統的に日没からフロム・ダスク夜明けまでテイル・ドーン。今いま頃ごろは一日の業務に疲つかれ、店じまいの準備をしているはずだった。

　故ゆえに、襲しゆう撃げきは夜明け間際。夜を味方に最大の力で襲撃し、昼に紛まぎれて街に隠れる。昼であれば吸血鬼の気配も薄うすまるし、もっとも厄やつ介かいな同族の追っ手からも逃れやすい。

　この時刻、黄泉津の曲状面照明スカイ・パネルの無段階照明は最低レベルまで落とされ、地下街の街灯もそれに倣ならう。薄うす暗ぐらい街に人ひと気けは無い。闇やみを苦にせぬ吸きゆう血けつ鬼きですら人間がいなくてはやることがないからと、盛り場の酔よっ払ぱらい以外は表層から姿を消している。

　静せい寂じやくの中、耳に届くのは大気順転機が巡めぐらせる空気の唸うなり、低く静かな黄泉津そのものの息づかい。影かげ絵えのようにそびえる針山の隙すき間まを縫ぬうように、改造電気自動車が道を行く。

　この街において、車は許可を得た業務用車両と公共交通機関、それに緊きん急きゆう車両しか使用を認められていない。三分の二兄姉トウー・サードが所有するのはもちろんそのどれでもない、本来は存在しないはずの車である。

　架か空くうの工務店の名前がペイントしてある車両は音もなく血液銀行、バッカス・ファイナンスの正面に停車した。他の多くの吸血鬼関連企き業ぎようと同じく、表層にある入り口は質素な造り。店の本体は階段を下った先にある。

　カモフラージュに『工事中』の看板を立て、階段を下る。

　淀よどみなく侵しん入にゆうし、音もなく侵しん攻こうする。

　地下の扉とびらが開かれると、カウンターにいる女性がこちらを見て目を丸くした。

　蛇へびを模した仮面の集団、入り口にある種族判別用の姿見には誰の姿も映らない。

　十人余りいる彼らの先頭──仮面をつけた辰巳が、弾はじけるような急加速でカウンターを飛び越え女性職員を床ゆかに押さえつける。

　彼女の背後にはもう一人、男性職員。彼も並の人間では無い、状じよう況きようを認識すらせぬまま反射的に身を伏ふせ、腰こしに巻いてあった鎖くさり状じようの鞭むちに手をかける。次の瞬しゆん間かん、銃じゆう弾だんをも上回る超ちよう音速で鞭先が宙を飛ぶ。狙いは女性を押さえつけている辰巳の首。肉を弾はじき、骨を砕くだき、頭部を吹ふき飛ばそうという重々しい一いち撃げき。

　が、それを受けたのは刀。入り口に立つ仮面の一人──八宵の手にした黒い刀が伸しん張ちようし、瞬まばたきにも満たぬ間に鞭の先せん端たんをピンポイントに刺さし貫つらぬいた。が──




　ッギイイィィン!!




　オフィス全体を震ふるわす衝しよう撃げきと共に、刀が砕ける。対する鞭はわずかに目標を逸それるも威い力りよくはそのままに、辰巳の傍そばにあった頑がん丈じようそうなデスクをほぼ真っ二つに切り裂さいた。

　思わず笑いそうになる。生身の人間の振るうただの鞭が、重機もかくやという破は壊かい力で吸血鬼の一撃を砕き伏せたのだ。改めて、血液銀行の取立人は規格外にも程ほどがある。

　あるいは、並の吸血鬼が何十人と束になっても敵かなわないかもしれない。

　だが、こちらには八宵がいる。

　そしてなにより、辰巳が。

　目標を外した鞭はいったん男の手元に戻もどるかと思いきや、そのまま横にのたうつように急加速、辰巳の首に巻き付くように迫せまって来た。物理法則を疑う動きだが、それは修練の成せる技わざ。吸血鬼狩りデイブレイカー──人ならざる人がその身に宿す、紛まごう事なき人の技。ここに至って辰巳は確信する。『眠れる獅子の尾ライオネル・テイル』──それがあの鞭の名前であり、同時に流派の名前だ。最古の対吸きゆう血けつ鬼き戦せん闘とう術の一つ、一子相伝の鞭べん闘とう術。

　辰巳は左ひだり腕うででそれを受ける。振りかぶりもない一撃なんてろくな威力もないはずなのに、鞭はそんな常識を無視して辰巳の腕の肉を、骨を抉えぐって切断寸前まで痛めつける。そこらの吸血鬼を相手にするよりよほど悪夢的なその攻撃。

　だが──捉とらえた。

　辰巳の腕から流れた血が鞭を伝って相手に届く。男は反応するが間に合わない。辰巳の血は相手の腕に絡からみついて動きを制する。その間に鞭そのものを血で操あやつり、相手に巻き付け全力で縛しばり上げる。男は足あ搔がくが、彼の鞭はびくともしない。

　──男は恐おそらく、辰巳の影かげにのみ注意を払はらっていたのだろう。普ふ通つうの吸血鬼は血を影に、影を武器にして戦う。だが辰巳は再生能力を上回る攻撃を受けて血を流しさえすれば、影を介かいさず、血を直接に操れた。この能力で不意を突つけるのは一度だけだが、それでなんとか決着をつけることができた。

「いやーお見事驚きよう愕がく、驚きよう嘆たんです。普通の混血には『そんなこと』はできませんヨ！」

「……そうでもない。君たちの知ってる混血が、たまたまそうだったんだろう」

「な～るほどなの～」

　雑に誤ご魔ま化かす。確かに、普通の混血は『影身アヴアターラを使えない代わりに身体能力が高い吸血鬼』のようなもので、血の武器化なんて出来はしない。辰巳自身、この力に覚かく醒せいするにはかなりの苦労と特とく殊しゆな儀ぎ式しきを必要とした。この力を人に見られるのは望ましいことではないが、しかし出し惜おしんでは居られない。

　辰巳は用意された道具で足あし下もとの女性と倒たおした男を拘こう束そくし、三分の二兄姉トウー・サードが部下達に「捕とらえた取立人には手を出すな」と指示をするのまで見届けて、ほっと息をついた。

　ひとまず誰だれも傷つけずに済んだ。このまま自分が率そつ先せんして取立人を無力化していき、可能な限り穏おん便びんに計画を終わらせるというのが辰巳の考えだった。

　黄泉津の歴史において特筆すべき大きな事件は、そのようにして始まった。







　事前の情報によれば、この血液銀行にいる取立人は五人程度。

　少数精せい鋭えい、全員が生身で吸血鬼を単独撃げき破はできる能力をそなえた手て強ごわい相手だ。

　恐らく、八宵がいても勝敗の分からない、血みどろの戦せん況きようと化していたに違ちがいない。

　だが、辰巳がその高い嗅きゆう覚かくで敵を察知し、出合い頭がしらを一撃で制圧する。この手順を繰くり返すことで遭そう遇ぐうする職員全すべてを順調に拘束することができた。

「……通報された様子は？」

　兄に訊きかれた部下が、かしこまって答える。

「いまのところはありません、警察無線にも動きは無しです」

「あはッ、素す晴ばらしいの～。これもみーんな、先生たちのお陰かげなの」

「ええまったく、お見事ですヨ。では、急いで金庫室に向かいましょう」

「あ、そうそう。誰かひとり、職員を適当に連れてくるの」

「ああ、金庫も二枚目までは職員に開けられるらしいですからネ、助力を願いましょう」

　指示に従って、いちばん近くに転がっていた黒人男性の取立人──辰巳には顔見知りのケンさんが立たされ連行される。かくして一同、地下の金庫室へと向かい始めた。

　道中、辰巳は背後のケンさんから距きよ離りを取るように心がけた。自分の正体が辰巳であると、バレるわけにはいかなかった。




　──もしこちらの正体に気付かれたら、殺さないまでも十分な処置をさせて貰もらいますヨ。

　──あはッ、口くち封ふうじなの。辰みんも、気をつけるの～。




　三分の二兄姉トウー・サードはそんなことを言っていた。十分な処置──ろくなものであるはずが無い。

　幸い、黒髑どく髏ろとアキラ以外の職員は辰巳の戦せん闘とうスタイルを知らないから、戦い方で正体に気付かれる心配は無い。そしてデスクにあった伝言メモの内容から、黒髑髏の不在も確かく認にんされている。

　あとの問題はアキラだが……いまのところ、アキラには遭遇していない。

　どこか、取り立て先にでも出かけているのだろうか。そうであれば、事態が済むまで戻ってこないことを祈いのるばかりだが……

　そんなことを思いながら、広々としたエレベータで地下の地下、金庫室へと降りて行く。

　わずかな浮ふ遊ゆう感の後に到とう着ちやく音が鳴り、エレベータの扉が開く。正面には半径五十メートルはある円形のロビーを挟はさんで、全長三メートルを超こえる巨きよ大だいな金庫扉が──

　開いていた。

　というか、ちょうど金庫の中から出て来たアキラが扉を閉めている最中だった。何かの業務中だったらしい、アキラがエレベータから現れた辰巳たちに気付く。

「アキラ……ッ！」

　その姿に思わず動どう揺ようする。そのせいで対処が遅おくれた。

　先んじたのは八宵。殺しはしないという約束は彼女も知っているはずなのだが、完全に斬きり伏せる勢いでアキラに迫っていく。

「は!?　え、ちょ──」

　一撃目、ほとんどこちらに背を向けるような体勢だったアキラだが、持ち前の反射速度で床を転がり刀をかわす。それとほぼ同時に、

　ガチン──かちゃ

　自動的に金庫が閉まり、続いて施せ錠じよう音。三分の二兄姉トウー・サードが舌打ちする。

　一方、初撃を避よけたアキラは咄とつ嗟さの動きで体勢が崩くずれている。腰に下げた注射警棒に手を伸のばすが間に合わない。頭上から、容よう赦しやない一撃がアキラに向かって振り下ろされる。

「──ぐぅッ！」

　深々と肉が裂け、血が噴ふき出す。……斬られたのは、二人の間に飛び込んだ辰巳。

　八宵の一刀目と同時に駆かけだしていた辰巳は間かん一いつ髪ぱつでアキラを床に押さえつけ、その背で八宵の刀を受けていた。

「あ……ご、ごめんなさい！　私は、その人を斬ろうとして……」

「わかってる、僕が自分から斬られただけだから。すぐ治る」

　取り乱しかけ謝る八宵に、そう告げる。

　実際、傷はすでに治っていた。また、八宵が咄嗟に刀を消したお陰で血もほとんど吸収していない。咳せき込むふりをして、少量の血を吐はいて吐き気を治める。

「く……あんたら一体、なんなのよ!?」

　アキラが睨にらみ付けてくる。仮面のおかげで辰巳たちの正体には気付いていないらしいが、ものすごく居い心ごこ地ちが悪い。それに、いまにも辰巳や八宵の正体に気付かれそうで冷や冷やする。早く拘束して、安全な場所に寝ねかせておこう──そう思ったのだが、

「あはッ、それじゃあその子に金庫を開けて貰うの～」

「そうだネ、姉さん」

「は……!?　なんで彼女に……」

「んー、それは、ホラ……その子の方が、かわいくていじめがいがありそうなの！」

「って性せい癖へきかヨ！　まあ、それもあるけどそれだけじゃなくて……彼女いま、金庫を開けてたからネ。自分には開けられないって言い訳はできないし、こっちも確信があるぶんお願いしやすい。それに、若いほうが説得もしやすいヨ、きっと」

「…………」

　……一応、理由になっている。ここで辰巳が文句を言うのも不自然だし、それでアキラに辰巳の正体がばれたら、逆にアキラが危険にさらされるかもしれない。

　こうなったら、なんとかアキラに金庫を開けて貰うしかない。出来ることなら、抵てい抗こうすることなく……彼女の痛めつけられる姿など、決して見たくはない。




「さて、かわいらしい取立人。用件はわかりますヨね？　金庫を開けて欲しいのですが」

「三枚目の扉とびらはぶっ壊こわし予定だけど、それ以外は開けてくれたら壊さないの。修理費用の節約にもなると思うの～」

　手足の拘束されたアキラをニヤニヤと見下ろしながら、三分の二兄姉トウー・サードが言う。

「さあ、お答えは？」

「いやよ」

　ピクリ

　……誰の表情にも、目に見えた変化は無い。ただ空気が変わる。

「……も～、なんでなの？　分け前が欲ほしいの？」

「なるほど、欲しいものがあるなら言ってください、可能な限り応じますヨ」

「あーら、ほんとに？」

　にこやかな三分の二兄姉トウー・サードに、アキラもわざとらしい笑え顔がおで応じる。

「じゃあ、重層区画ビルがいっこ欲しいなー。あたし、自分の会社が持ちたくてさー」

　無茶苦茶な要求である。だが三分の二兄姉トウー・サードは満面の笑みで頷うなずいた。

「おお、いいですネ！　うちが持っている重層区画ビルを一つ、お譲ゆずりしますヨ」

「話がわかって貰えて良かったの、それじゃあ早さつ速そく、オープン・ザ・ゴマーなの～」

「えー、そう言われても、ほんとにくれるのかしらー？　信じられないわー」

「あっはっは～、これって時間稼かせぎですか？」

「いやいやあたし、用心深いだけだから」

「あはッ、なんて賢かしこい子なの～」

　ドンッッッ

　──止める暇ひまも無かった。気がつけば笑顔の姉が一いつ閃せん、影身アヴアターラで作ったドリルのような円えん錐すいをアキラの右みぎ肩かたに突き立てていた。

「ァぅ……ッッッ!!」

「このまま、エグり切ってあげてもいいの～」

「ちょ、手て荒あらなことは……ッ！」

　思わず口出ししようとする辰巳に、兄が手の平を向けてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ、契けい約やくは守りますヨ──ということで、取立人。時間を稼いで、警察でも当てにしているんですか？　それは賢い選せん択たくではありませんヨ、こちらはあなた以外にも頼たのむべき相手が残っているのですから。ねえ姉さん？」

「そうなのそうなの。あたしたちってば、八方美人なの～」

「言い方が悪いヨ。とにかく……あなたに与あたえられた回答時間は、短い」

「ッ……ゥ」

　三分の二兄姉トウー・サードに見下ろされ、アキラが苦痛に呻うめく。

　──手を出すか。介かい入にゆうのタイミングに迷う。

　三分の二兄姉トウー・サードを倒すだけなら容易たやすいだろう。だが、八宵が邪じや魔まをしてきたら……そもそも、綺理恵たちの無事を確保する方法が……くそっ。

　そうこうしているうちにも、姉はアキラの傷を抉えぐりながらにこやかに問いかける。
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「さ、金庫を開けるの～」

　それに対して、脂あぶら汗あせを浮うかべたアキラも微笑ほほえんで答えた。

「……いや、だ、ってば」

「……はぁ。理解不能なの。仕方ないから、次の人に期待するの～」

「そうだネ。じゃあ彼女には、見せしめになって貰おうヨ」

　姉がドリルを抜ぬき去り、代わりに兄がペンチ状の影身アヴアターラを握にぎる。その表情は、これまでのどこか軽い笑顔では無く……重たく湿しめった、暗い笑み。

　──もう駄だ目めだ。辰巳は反射的に声を上げた。

「ちょ、ちょっと待った！」

「大丈夫。契約通り、殺しはしませんヨ」

「いや、その、そうじゃなくて──僕がやる」

「はい？」

「彼女の説得。……僕に任せて欲しい」

　言われた兄がきょとんとする。一方で姉が楽しげに声を上げた。

「お～！　助すけっ人と先生ってば、頼もしいの～」

「……そう、ですネ。では、お願いしますヨ。くれぐれも、時間はかけないで」

「わかってる」

　辰巳は倒たおれているアキラに近づき、手近な壁かべに押さえつけるようにして立ち上がらせた。

　胸むなぐらを摑つかみ、顔を寄せて睨み付けるふりをして──小声で囁ささやく。

「アキラ。……アキラ」

「なに、気安く、人の名……前……？」

　仮面越ごしに、辰巳とアキラが至近距きよ離りで見つめ合う。

　アキラは一秒、二秒、三秒間固まってから──驚おどろいた。

「あ、あなた──ッ」

「ぅわッ……」

　名前を呼ばれるわけにはいかない、慌あわててアキラの口を押さえつける。

　アキラは手で口を押さえられながら、大きな喚わめき声を上げようとした。

「むぅぅ！　むぐむぐむぐうううううんんんんぁぁぁぁ！」

「おお!?　さっきまで余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった取立人が、あんなに悲鳴を！」

「さすがは助っ人先生なの！　なにしてるのかはさっぱりだけど！」

　三分の二兄姉トウー・サードが感心の声を上げる。他の吸きゆう血けつ鬼きたちからも、おお、さすが、すげー、と怯おびえと憧あこがれの入り交じった歓かん声せいが漏もれた。八宵だけは何か言いたげな視線でこちらを見ているが──とりあえずは、なにも言ってくる様子は無い。

「ア、アキラ、静かに……事態を治めたい、僕には気付かないふりを」

「うむぅ…………」

　辰巳が耳元で囁くと、アキラもひとまず落ち着きを取り戻もどした。

「……じゃあ、僕の質問に答えて。いいね？」

　アキラが小さく頷くのを確かく認にんして、口を塞ふさいでいた手を離す。

　その瞬しゆん間かん、アキラは俯うつむきがちに、ぽつりと一言、

「……どこをどうしたら、こんなことになるってのよ、まったく」

　と、呆あきれたように言った。うう……と、思わず胸の中で言葉に詰つまる。

　だが今は言い訳をするときでは無い、開き直ってアキラに告げる。

「さあ、取立人。金庫を開けて欲しいんだけど」

「……やだ」

「いや、そこをなんとか。金庫を開けてくれれば誰だれも殺さずに引き返す、約束するから」

　そう、金庫の中身を引き替かえに全員を無事に帰す。それ以上の結果を、辰巳は考えていなかった。だからこの一言でアキラが承しよう諾だくしてくれると考えていた。

　だが。

「いやよ」

「なんで!?」

「さっきの奴やつが言った通り、時間稼ぎよ。金庫を開けるのに手間取れば、そのうちに異変に気付いて警察が来る。血液銀行に来るのは、最新の対吸血鬼装備で身を固めた対吸血鬼部隊ガルズ、多勢に無勢、あなたたちに逃にげ場は無いわ。そしたら金庫の中の血ち銭ぜには守られて、あたしたちの勝ちなわけよ」

「そのために、自分が犠ぎ牲せいになるかもしれないのに……？」

「ま、仕方ないわね」

　あっけらかんと言い放つ。

　……どうして、そこまで。わけがわからない。

　辰巳が辺りを見回せば、強ごう盗とう団の他の面々も多少なりとも怪け訝げんそうな表情をしている。

　それどころか、同どう僚りようであるケンさんまでもが目を見開いて驚いているようだった。

「……どうして？　あの金庫の中身は、君のものですら無いのに」

　本心で問う。それにアキラは、やはり当然のように答えた。

「だからこそ、よ。あの中の血ち銭ぜには、この街のみんなのものだもの。恵めぐまれない人、報むくわれない人、困ってる人。そういう人の為ためにあるものだから、あなたたちには渡わたせない」

　……本気か？　いや、それはまあ、本気なのだろう。これが口先だけの考えならば、いまこの場で彼女が命を懸かけているはずがない。

　だが、しかし、それにしたって──

　困こん惑わくしたまま辰巳が何かを言おうとする。それを制したのは、背後からの暗い声。




「ふ、ふざけないで……ッ！」




　それは、いままでに聞いたことの無い八宵の声だった。

　彼女は怒いかりの形相でアキラに詰め寄り、声を荒あららげた。

「血液銀行の血が、みんなのもの……？　貧しい人のためのもの……!?　そんなのは、噓うそです！　あれはあなたたちが貧しい人たちを追い詰めて、追い詰めて、追い詰めて！　そうして、命ごと奪うばったものじゃないですか！」

　八宵が見せる激しい怒り。それは父の敵を前にしての当然の怒り。

　アキラはそれを受けてわずかに怯ひるむ。が、それでも根っこは動じない。

「……確かに、いまの血銀にはそういう面もある。けど、そういう貧しい人たちに血を貸し出すのは……やっぱり彼らが、困ってるからよ。血液銀行は、一度は彼らを助けてる」

「よくも、恥はじ知しらずに……ッ!!　そんなのは他に選せん択たく肢しが無い、どうしようもない人たちの弱みにつけ込む、えげつない行こう為いです！　あなたたちが本当に守るのは裕ゆう福ふくな人たちだけで、貧しい人からは、最後の一滴を奪うことしか考えないで……弱くても、愚おろかでも、与えられた境きよう遇ぐうの中で一生懸けん命めい、生きようとしてるのに……ッ！」

　八宵の言葉に、何人かの吸血鬼が唇くちびるを嚙かむ。彼らには身に覚えがあるのだ。自らが弱いこと、愚かなこと、それを自覚しても上う手まく生きられないこの世界の残ざん酷こくさ……

　だが。アキラはそんな彼らをまっすぐに見つめていた。口ごもることもなく、誤ご魔ま化かそうとすることもなく、アキラは目の前の全員に堂々と言い放った。

「──あたしが作る」

「は？」




「苦しい人を助け、貧しい人を助ける。誰も切り捨てず、誰も見捨てない。いまの、誰かの不幸を前提にした血液銀行じゃない。誰の不幸も必要としない、ただみんなを助けるための血液銀行を、いつか必ず、あたしが作るから」




「────ッ」

　アキラの言葉とその眼まな差ざしに、吸血鬼たちが絶句する。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの大言壮そう語ご。

　だが、そこらの稚ち児ごが語る夢では無い。どこかの他人が語る戯たわ言ごとではない。

　他でもない血液銀行の取立人が、正面切って嘯うそぶいているのだ。

　間違い無くどうかしている。そう思うとともに──激しく胸が揺ゆさぶられる。

　そこには噓の気配が微み塵じんもなかった。──なかったのだ。

　アキラは続けて、言った。

「でも、いまのあたしには、まだそれは無理だから……この血液銀行で、出来ることをするしかない。その金庫の中には、悪いことをして手に入れた血もある。悪い人に使われる血もある。けど、少なくともあたしはその血を困っている人のために使うから。ギャンブルで失敗した人に反省の機会を与あたえるために、夢に破れた人の再出発を助けるために、どこまでも追い詰められた人が人生を諦あきらめずに済むように……そのために金庫の中身が必要なの。だから、その扉とびらは開けられない」

「…………」

　──血液銀行は悪である。それを大前提にここまできた強盗団が、真っ白になった表情で呆ぼう然ぜんと、アキラのことを見つめている。

　血液銀行は悪のはずだ。だが、彼女が口にしているのは悪なのだろうか？

　なにかがおかしい。なにかがはっきりしていない。

　そこにトドメを刺さすように、仮面をした吸血鬼の一人がぼそりと言った。

「……実はオレ、昔……その取立人に、支し払はらいしばらく待ってもらったこと、あるよ」

　何人かの吸血鬼が息を吞のむ。

　──この取立人はいったい、なんなんだ？　俺たちはいまからここで、本当はなにをするべきなんだ？

　……辰巳もまた、衝しよう撃げきを受けていた。最初に会った時からアキラはいい人だと、その夢は立派だと思っていた。だが──そんな、生やさしいものでは無かったのだ。

　純粋が故に、強固なる信念──まさに『聖女』。その姿に、決死の覚かく悟ごで乗り込んできた吸血鬼たちさえ迷っている……これなら、説得できるかもしれない。

　今回は強盗をやめて、このまま引き上げよう！　──辰巳がそう告げる、寸前。

　三分の二兄姉トウー・サードが、先に口を開いた。

「いやー結構結構。素す敵てきな理想ですヨ」

「ほ～んとほんと、メルヘンチックなの～」

　パチパチパチ。軽い調子の拍はく手しゆとともに、アキラに笑え顔がおを向ける。

「いやー、ですけどネ、取立人さん。貧しい人を助ける？　誰も見捨てない？　本当にそんなことをするつもりなら、あなたが目指しているものは血液銀行などではありませんヨ。それどころか企き業ぎようですらない。そう……」

　兄はアキラに近づくと、一瞬だけ笑顔を消して彼女を睨にらみ付けた。

「あなたが作るといっているそれは──もはや、国だ」

「……で？」

　一いつ切さい動じぬアキラの答え。

　そんな態度に、姉が楽しそうに笑う。

「あはッ、私たちの若い頃ころ、共産圏けんに傾かたむく子がいーっぱいいたのを思い出すの～。結局は全体主義者とアナーキストの集まりで、な～んの力も思想もありゃしない。あれは実に馬鹿馬鹿しかったの～」

「そうだネ、確かに。彼女を見ていると妙みように懐なつかしく……実に不快だ」

　ジャギン

　気がつけば、兄は一メートルを超こす大ハサミとなった影身アヴアターラを手にしている。その目は先ほど垣かい間ま見みえたぬめっぽい色を宿して、アキラを見ている。

「ちょ、ちょっと待った！」

　辰巳が止めに入ろうと間に立つ。

　だが兄は、にこやかに横をすり抜ぬけて行こうとする。

「大だい丈じよう夫ぶ、殺しませんヨ。ただ、取立人として働けないようにするだけです」

「いや、でも──」

「助すけっ人と先生。……契けい約やくの上書きは、拒きよ否ひしますヨ」

　辰巳に見向きもせず、兄がアキラに向かっていく。

「くっ……」




　──ことここに至り、決断する。




「……待った」

　ビクッ……

　辰巳の言葉に、兄が大きく肩かたを震ふるわせてこちらを振り向く。

　その目には慎しん重ちような……そして深刻な色が浮うかんでいる。

　姉が立ち位置を変える。八宵も抜ばつ刀とうの体勢に入る。他の吸きゆう血けつ鬼きたちは困惑した様子で顔を見合わせるばかり。敏びん感かんな連中にのみ感じられる冷気が、辺りに満ちていく。

「……彼女には、手を出さないでくれ」

　辰巳はアキラを庇かばうようにその前に立ち、蛇へびのマスクを外し素す顔がおを晒さらした。

　三分の二兄姉トウー・サードの表情が厳しく歪ゆがむ。

「あらあら、裏切る気なの？」

「人ひと質じちという言葉の意味、忘れたわけではありませんヨねえ？」

「人質……ってまさか、ひいちゃんたち……!?」

　驚おどろくアキラの言葉を、沈ちん黙もくで肯こう定ていする。

　兄が携けい帯たいを取りだし、辰巳によく見えるように電話をかけ始める。

「人質は都合良く二人いますしネ。電話越しに、一人を縦に裂さいてもいいんですヨ？」

「あはッ、裂けるチーズならぬ、裂けるシスターズなの～」

「姉さんあんまり上う手まくないヨ」

　言葉はふざけていても、彼らは本気だ。それは理解している。

　辰巳は相手の視線を正面から受け止めつつ、告げる。

「──取り引きをしよう」

「ほう、取り引き？　あなたになにか、支払えるものがおありですかネ？」

「つまらないものだったら、裂けるシスターズなの～」

　剣けん吞のんな目つきで見つめてくる兄姉きようだいの前、辰巳は自らの首に人差し指を当て、言う。

「僕の血を差し出す。残らず全すべて、最後の一滴フアースト・ブラツドまで吸っていい。……それを使えば、力ちか尽らずくでの金庫破りもできるだろう。代わりに──僕以外には手を出すな。彼女にも、妹たちにもだ」

「…………ぁ」

　背後でアキラが小さく声を上げる……辰巳の狙ねらいに気付いたらしい。

　この場にいる中で辰巳とアキラしか知らない、辰巳の本気の力──触ふれた皮ひ膚ふからでも血を吸い上げてしまうほどの、狂きよう気きじみた吸血能力。三分の二兄姉トウー・サードが辰巳の血を吸おうと牙きばを突つき立てた瞬しゆん間かんなら、相手は咄とつ嗟さに逃にげられない。辰巳にとって嚙みつかれることと嚙みつくことはほぼ同義、牙を通じて逆に相手の血を支配し、立ち位置が良ければそのまま二人を同時に……もしも無理でも、一人を抑おさえられる。

　人質には人質を。戯たわむれに殺し合う彼らでも、本当に死ぬのはいやだろう。命の駆かけ引きで妹たちを、そしてアキラを助ける。

　不安材料は、彼らが辰巳の発言を信じて近づいてきてくれるかどうか……だが、それは杞き憂ゆうに終わった。

「なーるほど、さすがは悪いことはしない男、面おも白しろいですヨ」

「なの～。まあ正直、辰みんの力には惚ほれ惚ぼれしてたけど、混血ごときがそんな血を宿しているのはずーっと気にくわなかったの」

「ええ。お望み通りその力、ぼくらが貰もらい受けますヨ」

　辰巳のこれまでの言動と、彼らの純血主義。それらがいい方向に働き、彼らは辰巳の申し出を信じてくれたようだった。

　吸血鬼にとって人間の血は栄養に、吸血鬼の血は力になる。たとえるならお腹なかが膨ふくらむか、筋肉が増えるかの違い。そして混血の血は、吸血鬼の血と同じ作用をする。つまり辰巳の血を最後の一滴フアースト・ブラツドまで啜すすれば、辰巳と同等の力が手に入るということだ。

　兄が近づいてくる。都合良く、姉も。

　どちらかの牙が辰巳の血管に食い込む瞬間を待つ。

　──だが。

「待ってください。……私に、吸わせてくれませんか」

　冷たい口調で言ってきたのは、八宵。思い詰つめたような瞳ひとみを辰巳の足元に向けている。

　三分の二兄姉トウー・サードはしばらく八宵と辰巳を見比べてから、笑顔で頷うなずいた。

「そうですネ、先生のほうが彼の力も有効活用できるでしょうし」

「それによく考えたら私たち、強くなることとかには興味なかったの～」

「……ありがとうございます」

　八宵が辰巳の前に立つ。

　目を合わせようとはしない。俯うつむいたまま、小さな声で言ってきた。

「……裏切るん、ですか。血液銀行の、ために……私に、悪くないって、言ったのに」

「僕は…………ごめん」

　言い訳を吞のみ込み、ただ謝る。

　その態度に八宵の肩がぴくりと震ふるえ、ああ、彼女は辰巳が何か甘い慰なぐさめの言葉を言ってくれるのを少なからず期待していたのかと理解する。だが、自分にその資格は無い。なぜなら──辰巳はすでに、八宵に血を吸われる瞬間に彼女を抑えつけ、そのまま三分の二兄トウー・サー姉ドを制圧する流れを考えている。

　それを見み透すかしているのか、どうか。八宵は暗い表情で俯いたまま、言ってきた。

「全部……あなたのせいです」

　八宵が辰巳の肩に手をかけ、かかとを浮かせる。

　そうして、牙が辰巳に食い込む……そう思った、瞬間に。

「そう……あなたの、せい」

　ぐざっ──

　気配に、振り向く。理解するのにわずかな時間を要した。

　──八宵の手から伸のびた刀が、背後のアキラを刺し貫つらぬいていた。

　胸の下辺りを、まっすぐに、深々と。

「あらあら！　どうするの兄さん。なんかもう目茶苦茶なの～」

「うーん、ここだけの話だけどね、姉さん。ぼく現状が、意外と楽しい」

「奇き遇ぐうね兄さん、あたしもなの」

　三分の二兄姉トウー・サードの間抜けた会話の最中に、ようやく状じよう況きようを理解する。

　八宵はすでに、刀越ごしにアキラの血を吸って──ッ！

「やめろッ！」

　手を伸ばして刀を摑つかみ、へし折る。刀身はすぐに影かげとなって宙に消えた。

「吸うのは僕の血だ！　僕の──」

　言葉が止まる。

　顔を上げた八宵の表情。

　泣いていた。いじめられた子どものように、眉まゆ根ねを寄せて泣いていた。

　その表情に、思わず感情を持って行かれる。

　八宵は言った。

「彼女のことが、好きなんですか？」

「……そうだね、たぶん」

　──予想外の質問に、自分でも予想外の答えを返していた。

　でもそれは、八宵にとっては予想外の答えでは無かったらしい。言葉を嚙かみ締しめるようにじっと俯いてから、目元を拭ぬぐう。涙なみだはもう、止まっていた。

　改めて、八宵が辰巳の首に手をかける。

　血を吸うために、唇くちびるを首筋にあてがってくる。思ったよりも温かいその感かん触しよくに、うなじのあたりがゾクゾクした。牙が静かに、皮膚に食い込んでいく。痛みは無く、代わりに痺しびれたような感覚が首筋を中心に広がっていく。同時に八宵の身体からだが自分の肉体の延長のように感じられ、拡張された触しよつ感かんに皮膚が裏返るような錯さつ覚かくを覚えた。大きな背徳感を伴ともなった、快感というべきその感覚。

　……いまだ。八宵を倒たおす。

　辰巳が八宵の牙きば越ごしに、相手の全血液を支配しようとする。

　力の発動──それと、同時。

　唐とう突とつに、魂たましいが重たくなるのを自覚する。

　血が操あやつれない。八宵のだけではない、自分のすらも。

　吸血鬼としての力、非実在の特性が相そう殺さいされ劣れつ化かする。

　初めての感覚、だが辰巳にはそれがなんであるのかが理解できた。

　押しつぶされるかのような巨きよ大だいな呪のろい。力の弱化。喪そう失しつ感。

　辰巳の全身にヒビ割れのような模様が浮うかび上がる。

　背負った呪いがその不死性を上回る、契けい約やく違い反はんの容量超ちよう過か……




　辰巳はたったいま──破産したのだ。




「ち……力が」

　なぜいま、このタイミングで──その答えも瞬時に浮かぶ。

　昨日、三分の二兄姉トゥー・サードと交わした契約。辰巳が裏切らない代わり、人を殺さないというあの契約。彼らがなぜあんな契約を結んだのか。誠意を見せる？　違ちがう。彼らは恐おそらく、辰巳が裏切ったときのための保険としてあの契約を──

「──ああ、やっぱり何かを仕し掛かけてきたのですネ」

　破産した辰巳の様子を前に、兄姉が冷ややかな笑みを浮うかべる。

「アハッ、先生を攻こう撃げきする──つまりはあたしたちを裏切るなんて、契約違反なの～」

「言ったはずですヨ？　敢あえて大おお袈げ裟さに言えば──契約違反は命に関わる、と」

　……ああ。彼らにとって、関係者の生死がどうでもいいというのは本当のことだろう。また、辰巳が破産寸前であるということも把は握あくしていたに違いない。その上で、さも渋しぶ々しぶといった様子で自分たちに有利な契約を結ぶ、一いつ貫かんしたその演技──道化の仮面に隠された、毒どく蛇へびの本性を思い知る。

　が、気付いたときにはもう遅い。

　辰巳が五年をかけて目指した『死ねる身体からだ』は、想像していた以上に無力だった。

　辰巳の首に牙を立てた八宵が、仄ほのかに輝かがやくヒビ割れ模様に照らされながら、器用に呟つぶやく。

「──裏切り、者」

　次の瞬しゆん間かん、一気に血を吸い上げる。

「あ……ぐあ…………ッ!!」

　──言葉の代わり、喉のどから漏れるのは断末魔の呻うめき声。

　もはや指先すら動かせない。初めて実感する終わり、存在が消えゆく最後の感覚……

　……駄だ目めだ。まだ駄目だ、終われない。

　確かにかつて僕は自ら、戦う権利を放ほう棄きした。

　でもいまは、守らなければならない人がいる──戦わなければ、ならないんだ。

　忌いみ嫌ってきた悪しき力を、生まれて初めて願い欲ほつする。

　……が、選んだ過去は覆くつがえらない。普段であれば出来ることが、やりたくもないのに出来てしまうことが何一つとして出来はしない。呪われきった自分の特性が、いまこそ必要なのに……それなのに……っっっ────




　……どさっ




　驚おどろくほど容易に。信じられないほどあっさりと。

　辰巳は血を吸い尽つくされ、力無く倒れた。







「あはッ、なんかもー全部が全部、おどろくほど都合良く進んでるの～」

「まったくだヨ姉さん。これで気分良く、取立人を皆みな殺ごろしにして帰ることもできるしネ。で、先生、調子はいかがですか？　……先生？」

「う……あっ…………あっ、あぅうぐぅ…………!!」

　話しかけられた八宵が、顔とお腹を押さえてうずくまる。

「せ、先生!?」

「く……う……ああ！」

　苦しげに呻うめく。その気配は異常なものだった。近くに立つだけで、凍こごえるように寒い。

　なんだ、これは……!?　兄は考える。あの混血が破産する前に何かを仕し掛かけたのか……？　いや、そんなそぶりは無かった。だが、ただの混血の血を飲んで、こんなに苦しむなど聞いたことが無い……！　なんだ、なんなんだ……いったい、いったい……

　──いったいあの男の中には、何が入っていたというのだ……!?

「先生！　……く、姉さん、こうなったら二人で先生の血を吸って──」

　そんな、苦肉の策を口にした次の瞬しゆん間かん、

「ア………………、はぁ、はぁ……はぁ……」

　八宵の悲鳴が落ち着く。

　その姿を見て、驚く。

　彼女の体外臓アムシヤ──『一切一切りワンカツト・キル』が肥大化、いや巨大化し、八宵の全身に絡からみついていた。その形状はもはや鞘さやでも臓器でもない。鱗うろこが刻まれ、蛇じや腹ばらの蠢うごめく、手足の無い姿──

　それは蛇へびだった。八宵の身体に蛇の下半身が一体化して巻き付いて、緩ゆるくのたうっている。彼女自身の瞳ひとみは金色に輝き、その影身アヴアターラは複頭の蛇を形取り背後に立ち上っていた。

「……『蛇』？　この姿……そして空気をも凍こおらせるこの力……これってもしかして、伝説の『蛇』じゃない、姉さん！」

「そうなのそうなの、きっとたぶんおそらく絶対、そうなの！　その復活は人間の滅ほろびと同義！　『蛇』様なの、いきなり最終目標達成なの！」

　狂きよう喜きする兄姉。その前で、八宵は身体を震わせる。

「ぐ……ああ……ァアアアアアアッ！」

　抑おさえきれない様子で腕うでを振ふるう。

　それに合わせて、蛇のごとき影身アヴアターラが天てん井じようを削けずるほどの巨大な刃やいばとなって暴れ狂くるう。

　壁かべが砕くだけ、天井が崩くずれる。何人かの吸きゆう血けつ鬼きが巻き込まれて肉体が切断されたが、誰だれも気にしてはいなかった。ただただその力の大きさに圧あつ倒とうされ、あるいは喜び、あるいは怯おびえ、ある種の感動に打ち震えている。また、八宵の斬ざん撃げきは周囲に冷気を撒まき散らし、辺りに氷の結けつ晶しようを降り注いだ。

　更さらによく見れば、壁の崩れるのに伴って金庫の扉とびらが傾かたむいている。わずかな隙すき間まさえ出来ていた。八宵は五重の契ミ約ト術ラに、一いち撃げきで亀き裂れつを入れてみせたのだ。

「おおお、なんたる威い力りよく！　これぞ吸血鬼、これぞ蛇の子ドラキユラ！　それにこの力、契ミ約ト術ラが、凍り砕かれてるヨ！　これは影身アヴアターラの属性変化、吸血鬼の最上能力──幻まぼろしの第四変化!!」

「あはッ！　あはははッ！　宣戦布告なの兄さん、宣戦布告！　金庫の血を手に入れたら今日、今夜、このあとすぐに！　表層に出て、人間どもとの戦争を始めるの～ッ!!」

　金庫室に笑い声が木霊こだまする。この都市がまさに崩れんと軋きしむ音のように、狂ったような笑い声がわんわんと反はん響きようする。




　血を吸い尽くされた辰巳はその傍かたわらで、ただ静かに倒れたままだった。







　五　夜暁の始　the banker daybreak




「アキラ……アキラ」

　揺ゆさぶられ、目を覚ます。

「……辰たつ巳みくん？」

　朦もう朧ろうとしたアキラの目の前には、気まずげなケンさんの顔があった。

「すまぬな、拙せつ者しやだ……これを飲め。一時的ながら、動けるようになろう」

「これ、って……薬？」

　拘こう束そく具ぐの砕かれた手の上に置かれたのは、半分に割られた小さな赤い錠じよう剤ざい。

　なんの薬か疑問に思ったが、血が足りないし傷も深い。ろくに考えることもできず、そのまま水無しに飲み込んだ。

　ごくり……と、驚くほどの即そつ効こう性で体温が上がり、痛みが消えていく。

「……って、ケンさん？　そうだ、状じよう況きようは……っていうかいまの、なんの薬よ？」

「出血は軽減されるが、傷が治るわけではない。依い存ぞん性は無いが、副作用はある」

「……それ、違い法ほうな奴やつなんじゃ」

「故ゆえに、効果がある」

　どういう理り屈くつだ。ツッコみそうになるが、実際に役立っているのでひとまず黙だまる。

　そのとき、壁を、金庫を破は壊かいする激しい音。身体を起こしてそちらを見ると、仮面の一人──少女らしき吸血鬼が異様な姿となって刃を振るっているところだった。

「なにあれ……どうなってんのよ!?　辰巳くんは!?」

「わからんが、お陰かげで連中は我々のことを失念しておる。咎とが野の辰巳はほれ、ここだ」

「え」

　見ると、辰巳はアキラの隣となりに寝ねかされていた。意識は無いし、ほとんど死んでいるように見えるが……よく観察すると、わずかに息がある。どうやら、最後の一滴フアースト・ブラツドまでは吸われずに済んだらしい。

「……よかった、生きてる」

　ホッとしていると、ケンさんが立ち上がり、言った。

「拙者が連中を足止めする……その隙すきにお主は咎野辰巳を連れて、金庫の奥へ。そこでなんとか奴を使い物になるようにしろ、勝機は其それより他にない」

「つ、使い物に、って……どうやって」

「ひとまずは、血であろうな。あとは……知らん。どうにかしろ」

「むー……それにケンさん、足止めって……あんなの相手に、どうやってよ」

　二つ目の質問に振り向いたケンさんは──にやりと笑った。笑え顔がおなんて、初めて見た。

「なに、案ずるな。……アキラ」

「え？」

　名前を呼ばれたのも初めてで、思わず戸と惑まどう。

　そんなアキラに、ケンさんは躊躇ためらいがちに言ってきた。

「いままでには、厳しいことを言ったが…………まあ、いい。行け」

「……まあ、なんかわからないけど……ありがと」

「……ふん」

　アキラが辰巳を背負う。右みぎ肩かたと腹部の傷が痛み、血の足りなさに立ちくらみを起こしそうになるが堪こらえて金庫の奥だけを見つめる。

　それを確かく認にんしたケンさんが、幸運にも取り上げられていなかった腰こしの注射警棒を引き抜ぬきスイッチを操作、カスタム仕様の仕込み刀を抜き放つ。

「──ぬおおお！」

　その刀で手近な吸血鬼を切り払はらう。さらに懐ふところに秘ひめていた手しゆ裏り剣けんを投げ、『蛇』──八や宵よいの注意を引く。

　その隙に、辰巳を背負ったアキラが駆かけ出し金庫に向かう。

　即そく座ざに八宵が追つい撃げきしようとするが、アキラ達を庇かばうようにしてケンさんが立ちはだかる。

　ケンさんはポケットから取り出した錠剤を鷲わしづかみ、がりがりがりと嚙かみ砕いた。

　先ほどアキラに半錠じようだけ飲ませたそれは、マイクロサイズの契けい約やく文が記された外血ソーマ製のブラッドドラッグ。その危険な効果を指して曰いわく、死の先払いプリペイド・デス。寿じゆ命みようを引き替かえに力を発揮するその薬──いまの一嚙みで、致ち死し量は遥はるかに超こえた。

「いざ、参られい！」

　薬によって人の範はん囲いをはみ出したケンさんの目が赤く輝き全身の血管が浮うかび上がる。

　その様に、三分の二兄姉トウー・サードが呆あきれたように首を振った。

「はぁー、なーんて馬ば鹿か馬ば鹿かしいの」

「まったく。この期ごに及およんであんな死に損ぞこないを逃にがして、なんの意味があるんだヨ」

　嘲あざけられ、しかしケンさんは野や獣じゆうの如ごとく笑って見せた。

「ふっ、拙者が背負うは、まさに未来よ。ようやく確信できた、あの未熟な取立人は血銀の、この街の、いやさこの世界の未来を背負うておるわ！　わかろうか？　わかるまいなあ！　はっはっは、そのような輩やからに、奴らを追わせるわけにはいかん！」

　楽しげに笑うケンさんに、蛇を宿す八宵が苛いら立だたしげに腕を振るう。

「……もう……邪じや魔まを……しないで!!」

　──一撃。




　ガギンギギギギィッィイ！




　激しい衝しよう撃げき、吹ふき飛ぶ建材。それらが過ぎた後には……ケンさんの左ひだり腕うでが、根元から吹き飛んでいた。だがすぐに血は止まる。再生までは出来ないが、心臓か脳を潰つぶされない限りは大した問題では無い。なにしろ彼は、もう死んでいる。

「ふっ、ふっふっふ……間合いは読んだ。二撃目は、そうそう当たらぬと思え」

　余よ裕ゆうのある表情で、ケンさんが片手でゆったり刀を構える。

　誰もが虚勢だと思ったその言葉はしかし──偽いつわりでは無かった。







「兄様が……？」

　綺き理り恵えたちが監かん禁きんされたアパートの一室。いまそこには為ため田たの他にもう一人、連れん絡らく要員かつ護衛役の吸血鬼が配備されていた。

　その吸血鬼はたまに携けい帯たいで連絡を受けつつ、しきりと為田に話しかけていた。その中に、辰巳の情報が混ざったのである。

「あの助すけっ人と、まさか裏切るとはな。とぼけた顔しやがって……いつでも交こう渉しよう材料に出来るように、その人質たちはよく抑えとけ」

「は、はあ……」

　為田は手て渡わたされたロープを持って綺理恵に近づく。

　綺理恵はまっすぐに為田を見て、すこしも怯ひるむこと無く言ってきた。

「兄様が裏切ったそうですね」

「あー、うん、そうみたい……で、でも、たぶん大だい丈じよう夫ぶ！　きっと上う手まく、仲直りするから……いや、まあ、わからないけど」

　思わず本心が漏もれる。そう、裏切った相手と簡単に和解できるほど、彼らは甘い連中ではない。でも、ということはつまり、見せしめであれなんであれ彼女たちは──

「……だ、大丈夫？」

　そんな意味の無い質問を、綺理恵たちに投げかける。

　すると、まず陽ひ良らが笑って答えた。

「だいじょーぶだよ♪」

　それを聞いてから、綺理恵も答える。

「兄様の決断によって死ぬことになるのなら悔くいはありません。私たちはいつだって兄様に尽つくし、兄様のために死にます。……こんな言い方、当の兄様は嫌いやがるのでしょうが」

「そ、そうなんだ……すごいね」

　死ぬかもしれないと思いつつも、なんて態度だろう。

　つまりはそれくらい信じているのだ。彼らの兄が、たとえ愚おろかではあったとしても、必ずや──正しいということを。

　確かに……彼が裏切ったというのなら、きっとそれは正しい選せん択たくなんだろう。

　通りすがりの吸きゆう血けつ鬼きを、身を挺ていしてかばう彼の姿が脳のう裏りに浮かぶ。

　……愚か者の素質……愚か者の素質……頭の中で繰くり返す。

「……うん」

　為田は決意した。自分も、愚か者になろう。言われるままに流されて、保身のために魂たましいを売る小こ賢ざかしい人間は、もうやめるんだ……ッ！

　握にぎったままだったロープの手て応ごたえを確かめる。部屋の中の吸血鬼は、折良く壁かべの方を向いて電話している。思い切り首を絞しめれば、気絶くらいはさせられる……ような気がする。

　ええい、やるぞ。やってやる。そうだそうとも、やーってやるぜ。

　脂あぶら汗あせを垂らしながらゆっくりと吸血鬼に迫せまり、ロープを握った手を伸のばす。

　うぅぅ……うぇい！　──と思い切る寸前、吸血鬼が気まぐれにこちらを振ふり向いた。

「ひッ!!」

「あん……？　なんだよ、早くしろ」

「……はへ？」

　あれ？　吸血鬼は、為田が襲おそいかかろうとしていたことに気付いていない……なんで？

　わけがわからないまま手元を確認すると、なんと。握っていたはずのロープが消えている。あれれ？　周囲を見回すと……あった。ロープが──隣に立つ、陽良の手の中に。いつのまに？　っていうか、どうやって。

　わけがわからず目を丸くする為田に対し、陽良はにっこり笑うとロープの代わりに、

「はい♪」

　と、彼女のおもちゃを手渡してきた。







　辰巳は、薄うす暗ぐらい場所で目を覚ました。

　……死んでは、いないらしい。だが、首の嚙み傷きずさえろくに治っていない。血を失い、破産した吸血鬼とは、なんて無力なんだろうか。

　辰巳はいま、棚たなだらけの一室──恐おそらく金庫の中に居た。壁を背にして、ほとんど倒たおれるようにして座っている。隣を見るとアキラが辰巳の肩かたにもたれるように寄りかかっていた。顔面蒼そう白はくで息づかいが荒あらい。アキラが無事であったことは喜ばしいが、彼女もかなり危険な状態のようだった。

「……ごめん。上手くやれると、思ったんだけど」

　辰巳が謝ると、アキラが顔を上げてこちらを見た。

　目が合う。その表情は、泣き出しそうに見えた。

「……なんで」

「うん？」

「……ずっと、説教してきたのに……なのに、また、こんなこと……あたしが犠ぎ牲せいになるだけで、済んだかもしれないのに…………なんであなたは、そんななのよ」

「なんで……か」

　辰巳は思い出す。確かにアキラは辰巳に何度も、自分を大切にしろ、打算的になれ、のたれ死ぬなと。そう言ってきた。なのに、辰巳はいつもそれに従わなかった。

　だってそれは、いいことだろう？　──辰巳はそう言ったし、それは本心だった。

　だがいま、アキラのために危険を冒おかした理由はそうじゃなかった。

「……さっきの、君の言葉」

「え」

「みんなを助けるための血液銀行を作るって……そう言ってたろ？」

「……だから？」

　少し気まずそうに答えるアキラに、辰巳は口元に笑みを浮かべて応えた。

「何度も聞いていたことなのに、さっきのは……しびれた」

「は？」

「本当に。……僕は自分が悪だと自覚してからずっと、いいことをしようと心に誓ちかって生きてきた。誰だれからも何ものも奪うばわないと決めて、その通りに生きてきた。でもそのあいだ中、ずっと、ずっと思ってた。ああ、本当に……『こんな世界、クソクラエだ』って」

　辰巳の言葉に、アキラが目を丸くする。

　ぽかんと、理解できないといった表情。

　辰巳はゆっくりと、言葉を紡つむぐ。

「僕がどれだけ頑がん張ばっても……『みんな仲良く』、ただそれだけのことが、酷ひどく難しい……傷つけたり、騙だましたり。生きるためにって、みんなそんなことばかりして。それどころか、人にそれを強要して。なんで、そんな……そんな、こと」

　あれ、なんだろう。上手く言葉が出てこない。

　そのとき、ぎゅ……と、アキラに強く、頭を抱だかれた。

　どうしてアキラが泣きそうな表情で自分を抱きしめるのか……疑問に思ったが、すぐに気付く。泣きそうになっているのは、辰巳のほうだった。

　なんでだろう？　冷静に喋しやべっているつもりだったのに、なんで……

　わからないまま、言葉ばかりがいっそう感情的に、口から溢あふれていく。

「どいつもこいつも……どうして僕に殺させようとするのか。奪わせようとするのか。僕はそんなこと、絶対に……ごめんなのに。今回のことだけじゃない、いつだって……こんな世界は、もう…………いやだ、って、そう……ずっと、思ってた」

　言葉が引きつり、声が震ふるえる。

　おかしい。別に全然、弱音を吐はくつもりなんてなかったのに。慰なぐさめて貰もらうつもりなんてなかったのに。なのに、どうして……

　……ああ、そうか。

　ふと気付く。

　辰巳にとって、自分の本音を誰かに語るのは──生まれて初めてのことだった。

　そのことに気付いたら、やっと涙なみだがこぼれた。

「僕は……諦あきらめてた……逃にげてたんだ。ずっと……目の前の人にだけ優やさしくして……嫌な世界からは、目を逸そらして……そのまま、死んでしまえれば……いいと、思って……」

　アキラはよりいっそう強く、辰巳を支えてくれた。

　気持ちが安らぐ。

　ゆっくりと息を吸う。よりゆっくりと、息を吐く。深く、深く、胸の底まで……

　やがて辰巳は、落ち着いた調子で言った。

「……でも、君は違ちがった」

　アキラの肩に手を置き、顔を上げ、正面から向かい合う。

　アキラもまっすぐに辰巳を見ていた。

「奪わないために奪う。戦わないために戦う。……諦めずに、理想を持ち続けて」

「…………」

「もういちど言う。しびれた。だから僕は、君のために命を懸かけようと思った」

　辰巳の放つ崇すう拝はいの言葉。

　アキラは茶化しもせず、照れもせず、それを受け止めて応えた。

「……あたしの直感は、間違ってなかった。あたしには、あなたが必要なんだわ。それは、ただあなたが強いからじゃない。あなたが、あなただからよ。…………お願い、辰巳。あたしの為に、戦って」

　……ああ。感情が溢れ出す。なんて、なんて嬉うれしいことなんだろう。

　いまだ心折れぬ彼女が、そんな彼女に求められることが、最上の誇ほこりとして感じられた。

　それは命を賭とすに足る光栄。だが……

「そうしたいけど…………血が無くて」

　破産状態でも、ほんの少しの血があれば戦いようはある。だが、最後の一滴フアースト・ブラツド以外のほとんどすべての血を抜ぬかれた状態では立つことすらままならない──我ながら、ふがいない。

　そんなことを思う辰巳に対して、アキラが言った。

「血なら、ある。……あるよ」

「…………」

　アキラの真しん剣けんな瞳ひとみと息づかい、意味を察する。

　アキラの血を、吸えという。

「でも──」

　アキラも血が足りない、危険な状態だ。

「大だい丈じよう夫ぶ」

「けど──」

　そもそも辰巳は、血が吸えない。

「いいから」

「だけど──ッ」

「っ──」

　いくつもの抗こう弁べんは、唇くちびるで塞ふさがれた。そのあとは、自然に。舌先が、首筋までをなぞる。舌が触ふれる度たびに、ぴくりと肌はだが震えるのが感じられる。

　……吸えない、とは思わなかった。

　ずっと、吸血衝しよう動どうは忌いまわしいものだった。それが不思議と意識に馴な染じむ。

　唇で首筋に触れる。

　艶つややかな肌はだ色いろ。

　温かみ。

　揺ゆれる唇。

　甘い。

　いままでに感じたことのない味。

　甘い。

　辰巳の首に回された腕うでに力が籠こもる。




　辰巳は確信した。

　彼女の血があれば、僕は生まれて初めて、この世界と──正面切って、戦える。







　信じられない戦いぶりを見せた黒人取立人、その屍しかばねを乗り越こえて踏ふみ込んだ、金庫内部。

　八宵の攻こう撃げきによって二枚目の扉とびらが歪ゆがみ、外れ、手前に傾かたむいてくる。

　やがて大きな音を立てて、扉が倒れた。

　さあ、最後の一枚だ……そう思って中に入ると。

「……ッ」

　八宵が動きを止める。

　後に続いて入った三分の二兄姉トウー・サードは、嘲あざけるように笑った。

「……あはッ、生きてたの～。混血は死体が灰にならないから紛まぎらわしいの」
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「いやいや、にしても奇き跡せきの復活だヨ。正直、あなたたちが逃げたの忘れてたけどネ」

　明るい調子の兄姉きようだいに対して、金庫を背にした辰巳が穏おだやかな口調で答えた。

「いやあ、僕もなんだか君らに会うのが、すごく久しぶりな気がするよ」

　辰巳が腕の中に抱かかえるアキラは、意識を失っているようだった。彼女の血色は先ほどまでよりもなお悪い。その代わりに、辰巳の顔色は幾いく分ぶんか回復して見えた。

「ああ……助けた女の血を、結局は吸ったんだネ。なんとも情けない展開だヨ」

「はは……わかってないなぁ」

　辰巳が笑う。その表情が気にくわない。ヒビ割れ模様が消えているのは、何かしらの契けい約やく更こう新しんがあったのだろうか……？

　……まさか、三枚目の扉の前にも血が貯蔵されていたのか？　辰巳の余よ裕ゆうのある態度にそんなことも疑うが、事前調査的にそれはないはずだし、この場にある血の臭においも辰巳と女取立人のものだけ。他よ所そからの吸血があったような気配はない。

「で、辰みん、女の子を抱えながら戦うつもり？　それとも、降参でもする気なの？」

「彼女を抱いてるのは、戦いに巻き込まれないよう一番安全な場所に置いてるだけだよ。それより、そっちこそ引き返すつもりは？　ここまで来てなんだけど、やっぱり戦わないに越したことはない。警察に自首してくれるなら、それが一番。駄だ目めかな……八宵さん」

　辰巳を睨にらみ付けていた八宵が、苦しげに喘あえぎながら言葉を返す。

「……馬ば鹿かに……しないでください。裏切り者の、くせに……そちらこそ、私の家族になるなら……海辺の家で、子どもを作って、犬を飼って……そしたら、許してあげます」

　それは、吸きゆう血けつ鬼きが口にするにはあまりにも馬鹿げた要求だった。流水と日差しが天敵の吸血鬼が海辺に暮らすなどあり得ないし、吸血鬼は子どもも産めない。そして犬や猫ねこは本能的に吸血鬼を嫌きらうから、飼うなんてことは不可能だ。すべてが夢想、戯たわ言ごとに過ぎない。

　だが、八宵に冗じよう談だんを言っている様子はない。やはりどうも、彼女の意識ははっきりしていないらしい。その様子に三分の二兄姉トウー・サードもヒヤヒヤしてしまう。

　辰巳はそんな八宵とは対照的に、落ち着き払はらった態度で答えた。

「ごめん、八宵さん。その要求には応こたえられない。僕にはたったいま、決めたことがあるから。そう、今日から僕は──必要悪になる」

　──カチャン

　機械式の錠じようの上がる音。まさか……息を吞のむ一同の前で──

　三枚目の金庫扉が、音もなく開いていく。

「自分の悪を、積極的に認めることにしたんだ。ある一つの理想のために血みどろになって戦う、必要悪として。……さしあたり、この金庫の中身を守らなきゃならない」

　自動的に照明が灯ともる。そこに現れたのは人体の内臓もかくやという複雑な装置に繫つながれた、赤、赤、赤────圧あつ倒とう的な血の保管庫。医い療りよう用血液のような遠心分ぶん離りも冷れい凍とうも行わず、生きたままの血液を保管するためにあらゆる技術を駆く使しして拵こしらえられた、芸術的ですらある真しん紅くの宝物庫。

　どうやら、辰巳がすでに解錠の手順を済ませていたらしい。が……

「……なぜ開けられるんだヨ。まさか…………まさか貴様が、黒髑どく髏ろの正体!?」

　恐おそろしさを堪こらえてそう指し摘てきしたのに、辰巳はぽかんとして手を振ふった。

「いやいや、まさか。ただ借りただけだよ。──借金は、得意なんだ」

　そう言って、辰巳がひらりと手に持った契けい約やく書、そこには──

『血液銀行の全てを無利子、無担保、無制限に貸し出す』という契約文。

　そしてその下には黒髑髏と、辰巳の署名がしてあった。




「ば……馬鹿なッ!!　なぜ、なぜそんなものが、こんなときに、こんな……」

　憐あわれなくらいに取り乱す三分の二兄姉トウー・サードに、辰巳は適当に答えた。

「いやあ、彼とはそれなりに古い付き合いだし。いざというときのための緊きん急きゆう用に、こんなのを用意してくれていたみたいで」

　……まあ、まさか五年前に言ってたあれが、こんなものだとは思わなかったけど。

　アキラが持たされていた封ふう筒とうに入っていたこの契約書。そこにはあらかじめ、黒髑髏の署名がしてあった。その下に辰巳の名前を書き込むことで契約は成立、破産は無効。

　それどころか、いまやこの血液銀行はその全すべてが辰巳の所有物となっていた。

　故ゆえに、持ち主にしか開くことの出来ない金庫も容易にその口を開く。

　五年前の契約書が巡めぐり巡ってこんな場面で使われるとは、いやはや世の中はわからない。

「く……だが、一足遅おそいヨ！　いまからきみに、血を飲む暇ひまなど与あたえるもんか！」

「そ、そうなのそうなの！　むしろ、死に損ぞこないが金庫を開けてくれて大助かりなの！」

「それになにより、こちらには『蛇へび』の力を宿した万人殺しミリオン・キルズの先生がいるんだ！　たとえきみが万ばん全ぜんであろうと、到とう底てい勝ち目は無いんだヨ！」

　だったらすぐに戦わせればよさそうなものを、なぜか三分の二兄姉トウー・サードはわーわーと喚わめくだけで動かない。おそらくは、感じ取っているのだろう。いま、この場の危険性を。

「まあ、確かに。いまから血をガブガブ飲むのは大変そうだし、そもそも僕、血は飲めないし。あ、ある一人の血は除いてね。だけど──既すでにして、この血は僕のものだ」

「はッ!?」

　辰巳はアキラを腕の中に抱だいたまま、血液タンクの一いつ端たんに手を触れた。

「な、なにをするつもりか知らないけど、お前ら、早く血を確保するんだヨ！」

「先生の攻撃じゃあ設備が壊こわれちゃうの、いまこそ手下ドモーの真しん髄ずいを見せてやるの！」

「う……うおおおおお!!」

　正体の分からない不安に苛さいなまれつつも、数をたのみに強ごう盗とう達が辰巳に向かって殺さつ到とうする。

　辰巳はそんな彼らを一いち瞥べつし、そして──

「──創造詩詠えい唱しよう、《山に蛇ありて渦を起こすヴアースキ・ロール》、《海に蛇ありて蓮開くアナンタ・ゲイン》」

　有り余る万能を有限の物理に落とし込むための意識制せい御ぎよ用構成詩を口にした。

　次の瞬しゆん間かん──

　スー……と音もなく、金庫内から溢あふれた血が瞬またたく間に床ゆかを覆おおう。壁かべを、天てん井じようを覆う。

　コンマ数秒の間に現れたのは、四方上下の全てが血に覆われた空間──赤の世界。

　決してカタギの素人しろうとでは無い吸血鬼たちが、その赤を前に激しく狼狽うろたえる。

　恐ろしさすら抱くことが出来ない、途と方ほうもない非現実感。あまりの悪夢感に目め眩まいすら覚える。それでも尚なお、突つき進もうとする健けな気げな者たちもいたが──

「う、うおお──ッぎゃッ！」「うぐぇ！」「ぐがッ！」

　ズ・ズ・ズ・ズッ──と連続する刺し突とつ音。

　それは赤一面の床から恐るべき勢いで生えだした無数の剣けん先さきが、辰巳に迫せまる吸血鬼たちを足から腰こし、首筋へと無む惨ざんに貫つらぬく音だった。百舌鳥もずの速はや贄にえ、あるいは串刺しツエペシ公の伝承の如ごとき凄せい惨さんな狂景──

　それを生み出した辰巳はただ呆あきれたように小さく息を吐はき、彼らに告げた。

「──無理に抜ぬけようとすれば命、血ごとえぐりとられるから……気をつけて」

　赤の世界に君臨する主は、腕の中に女を抱えながら、その髪かみに幾いく筋すじもの赤い輝かがやきを宿らせ、身体からだには周囲と繫がる赤い膜まくを纏まとっていた。彼が片手を振るうと、液体で出来たその膜がマントのように翻ひるがえった。

　神こう々ごうしくすらあるその姿を目もく撃げきした三分の二兄姉トウー・サードは思わず、旧約聖書を始めとした複数の神話において蛇と同一視されるその名を口にした。即すなわち──




「──悪あく魔ま」




「…………」

　三分の二兄姉トウー・サードの呼びかけに答えるように、辰巳が一歩、前へと進む。

「ひ、ひいぃぃぃぃぃ!!」

「く、来るんじゃないの！」

　兄姉が咄とつ嗟さに放ったのは『二重顎ダブル・バイパー』──二人の影身アヴアターラをノミと槌つちに見立てて放つ、兄姉ならではの協力合体必殺技ツープラトンだった。八宵の刀とう剣けんほどではないにしろ、並の吸血鬼の攻撃を大きく上回る貫かん通つう力を持ったとっておきの隠かくし技わざである。

　その一いち撃げきはしかし、辰巳が腕を振るうのに合わせて翻ったマントにぶつかって、あっさりと消しよう滅めつ──赤のなかに、取り込まれてしまった。

　そこで初めて気付く。手下である、串くし刺ざしにされた吸血鬼たち。彼らもそれぞれの影身アヴアターラで自分たちを貫く剣を砕くだこうとして──即そく座ざに影身アヴアターラを取り込まれ、影かげごと血を奪うばわれ、絶望の淵ふちに叩たたき落とされているということに。

　これは……影身アヴアターラの強制支配だとでもいうのか……？

　確かに、吸血鬼同士でも牙きばを使って相手の血を支配できる。だが──辰巳は、牙など使っていない。どころか、取り込んだのはいったん武器化した影である。身体から血を吸うのとはわけが違ちがう、影そのものを吸って操あやつる──そんな、そんなことができたら、それはもはや、全吸血鬼を支配するに等しい能力じゃあないかッ!!

「なん……なななんなんだヨ、お前は！」

「あー……まあ、ほら、あれだよ。名乗るほどの者じゃない、というやつで」

　辰巳はそう答えたが、回答は別の所から上げられた。

「万人殺しミリオン・キルズ──」

「へ？」

　呟つぶやいたのは、八宵。足元を凍こおらせて赤の世界に抗あらがいつつ、辰巳を睨み付けて言った。

「やっぱり……あなたが本物、だったんですね」

「ほ、本物？　ってまさか──」

　その場の全員が驚おどろくと同時に、抗いようも無く納なつ得とくした。

　そう、伝説に謳うたわれる災さい厄やく者、蛇とも同一視される荒こう唐とう無む稽けいな強さの伝聞、野放図に拡ひろがる数限りない都市伝説──もしそんな与太話が全て実話だとしたら、万人殺しミリオン・キルズというのはまさに、目の前の悪夢そのものになるに違いない──




「せ……先生先生、お願いしますヨ！　あの悪魔を退治してください！」

「そ、そうなの！　『蛇』のお力は、あんな混血なんかに負けないの！」

　ぴーぴーきゃーきゃー、足元を凍らせることで唯ゆい一いつ辰巳の赤に抵てい抗こうできている八宵に対して、三分の二兄姉トウー・サードが無責任な声せい援えんを上げる。しかし、八宵は動かない。

　……動けない。

　この場に立っていること自体がギリギリの瀬せ戸と際ぎわ。迂う闊かつな一歩は死を招く。

　辰巳が八宵に、静かに告げる。

「八宵さん……降参してくれると、嬉うれしい」

「……くッ！」

　返答代わりに八宵が動く。

　全力の一刀。後背の蛇が巨きよ大だいな刃やいばとなって宙を飛び、辰巳に向かって斬きりかかる。

　辰巳は先ほどのようにマントでその斬ざん撃げきを受け止めて──しかし。

「っ…………これは……」

　他の吸血鬼の影身アヴアターラのように取り込もうとするが、出来ない。マントが足元の赤い血ごと凍らされ、斬撃がそれを砕きながら辰巳に迫る。

「くっ……」

　バキン、パキィ──マントが凍って砕ける代わり、斬撃の方向をわずかに逸そらしたらしい。辰巳の横すれすれを八宵の斬撃が通り過ぎていく。結局最後まで、八宵の影身アヴアターラは辰巳に取り込まれはしなかった。

「おおお！　やっぱり、相手の血を凍らせれば、影身アヴアターラは取り込まれないヨ！」

「これなら、勝ち目があるの！　あいつの身体も凍らせちゃうの！」

　八宵に希望を託たくして、三分の二兄姉トウー・サードが応おう援えんを盛り上げる。

　一方、辰巳はアキラをよりしっかりと抱だきかかえ──辰巳の操る血や辰巳自身にアキラの素す肌はだが触ふれたら、いつかのように無条件に傷つけてしまう。注意深く、ジャケット越ごしにアキラを抱きかかえ、八宵に向かって身構えた。

「……創造詩詠唱……《川に蛇ありて毒を撒くカーリヤ・ジエイル》」

　足を開いてスタンスを取ると、マントの一端を手に摑つかみ、引きちぎるようにして振り上げる。するとマントの中から、ひいては地中から引きずり出されるようにして、

　じゃららららッ！　──現れる、赤い鎖くさり。だがおよそまともな鎖ではない。先端に行くほどに巨大化し、辰巳の手元から四メートルほどの位置で鎖の太さは八宵の胴どう回まわりを軽く超こえている。さらに鎖の末端は壁の中に沈しずみ込み、その先にどれだけの長さが潜ひそんでいるのかも分からない。

「手て荒あらく行くから、気をつけて」

　辰巳が腕うでをしならせ、鎖に勢いをつけ真横に振るう。ほとんど鉄てつ塊かいの如き巨大な鎖が、細身のチェーンと同等の速度で空を切った。

　建物さえも真っ二つにしそうなその一撃を、八宵が黒い刀身で受け止める。

　天井にまで届く柱のような刀と、巨大重機の如き鎖の衝しよう突とつ──スケール感を失いそうになる攻こう防ぼうに金庫全体が激しく揺ゆれた。

　果たして刀に受け止められた鎖は、そのままぐるりと八宵に巻き付いた。八宵の姿は巨大な鎖に何重にも絡からみつかれ、ほとんど見えなくなってしまう。

　が──直後。内側からの、黒い斬撃。一撃で鎖が緩ゆるみ、二撃目で鎖が宙に浮うき、三、四撃目の連斬で鎖が吹ふき飛び天井にぶち当たる。

「……ふーっ、ふーっ」

　そうして構え直す八宵が、荒あらい息を吐く。その呼気が──白い。

　八宵が両手で刀を握にぎる。背後に立ち上る五匹ひきの蛇じや影えい、それらが有機的に結びついて一本の大刀となって天を突いた。周囲の赤い世界、血で作られた世界が冷気の蔦つたに侵しん食しよくされるようにして急速に凍り付いていく。

　──凍らされた血は、もう操れない。辰巳は手に握っていた鎖の手て応ごたえを確かめ、使い物にならなくなったそれを手放すと、再び同じ手順で新たな鎖を作り出した。

「……私は……私、はァッ!!」

　叫さけびながらの、八宵の斬撃──視界を埋うめるような黒の奔ほん流りゆうが、上段から振ふり下ろされる。辰巳が作り出した赤の世界を凍らせ砕き、その先にある金庫、さらには黄よ泉も津つの基き礎そ構造部さえ削けずり取りながら、彼女の渾こん身しんが、人じん智ちを超えた威い力りよくで辰巳に迫る。

　辰巳はわずかに目を細め、そして──新たな意識制御用構成詩を口にした。
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「…………創造詩連唱、《森に蛇ありて血を流すラクタビージヤ・スミス》」

　ぐしゃり──辰巳が手にした鎖を握りつぶす。すると、五本の指の隙すき間まそれぞれから鎖が数本ずつ絞しぼり出されるように飛び出した。そのまま腕を振るうと、何十本という巨大な鎖の束が巨大粉ふん砕さい器の如き威い容ようで八宵に、その大刀に向かって放たれる。

　大刀は巻き付いてくる鎖を瞬しゆん時じに凍らせ、砕き散らしながら辰巳に迫る。が、砕かれるそばから鎖は増ぞう殖しよくし、全方位から間断なく大刀に絡みついていく。やがて大刀が鎖を凍らせ砕く勢いを、鎖の増殖速度が上回る。

「──もう、夜は終わりだ」

　辰巳がそう呟いたときには、すべてが終わっていた。

　それは、瞬間的な攻防だった。血の限りに乗算し続ける鎖は一瞬のうちに大刀を、そして八宵自身を何重にも隙間無く覆い尽つくし、そして──

「…………」

　──沈ちん黙もく。誰だれも言葉を発さない。

　巨大な大刀は無数の凍った鎖に縛しばり付けられるようにして、宙に静止している。

　辰巳はじっと鎖の先端を見つめていた。三分の二兄姉トウー・サードはただ呆ぼう然ぜんとしてる。

　氷と血のまだらな空間に、無音が訪おとずれる。

　……そんな中、

「辰、巳……さ……………………」

　かすかな呼び声は、何重もの鎖に覆おおわれた八宵が発するものだった。

　じゃ、ら。じゃら、り……

　ほとんど鎖の固まりとなった八宵が一歩一歩、歩を進める。わずかな隙間から右手を突つき出し、視線を覗のぞかせ、辰巳に向かって。あと三歩。あと二歩。あと一歩──

「た………………ィッ…………」

　八宵が、辰巳に向かって右手を伸のばす。手の内にはわずかに残された蛇の影身アヴアターラ──

　それが、消える。

　空になった手を辰巳に差し出し、八宵が言う。

「ごめ……な……さい」

「……こちらこそ」

　辰巳が、八宵の手を取る。瞬間──




　ガシャンッ




　最後の鎖が、辰巳の腕ごと八宵の右手を、そして表情を覆い隠す。

　鎖の固まりはギリギリと犇ひしめいた後、巻き付くときと同じ勢いで解け、周囲の壁かべの中へと消え入った。凍った鎖に関してはその場で砕け散り、周囲に赤い結けつ晶しようが降り注ぐ。

　後に残ったのは、蛇の様相を失って元に戻もどった八宵の姿。

　鎖くさり越ごしに血を抜ぬかれ、意識を失い倒たおれかかる八宵を、辰巳はアキラを抱かかえるのとは逆の腕で抱き留とめた。無事を確かめてから、そっと床ゆかに横たえる。

　──ごめんなさい、という彼女の言葉。それは果たして誰に向けられたものだったのか。

　いま、戦い敗れた彼女の表情からは影が抜け落ちて見えた。おこがましくも、この敗北が彼女にとっての贖しよく罪ざいになることを祈いのりたくなる。

　立ち上がろうとすると、意識の無い八宵の手が辰巳の右手を握ったまま放はなさない。辰巳は一瞬だけ瞳ひとみを揺らし、それから八宵の指を一本一本引き離し、彼女の手を胸の上に置いてから、その頰ほおに滲にじむ涙なみだの跡あとを拭ぬぐってやった。

　それで、終わり。罪悪感を嚙かみ殺して立ち上がり、使命を確かめ前を向く。

　眼前では、三分の二兄姉トウー・サードが寄り添そうようにしてその表情をひきつらせていた。




「く、うう……こんな……こんな……」

「兄さん、人ひと質じち！　こんなときこそ人質なの！」

「おお、そうだヨ！　ドタバタしてて忘れてたヨ！」

　自分から襲おそいかかったり逃にげたりする気のないらしい三分の二兄姉トウー・サードは、慌あわてて携けい帯たいを取りだし電話をかけ始めた。通話はすぐに繫つながったらしい。

　辰巳は三分の二兄姉トウー・サードに近づきつつ、彼らの怯おびえを見み透すかし高圧的に言った。

「さあ──もはや命令権はこちらにある。命が惜おしいなら、妹たちを解放しろ」

　これで押し通せると、思ったのだが、

「く、ぐぅ……い、いやだ！　ぼくらはこれでも、ドラキュリストの幹部なんだヨ！　混血ごとき……やすやすと勝たせてやるもんか！」

「そうなの兄さん！　独断と専行でやっちゃうの！」

「独断と専行って、全部ぼくのせいかヨ!?　くぅ……まあいい、おい！　人質を殺せ！　ぼくらに何があってもいい、殺せええ!!」

　もはや錯さく乱らん状態に近い兄が携帯に向かって命令を飛ばす。

「ま、待った！」

　しまった、まずい、どうしたら──背筋が凍こおる。

　電話の向こうから応答が聞こえてきた。




『了りよう解かいしました！　ではさっそ　『オゲエ！』ゥわッ！　な、何だ!?　……って、人形……？　なんだ、この、やたらと気持ち悪　『ムカヂュウ！』ギャアアアア！』




「…………おい？」

　…………悲鳴を最後に、電話の向こうは沈黙してしまった。

　何があったのか、辰巳も三分の二兄姉トウー・サードもさっぱりわからない。

　お互たがいに見つめ合ったまま、気まずい沈黙が流れる。

　それを破ったのは電話の向こうからの声だった。

『────あ、もしもしぃ？』

　辰巳にも聞き覚えのある、どこか間の抜けた声。

　それを聞いて、三分の二兄姉トウー・サードの顔に、微び妙みようながらも生気が戻った。

「あ、ああ、為田さんですか。あなたでもいいヨ、その人質たちを……」

　と、再び命令を飛ばそうとしたのだが、しかし。

『あー、頂いたお電話で誠に恐きよう縮しゆくですが、人質は無事解放しますんで。っていうか裏切らせて頂きます。ということで、そのー、なにとぞよろしくお願い致いたします、でわー』

　ブツ、ツー、ツー、ツー…………

「…………は、はあ!?」

「な、なん…………な……」

　三分の二兄姉トウー・サードが絶句している。

　事情が分からないながらに、辰巳もなんと言っていいかわからず、

「……なんか、面おも白しろい人を連れてるもんだね」

　とお茶を濁にごしてみた。

　次の瞬間、三分の二兄姉トウー・サードは──お互いを辰巳に向かって押しつけるように争い始めた。

「に、兄さん、いまこそ死ぬの！　いつも殺して欲しがってるじゃないの！」

「ねねね、姉さんこそほら！　混血ごときっていつも言ってたじゃんヨ！」

「知らないの知らないの死にたくないの！」

「ぼくだって死にたくないヨ！」

「…………うーん」

　辰巳は緊きん張ちよう感のなさに、頰をかきつつ呻ってしまった。

　それから、その指が下りると同時に──

　どっしん！

「ピギャ」「ゲキョ」

　大おお雑ざつ把ぱに作られた血のハンマーが天てん井じようから、情なさけ容よう赦しやなく兄姉きようだいの上に落ちてきた。







「……ふぅ。いやー、は、ははは……ああいう電話って初めてだよ、うん」

　裏切り宣言の電話を切った為田は、膝ひざがガクガク、おしっこちびりそうだった。

　でも姉し妹まいの手前、なんとか立ったまま踏ふみ堪こたえる。お漏もらしも数すう滴てきで堪えた。

「と、いうことで……ほら、逃げな。君らはボクより賢かしこいから、なんとかなるでしょ。あ、陽良さん、これありがとうございました。助かりました」

　陽良から作戦と共に預かったオゲラ人形と電気モルモット──オゲラで隙すきを作り、電気モルモットで攻こう撃げき──を、お礼と共に返へん却きやくする。

「でしょー♪　これくれたあきらちゃんとー、やよいちゃんのお陰かげだよー♪」

「いやはや、まったくです、はい」

「……あなたはどうするおつもりで？」

「えっと……どうしよう？　落ち着いたら、警察に自首するとか……いや、ろくな犯罪も犯おかしてない気がするけど、ね……ハ、ハハ、ハァ～……」

　情けなく笑う為田を前に、綺理恵は小さく息を吐はくと雑な感じに言ってきた。

「まあ、ご武運をお祈りしますよ。兄様の無事を祈る、億万分の一くらいには」

「ああ、それはありがたいなー、ボク、お守りとか好きなんだよね」

「…………」

　また綺理恵に妙みような顔をされた。とことん、ボクはズレているらしい。

「……では行きますよ、ひい」

「はーい♪　じゃあおじさん、どうもありがとう♪」

　そう言って去り際ぎわ、陽良が振ふり向いて手を振ってきた。

　綺理恵も顔を半分だけこちらに向けて、小さく頭を下げてくる。

　そうして二人は部屋を去って行った。まあ、外に出れば大だい丈じよう夫ぶだろう。

「………………はぁ～」

　椅い子すに深々と腰こし掛かけ、頭こうべを垂れる。

　ああ……ほんと、疲つかれたぁ……はぁ。

　緊張感が緩ゆるむと同時に、目元に軽く涙が滲んだ。なに涙かは、よくわからない。

　とりあえず、充じゆう実じつ感らしきものはあった。初めて自分の人生を生きたような気がする。それはきっと、ろくでもない人生だが……いまから、やりなおせるかも知れない。

　そう思って顔を上げたら──

　真っ黒。

　さっきまでは普ふ通つうの部屋だったのに……上下左右、どこも、どこまでも、黒、黒、黒に覆われた──黒の世界。

「──お疲れさまです。全すべて、我々の計画通りですね」

　背後からの声。ドアは開かなかったはずなのに、いつの間にかにそこに立っているのは血液銀行バッカス・ファイナンス社長、黒髑どく髏ろだった。

　声でそれと分かりつつ、振り返る勇気の無い為田は笑って応こたえた。

「は、はは、いえ、そんな……あなたの計画、でしょう？」




　──思い起こす。初めてバッカスに行ったとき、社長室で『資料』と言って渡わたされたものは──為田が三分の二兄姉トウー・サードに脅きよう迫はくされた経けい緯いと、強ごう盗とう計画の証しよう拠こだった。

　どちらも極ごく秘ひのハズ……なぜこんなものが……意味が分からない。混乱する為田に、黒髑髏は言ったのだ。

『──ルールを破るのに必要なのは強さではなく賢さ、そして賢い連中はバレずにやる。そう怯えることはありません、我々はあなたの味方です……おわかりですか？』

　つまり──すでにバレている兄姉は強くはあっても賢くない。賢いのは自分たちのほうだと言って、身内に引き込むその言葉。

　三分の二兄姉トウー・サードの脅おどしはもっと直接的だった。それに比べてあの婉えん曲きよく表現の、なんと悪あく魔まがかっていたことか。いま思い出してもぞっとする。




　ともあれ、自分が黒髑髏と打ち合わせていたのはこの強盗が失敗するまでの計画だ。

　この先のことは何も聞かされていない。いや、それ以前に……

「ところで」

　怯える為田の背後、コツコツという靴くつ音おとと共に黒髑髏が無機的に言ってくる。

「──人質が無事だった場合は、こちらに引き渡して貰もらう計画だったはずですが？」

　ドキン、と心臓が跳はねるように鼓こ動どうし、お腹なかの中が凍ったように痛くなる。

「そ……そそ……そう、でしたっけ？　う、うっかり、忘れてましたーは、はは」

　必死にとぼけるが、がたがたと震ふるえる膝がそれが噓うそであることを示している。

『人質の安否には関かかわらないこと。もし人質が無事だったら黒髑髏に引き渡すこと』

　それは明確に指示を受けていたこと。その指示を、為田は完全に無視していた。

　背後で小さな息づかい。笑ったように聞こえたが、実際どうかは分からない。

　黒髑髏は、意外なほどに穏おだやかな口調で言った。

「結構。あなたが私を裏切ることは、もとより承知の上です」

「う、う、裏切りだなんて、そん、そんなー」

「最後に言うことは？」

「ぐぇ」

　思わず潰つぶれたような声を上げる。最後って……最後かー。

　まあ、そりゃそうだよね……いいことをするにも悪いことをするにも、それなりの才覚が要いるわけで。ましてやボクみたいなのが『やりなおす』なんて、高望みだよね……

「為田さん？」

「あ、はい、ちょっと待ってください。いま考えてますんで」

「……どうぞ」

　うん、またなんか妙な空気を出された。やっぱりどうもボクはズレているらしい。

　でも最後の一言だ。

　しっかりじっくり考えて……そして、言った。

「……あのー、無意味なお願いかも知れませんけど……あの姉妹に、酷ひどいことはしないであげてくれますか？　ほんと、いい子たちなんで」

　それは、心の底から自然に浮うかんできた言葉だった。

　果たして、為田の言葉を聞いた黒髑髏は──かすかに息を吐き、言った。

「よろしい、合格です」

「……はい？」

「今後ともよろしくお願いします、ということですよ。つまりはビジネスパートナーとして。もちろん、あなたはいずれまた私を裏切るでしょうが」

「え？　あ、いや、う、裏切るなんて、そんなことは……」

「ご謙けん遜そんを。あなたは天性の裏切り者です。だからこそ価値がある。私としてもそろそろ、政府との非公式なパイプが欲ほしかったのです。いえ──玖く曜ようとの、というべきか」

「は、はあ……？」

　……わけがわからない。わけがわからないが……なんか、助かったらしい。玖曜の分家という自分の家いえ柄がらに感謝したほうがいいのかもしれない。

　為田は大きく息を吐き、いつの間にかガチガチになっていた全身の緊きん張ちようをほぐした。ぐでーっと椅子に垂れ下がり、あーお腹のお肉がぶよぶよしてきたなー最近と思ってからふと、気になっていたことを尋たずねてみた。

「あのー……社長さんは強盗を泳がせるような真ま似ねをして、結局、なにがしたかったんですか？　血銀に敵対する吸きゆう血けつ鬼き原理主義者のあぶり出し？　それとも、裏社会に埋まい没ぼつする違い法ほう血液を手に入れたかったとか？　あるいは…………まさか本気で、『蛇』を復活させるつもりだったんですか？」

「さて、どうでしょうね」

　あっさりとはぐらかされてしまった。

　そこでなんとなく、唐とう突とつに思い浮かんだ単語が口をついた。

「……咎野辰巳？　あなたの目的は、彼を──」

　特に何か根こん拠きよがあって言ったわけではなかったのだが、

「…………」

　無言の答え。でもなんか少し、笑ったような気がした。

「……あのー、辰巳君を……彼をあなたに言われた通りに巻き込むのは、思ったよりずっと、簡単でしたけど……その、青あお薙なぎさんのおかげで。──あ、そういえば先日、あなたが道みち端ばたで辰巳君と歩いてるのを見ましたよ。仲、いいんですね」

「……親友ですからね」

　小さな笑い混じりのその言葉と同時に──部屋に色と明かりが戻もどる。

　振り返ると当然、そこに黒髑髏は居なかった。







「おはよう、アキラ」

　バッカスの医務室で、輸血装置を繫つながれたアキラが目を覚ます。ずっとそばについていた辰巳が気付いて挨あい拶さつをすると、アキラは一度、真顔で辰巳を見つめた後──いままでに見たことのない、ふわっとした笑えみを浮かべて。

「──おはよう、辰巳くん」

「っ──」

「……どうかした？」

「いや……別に」

　辰巳は瞬しゆん間かん的に熱くなった顔を手の平で覆おおい、アキラから視線を逸そらした。

　……かわいい。アキラって、こんなにかわいかったっけ？　というか自分には、こんな煩ぼん悩のうがそなわっていたんだっけ……？　なんて煩はん悶もんする辰巳に、アキラが訊きいてきた。

「で、結局、あたしがあなたを金庫の奥に連れてって──それから、どうなったの？」

「うん……って、え？　き、金庫の中でのこと……覚えてないの？」

「だから、なにがあったのよ」

　……本当に？　辰巳はしばらくじっと眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んで──簡潔に答えた。

「……まあ、ケンさんが生きてたこととか、強盗も誰だれも殺さないで済んだけど、警察に引き渡す前にバッカスが預かることになったとか、いろいろ言うべきことはあるんだけど──とりあえず、うまく行ったよ。ぜんぶ」

「よし！　それでこそ、あたしの右みぎ腕うでねっ」

「あう……って、おっとととと──」

　──ずてん。

　アキラが辰巳の眉間を人差し指でつっつこうとして、しかしやはり体力が尽つきていたらしい、バランスを崩くずしてそのまま辰巳を下した敷じきに、ベッド脇わきに滑すべり落ちてしまった。

　椅子が倒たおれ、床ゆかに背中をついた辰巳の上に、アキラが乗っかる状態に。二人の顔と顔は、息の掛かかる距きよ離りに近づいている。

「……変態」

「……わん」

　そんな無意味なやりとりを、囁ささやくような小さな声で交かわしたらもう、頭の中からは言葉が吹ふき飛んで、思考は完全に真っ白に──

「……どぅえっほん！」

「「──わッ!!」」

　入り口から発せられた不自然な咳せき払ばらいに、二人は慌あわてて起き上がり激しく距離を取った。

「も、もも、主水もんどさん!?　えっと、なに、なんか用だったり？」

　主水さん──辰巳と戦った『眠れる獅子の尾ライオネル・テイル』の使い手である壮そう年ねん男性は、落ち着いた表情と仕草で病室内に入ってきた。

「いえいえ、お気になさらず。ワタクシはこれを辰巳さんに届けに参った次し第だいですので」

「これって……？」

　辰巳が受け取った書類に目を落とすと、主水さんが説明を始めてくれた。

「それは、あなたが今回の戦いで手に入れた血の、買い取り額です」

「は？」

「あなたが捕ほ縛ばくした強盗共から、我々が取り上げた血液──中には、あなたから抜ぬき取られたものも含ふくまれているわけですが──公平に、公正に、買い上げさせて頂きます」

「は、はあ……？」

「その分はもちろん、借金からお引き致いたします。その金額が、こちらになります。どうぞ、お受け取りのサインを」

「はい………………って、え？」

「なに、どうしたの……って、え？」

　書類の額面を、辰巳とアキラ、二人で顔をくっつけるようにして覗のぞき込む。

　それは………………辰巳の借金の残額、ぴったりだった。

「これって…………完済ってこと？　アキラ」

「ええ、そうねその通りよ。これで晴れて、あなたは──」

　笑いかける辰巳に対して、アキラは清すが々すがしい笑顔で手を差し出しつつ、言ってきた。

「──あなたは、あたしのものよ、辰巳くん」

「え、いや──」

　と、反射的に反論しかけたが、しかしどこを探しても抗あらがう言葉が見つからず……結局、辰巳は床に跪ひざまずくようにしてアキラの手を取り、仰ぎよう々ぎようしく応えた。

「……光栄です」

「よろしい」

　アキラが満足げに微笑ほほえむ。と、

「どぅえっほん！」

　びくっ

　再びの咳払い。二人は自分たちのやりとりが急に恥はずかしくなって、慌てて離はなれた。

「えー、もう一つ、伝えることが御ご座ざいます。こちら、さきの『無利子無担保無制限契けい約やく』の契約書なのですが──辰巳さん。フロントアップのお支払いをお願い致します」

「……は？　ふ、ふろんと、あっぷ？」

「ええ、こちらに記き載さいしてあります」

　主水さんが、辰巳が地下で署名した例の契約書を取り出し、ある一いつ箇か所を指で示した。そこをよーく見てみると、まったく気付かなかったちいーーーさな字で、




『※融資先払いフロントアツプ手数料として総額の二十パーセントの支払いを含む』




　と書かれて……？　意味が分からない。

「あのー、これってつまりどういう……アキラ？」

　気付く。隣となりのアキラが酷く微び妙みような表情で青ざめていた。

　アキラが力無い口調で説明を始める。

「これは、つまり──血を借りてた十数分の間に、二十パーセントの利子がついたっていうのと同じことで……年利に換かん算さんしたら一万パーセント超ごえの大大大大、大暴利だけど、手数料名目だから正当なわけで……」

「……え？」

　固まる辰巳に対して、主水さんが優やさしい口調で言ってきた。

「なに、大だい丈じよう夫ぶですよ。先ほど完済した金額に比べれば、ちょっと多い程度ですから」

　……ああそうか。急に、ある事実に気付いて納なつ得とくした。借金を完済しても辰巳の力が暴走しないのは、コントロールできるようになったってわけじゃなくて……その手数料の未払いが新たな呪のろいになって力を抑おさえてるからなのか。って──

「ちょ、ちょっと待って！　それじゃあ結局──」

「いえ、さすがに今回は状じよう況きようを酌しやく量りようしまして、支払いを無期限に待つと同時に、仕事も与あたえると社長は仰おつしやっております。それはアキラさんの願いにも、適かなう形かと存じます」

「それって……つまり？」

「はい。咎野辰巳さんがお望みとあれば、彼には今後──」

　何でも無いことのように、まるでそうなることが決まっていたかのように、主水さんは言った。




「──血液銀行の、取立人になって貰もらいます」







　エピローグ




　最近、黄よ泉も津つでは──黄泉津の吸きゆう血けつ鬼き界かい隈わいでは、話題になっていることがある。

　やさしい取立人の噂うわさである。







「話にならねぇ！」

　明度も落ちた黄泉津の夜。スラムに近い小さな重層区画ビル、その一階に納まる定食屋に柄がらの悪い吸血鬼たちを五人ほど引き連れた、一人の人間が押しかけていた。

「この店の開業資金よぉ、てめぇの血を担保に引っ張ったんだろうが！　払えねえってんなら血を貰うのは当然だろぅ！」

　取り立て。本来、法律によって取り立ては多人数──三人以上で行ってはならないとされている。更さらにいえば、血液銀行が吸血鬼を雇やとうことも厚特の指導から外れている。法を無視している彼らは、つまりはそういう連中だった。

　責め立てられる若い女店主──こちらも吸血鬼──は、泣きそうな表情で訴うつたえた。

「は、払わないとは言ってないでしょう!?　確かに最初に決めた支払いは難しいけど、今後は月に二十万ずつ返す、ってことでもう話はついて──」

「それは前の債さい権けん者、『血滴子シユエテイツ』との話だろ？　おたくの債権はもううちに譲じよう渡とされた、そんな古い話は通用しねえ。ほれ、期限の利益の喪そう失しつって書いてあるだろう、これぁ一度でも支払いが遅おくれたら一いつ括かつで返して貰うってことなんだよ。さあ、いますぐ払いな！」

「そ、そんな無茶な！　うちは大して美お味いしくないけど、安くて多いのを売りにした薄はく利り多売の商売で、まとまったお金なんか──」

「それが無茶なら、破産だな。おい」

　命令された吸血鬼が店主を押さえつける。その前でリーダーが、ねじくれた針が飛び出す歪いびつに改造された注射警棒を見せつけるように取り出した。

「ふ……俺の注射警棒は、特別痛むようにできててなぁ。存分に楽しんでくれや」

「ひッ……」

　怯おびえる店主の首筋に、リーダーがおぞましい笑顔で注射警棒を突つき刺さそうとして──

「──ぎゃあああ！」

　悲鳴。それは店の前に立たせておいた見張りたちの声だった。

　続けて、どしんずしんという重たい音の連続。やがて……

　だん！

　見張りの一人が、ドア越しに倒れ込んで来た。気絶しているそれを踏ふみ越こえて入ってくるのは、二人の若い──まだ高校生くらいの男女。

「なんだぁ……!?　ちくしょう、殺しても構わねぇ、やっちまえ！」

　店主を押さえつけていた吸血鬼二人が、影身アヴアターラを武器と化して男に襲おそいかかる。

　それは鮮あざやかにして、あっけなかった。影身アヴアターラによる攻こう撃げきを男が手の平で弾はじく。するとどうだ、影身アヴアターラは瞬しゆん時じに溶とけるように輪りん郭かくを失い、そのまま持ち主である吸血鬼の腕うでを覆おおうと黒い手て錠じようと化してしまった。しかも、二人の手錠は短い鎖くさりで繫つながっている。通り過ぎる男女を追って振ふり向こうとした彼らは、互たがいに引っ張り合って派手に転んでしまった。

　リーダーは後あと退ずさろうとして足あし下もとの椅い子すにつまずき、床に倒れ込んだ。何が起こっているのかわからない。だがこれは、とても勝てるような──戦えるような相手ではない。なぜ、どうして突とつ然ぜんこんな……そこでふと、一つの噂を思い出した。

「ま、まさかこいつらが、最近噂の──『やさしい取立人』!?」

　驚きよう愕がくするリーダーに、現れた男が近づいてきて、言う。

「いやー強ごう引いんですみません、大丈夫ですか？」

「確かにやさしい！」

　リーダーは思わず叫さけんだが、やがてそうではないと悟さとることになる。

　そう、本当にやさしい取立人は──後に続く女の方だった。

「辰たつ巳みくん、そんなのに構ってないの。机の上、片付けてよ」

　言いながら、女が机の上に置いてあったカスタム注射警棒を適当に放ほうり捨て席に着く。

「ふぅ……さて。貸した血を返済して貰いに来たわよん」

　その一言に、店主が思わずずっこけた。

「……ア、アキラちゃんも取り立てに来たの!?　てっきり助けに来てくれたのかと……」

「それはまあ、あなた次し第だいね」

　女が懐ふところから契約書を取り出し、テーブルに置く。

「これ。債権を一本化して、長期返済に切り替かえるって契約。いろいろとこっちが有利な条件になってるけど、ひとまず破産は回かい避ひできるわよ」

「え、え……え？」

　破産を回避？　状況についていけない店主に、女が気だるげに言う。

「普ふ段だんなら『持ち帰ってよく考えて』って言うんだけど……破産してから考える？」

「けけ、契約します！　しますから、よろしくお願いします～！」







「いやー、儲もうかった儲かった！」

　アキラが上じよう機き嫌げんに鍋なべをつつくと、正面に座る綺き理り恵えが不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめた。

「そんなに儲かった人の来るところが、どうしてうちなのですか」

「別にいいじゃない。取り立て先がくれた高いお米、持ってきてあげたでしょー」

「ああ、あのお米は手て土産みやげのつもりだったんですね。てっきり、あなたはいつも生米を持ち歩いてはカリカリとつまんで飢うえを誤ご魔ま化かしているのかと」

「……キリちゃんの中のあたしって、なんでそんなに飢えてるイメージなの？」

　相変わらず空気が怖こわい。それをほぐすのは、真っ白いご飯を頰ほお張ばる陽ひ良らの一言。

「ひい、ごはんも大好きだよ♪　あきらちゃん、ありがと～♪」

「ひ、ひいちゃん……！　たんとお食べ、大きく育つんだよー」

　──ああ、すっかり馴な染じんでるなぁ。

　辰巳はアキラがいる食しよく卓たくの光景を、なんとなく嬉うれしい気持ちで眺ながめていた。

「おにいちゃん、はい、あ～ん♪」

「え？　ああ。あ～ん」

　陽良に促うながされ口を開けると、そこにご飯を放り込まれた。美味しい。

　陽良の無む邪じや気きなその行こう為いに、綺理恵が激しく反応した。

「に、兄様！　こっちにもあ～んを。もしくはう～を」

「いや、いいよ、恥はずかしいし。……っていうか、う～？」

　陽良相手にはつきあえるが、綺理恵相手だとさすがに恥ずかしい。拒きよ否ひすると、綺理恵がしゅんと小さくなった。怒おこられなくて良かったと、後になってからホッとする。

　ふと隣を見ると、アキラがご飯を箸はしですくったままじっとこちらを見ていた。

「……アキラ、どうかした？」

「……辰巳くん。はい、あーん」

「ぶはっ」

　辰巳は思わず、口の中身を噴ふき出してしまった。

「ちょ、汚きたないなー！　なによもー、あたしのときが一番失礼じゃない！」

「いや、ごめ……げほ、だって、あんまり意外……びっくり、して……」

　むせつつ弁解する辰巳の横で、綺理恵がいままでにない鋭するどい視線をアキラに向ける。

「貴女あなた──ついに正体を現してッ！」

「正体って……ただの冗じよう談だんじゃない。天てん丼どんよ、天丼」

「ひい、天丼も好きだよ♪」

「え？　あー、じゃあ今度一いつ緒しよに作……ごめん、あたしてんぷらとか作れないわ」

「ああ、貴女は食べる専門ですからね。いえいえ、それを責めるつもりはありません。ところで話は変わりますが、養よう豚とん場の雌めす豚ぶたって食べるのが仕事みたいなものですよね」

「とりあえずツッコみたい箇か所しよが六個あるんだけど？」

　やいのやいの、妹たちとアキラのいる食卓は姦かしましく賑わっている。

　アキラも妹たちも無事なまま、再びこの食卓の光景が見られたことがとても嬉しかった。

　ただ、以前とは違ちがっている点もある。

　アキラの意識はあの強ごう盗とう以降、静かに変わっているように見えた。

　今日の取り立てだってそう。辰巳という武力を背景に、債務者にリスクを負わせ、相手を助けると同時に最大限の利益を得ようと考えていた。

　直接確かく認にんしたわけではない。だが、アキラは恐おそらく決めたのだ。

　辰巳を右みぎ腕うでとした今──やるべきことを、やるときが来たのだと。

　自らの求める理想、三分の二兄姉トウー・サードに『国』と評されたそれを実現するために、彼女には力が必要なのだ。血と金、武力と権力、信用と財力。どれほど貪どん欲よくに取り込んでも足ることのないそれらを手にし、増やし──支配する方法を、真しん剣けんに求め始めている。

「……ん？　なに、どうかした？」

　じっと見つめる辰巳のことを、アキラが不ふ審しんげに見返してくる。

「いや、その……とにかく明日あしたも頑がん張ばろう、アキラ」

「当たり前でしょ。あなたこそ、しっかり働いて今度こそ借金、返さないとね」

　そう答えて、アキラは笑った。







　黄泉津のどこか、秘密の場所。ドラキュリストの本部に、その報告が届けられた。

　内線電話を置いた若い女が、攻撃的な笑えみを浮うかべる。

「三分の二兄姉トウー・サード──勝手はするなと申したのに、あの悪童共。家名に応じて特別扱あつかいしてやれば、つけ上がりおって……」

「まだ百も数えぬ子どもです。仕方在りませんよ」

　その声は、部屋の一面にかけられた御み簾すによって姿を隠かくされた人物のものだった。まだ幼い少女のような声、だが喋しやべり方にはそこはかとない年季が現れている。

「それよりも、先ほどの報告……事件に混血と万人殺しミリオン・キルズが関かかわっていたと、伺いましたが」

「ああ、はい。三分の二兄姉トウー・サードからの断だん片ぺん的な報告に寄れば、です。およそ、戯たわ言ごとである可能性の方が高いと思われますが」

「その混血──玖曜辰巳という名ではございませんか？」

「いえ、名前までは……ドラキュラ様。玖く曜ようとは、あの玖曜ですか？」

　女の問いかけに、シルエット姿のドラキュラは答えない。ただ口の中で呟つぶやいた。

「万ばん人にん殺ごろしの儀ぎ、プロジェクト『黄金胎児ヒラニア・ガルバ』──頓とん挫ざしたと聞いておりましたが。やはり玖曜どもは未だ諦あきらめてはいないのか…………『蛇へび』を復活させ、猿さるの世を終わらせるのは我々でなければなりません。近く、接せつ触しよくする必要がありそうですね──万人殺しミリオン・キルズ」

　その呟きを聞き取った女が、すぐに実務を手配する。動かす吸きゆう血けつ鬼きは、百人、百五十人……まずは二百人程度か。血液銀行『バッカス』と三分の二兄姉トウー・サード、玖曜辰巳と万人殺しミリオン・キルズ──調べて把は握あくし、場合によっては数年ぶりに教団による戦せん闘とうが行われるかも知れない。

　街は水面下で、激しく動き始めていた。







「仕事をしろ、とは……つまり私に、血銀の非合法な活動を手伝えということですか？」

　黒い手て枷かせで拘こう束そくされた八や宵よいが、眼前の黒髑どく髏ろにそう問いかける。

　そこは地下──バッカスの金庫を遥はるかに超こえた最深部、黄泉津の開発計画にすら記されていない地底の果てだった。周囲はどこもどこまでも、黒に覆われた黒の世界。

　その中で、淡あわく輝かがやく白い少女──ナギを隣となりに控ひかえさせ、黒髑髏が答える。

「その通りだ。なに、こう考えればいい。俺の野望を最も止めやすい場所にお前を置いてやる、だから始末されない程度に協力するふりをしろ」

　──この男は、壊こわれているのか？　思わず疑うが、しかし彼の纏まとう雰ふん囲い気きは冷れい徹てつなまでに理知的で、逃のがれようがないほどに計画的に見えた。いや、だからこそ、か……？

　……黒髑髏の誘さそいにどう答えるか、実のところ答えはすでに出ている。

　だが八宵の口をついて出たのは答え以外の、ある一つの疑問。

「でも、どうして？　……どうして辰巳さんと彼女が、『蛇』復活の鍵かぎなんですか？」

　──一いつ瞬しゆん、黒髑髏の作り物のマスクが、歪ゆがんだような気がした。

　それは笑いか、苦しみか。わからないまま、黒髑髏が言う。

「そうなることが、生まれる前から決まっていた、奴の──俺たちの役目だからだ。奴は今回の事件で悪を名乗り、正義の味を知った。──もはや、逃れられん」

　確信に満ちたその呟きに呼応するように、地の底から低い唸うなり声が響ひびいてくる。

　それは黄泉津の声──この街はいま、その主の誕生を待ち望んでいた。







　あとがき




『もしも自分が吸きゆう血けつ鬼きになったら』──子どもの頃ころ、よくそんな妄もう想そうをしたものです。

　強い強い吸血鬼になったらさぞ楽しかろうと思いきや、これが実は違ちがうのです。太陽光で死ぬ身体からだは思ったよりも不便ですし、他人の血を吸うのは思ったよりも危険です。そもそもいくら強くとも、それは人間の幸せではありません。人間の幸せとはもちろん楽して大金を稼かせいで札束のジェットバスの中で両りよう脇わきに美女を侍はべらせながらウハウハ暮らしていくことですが、では吸血鬼の力でそれが実現できるでしょうか？　吸血鬼には『洗脳』の力があるもののあからさまな大金持ちを洗脳しては世間に怪あやしまれますし、かといって貧びん乏ぼう人を操っても仕方がない。じゃあ特とく殊しゆ能力を生かして働くか、しかし見世物になるのは嫌いやですし用心棒のような危険な仕事もごめんです。あとはもう新興宗教の教祖になるくらいしかありませんが、人を騙だますのは心苦しいですしそもそも面めん倒どう臭くせぇので嫌です。ああ畜ちく生しよう、吸血鬼なんてろくなもんじゃない！　──この本は、そんな自分の書く吸血鬼小説です。

　そして末筆ながら、この本の関係者の皆みな々みな様さま、そして読者様に心からの感謝を。
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